
愛知県障害者自立支援協議会人材育成部会 令和元年度活動中間報告 

１ 平成 30 年度人材育成部会開催状況 

(1) 第１回（令和元年 6 月 26 日） 

議  題 主 な 内 容 等 

１ 人材育成ビジョンの策定

について 

○人材育成ビジョンを確定（別添のとおり）

○今後の取組

下記の現状を把握する。

（１）市町村（協議会含む）が実施予定の研修

（２）市町村（協議会含む）が主催する研修会の講師

又は事例検討会の進行役を務めた者（当該市町村内

の事業所に勤務している者に限る）

【委員からの意見】

・県が把握した研修等の情報を、市町村等にフィード

バックしてほしい

  ⇒情提提供する予定

○地域アドバイザー会議（7/11）で、人材育成ビジョ

ンを作成した旨を報告し、協力を依頼

２ サービス管理責任者等研

修及び相談支援従事者研修に

かかる事業者指定について

○指定事業者の指定時期及び事業者の名称等について

報告

（１）指定事業者により実施する研修 

  ア サービス管理責任者等研修 基礎研修

  イ 相談支援従事者研修 初任者研修 

（２）指定事業者の名称

  上記ア、イの研修とも

  社会福祉法人 愛知県社会福祉協議会  

（３）指定時期 平成 31 年 4 月 26 日

【委員からの意見】

  研修が有料になったことで、障害福祉サービス事

業所は、受講者を選定して申込みするようになった。

以前は、受講態度に問題がある受講者も散見された

が、そのような受講者は減るのではないか。正しい

方向に向かっていると思う。

議  題 主 な 内 容 等

３ 令和元年度研修年間計画に

ついて
①相談支援従事者研修

 ・現任研修

   開催時期：令和元年６月～８月

定員：210 名（昨年度と同じ）

   受講希望者は 187 名。そのうち受講要件を満

たした 183 名を受講決定。

 ・専門コース別研修（ASK へ委託）

国カリキュラムに従い 6 分野の研修を行う。

 ・主任相談支援専門員研修【新規】

   開催時期：令和 2 年 2 月

   定員及び受講対象者は、議題４で検討

②サービス管理責任者等研修

 ・更新研修

   開催時期：令和元年１１月～令和２年２月

   定員：700 名

   受講対象者(予定)：
原則平成１８・１９・２０年度にサービス管

理責任者等研修を修了した者

③医療的ケア児等コーディネーター養成研修

 ・開催時期：10 月頃 ・定員：各市町村 1～2 名

④精神障害者支援の障害特性と技法を学ぶ研修【新

規】

・開催時期：冬ごろ ・定員：未定

・計画相談支援費の「精神障害者支援体制加算」の

加算要件として、厚生労働省の留意事項通知に記

載されている研修

⑤強度行動障害支援者養成研修(指導者研修) 報告会

・開催時期 令和元年１０月～１２月頃（予定）

【委員からの意見】

サビ管研修の更新研修は、来年度以降も同規模で実

施するのか？ 

⇒同規模で実施予定

- 1 -

　資料１　



愛知県障害者自立支援協議会人材育成部会 令和元年度活動中間報告 

議  題 主 な 内 容 等

４ 主任相談支援専門員研修の

受講要件等について

○主任相談支援専門員は、地域づくり、人材育成、困

難事例への対応など地域の中核的な役割を果たす

ことができる者を養成するため、平成３１年度に新

設された制度

○本県研修の受講定員、受講対象者等

①受講定員：４８人

６人（ｸﾞﾙｰﾌﾟ人数上限）×８（演習講師数）＝４８

演習講師数は、主任相談支援専門員研修（国研修）

受講者の数

②受講対象者：下記をすべて満たす者とする。

 ア 国が定める受講要件を満たす者

    現任研修受講後、相談支援専門員として従事

した期間が３年以上の者 等

 イ 受講後、愛知県の相談支援従事者研修（初任

者・現任）の講師に参加できる者

③受講申込方法

 市町村が、推薦順位を付して受講者を推薦すること

とする。

・基幹相談支援センターがある市町村は、基幹相談

支援センターの職員を推薦順位の第１位とする。

・基幹相談支援センターの職員で上記（２）を満た

す者がいない市町村及び基幹相談支援センター

がない市町村は、委託相談支援事業所の職員で地

域の人材育成、地域づくりに関わる者を１位とす

る。

④受講者の決定方法

 ・下記ア～ウの順に優先順位をつけ、受講者を決定

する。

 ・同基準内では、相談支援従事者現任研修修了者の

過去５年の合計人数が多い市町村を優先する。

  ア 基幹相談支援センターの職員 各市町村（名

古屋市は各区）１名

  イ アに該当する者がいない市町村の推薦順位

が１位の者

  ウ 各市町村の推薦順位が２位の者

  以降、推薦順位３位の者、４位の者の順で優先順

位をつける。

・参考：基幹相談支援センター数 43 箇所

    （H30.4.1 時点）

議  題 主 な 内 容 等

（４ 主任相談支援専門員研修

の受講要件等について）

・市町村への推薦依頼にあたっては、主任相談支援専

門員の役割を伝え、その役割をふまえて受講者を推薦

するよう、依頼する必要がある。

【委員からの意見】

 受講申込が、研修初年度はある程度あるかもしれな

いが、2 年後、3 年後はかなり少なくなるのではない

か。県独自の要件（受講要件のイ（受講後、愛知県の

相談支援従事者研修（初任者・現任）の講師に参加で

きる者））は、なくてもよいのではないか。

報告１ 

地域アドバイザー研修の実績及

び今年度の予定

○地域アドバイザーによる昨年度の研修実績と今年

度の研修予定について報告。

報告２ 

県障害福祉関係研修の実績及び

今年度の予定

○愛知県医療療育総合センター、精神保健福祉センタ

ー、愛知県社会福祉協議会の年間計画について報告
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愛知県障害者自立支援協議会 地域生活移行推進部会 令和元年度活動中間報告 

1. 地域生活支援拠点等の整備について 

【第５期障害福祉計画】平成 32 年度（2020 年度）末までに各市町村又は各障害保健福祉圏域において、地域生活支援拠点等を少なくとも一つ整備する。

   【期中の方向性】県内全域で地域生活支援拠点等が整備されるよう、先行自治体の取組状況の情報提供など、市町村での取組の促進を図る。 

   【今年度の方向性】・相談支援アドバイザー会議において情報共有を行うとともに、地域アドバイザーにより未整備市町村への働きかけや支援を行う。 

           ・地域生活支援拠点等の内容の充足を図るため、地域アドバイザーによる支援を行う。 

現 状(H31.4.1 現在) 今後の取組等 

〇 国は第 5 期基本計画で目標年度を延期（H29⇒H32）

〇 H31.4.1 時点で未整備となっている 35 市町村については、以下

の機能について整備困難であると回答があった。

・体験の場・機会（19 市町村）

  ・緊急時の受入（21 市町村）

  ・専門的人材の養成・確保（15 市町村）

〇 整備済の地域生活支援拠点等でも、整備体制の充足内容に差が

あることから、更なる充足を図っていく必要がある。

 ◇各市町村の取組状況（H31.4.1 現在） 

整備済 19 

2019 年 9 月までに整備予定 1 

2019 年度末までに整備予定 4 

2020 年度に整備予定 30 

① 相談支援アドバイザー会議における情報共有【7月、11 月、2月】 

・地域アドバイザーにより、未整備の市町村への働きかけや、地域生活支援拠点等に必要とされ

る人材育成等の支援を行う。

・地域生活支援拠点等の更なる充実を図るため、地域アドバイザーから整備済市町村への助言や

人材育成等の支援を行う。

② 進捗状況の把握 

・ 地域生活支援拠点等の整備について、県から市町村に対して進捗状況及び検討スケジュールの

照会を行い、市町村における計画的な進行管理を促す。 
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２． 入所施設からの地域移行について 

現 状・検討内容 今後の取組等 

現状

・平成 28年度末から平成 30 年度までの施設入所者の地域移行数は 38人 

検討内容 

令和元年度地域生活移行推進部会（R1.6.12 開催） 

・昨年度、個人情報の提供の承諾を得られた方については市町村に情報提

供し、市町村において本人の聞き取り調査を行っているが、やりっ放し

となっている。市町村に県全体の状況をフィードバックし、今後の流れ

を示してはどうか。

① 聞き取り調査後の状況を確認 

・相談支援アドバイザー会議にて、各市町村の動きを確認。

・聞き取り調査後の状況について市町村に確認し、その後県全体の状況をフィードバックする。

② 阻害要因等の調査 

 県 

 ・ 阻害要因等を調査するための調査票を作成し、市町村に配布（調査票の内容は部会にて検討を

行う）

市町村 

・上記の状況確認の中で、地域生活移行が進まない方を対象に、上記の調査票に基づいて市町村

もしくはサービス等利用計画を作成する相談支援専門員が地域生活への移行を阻害している要

因等の調査を行い、必要に応じて地域アドバイザーや基幹相談支援センター、指定一般相談支

援事業所の相談支援専門員等と共同して解決に向けた調整を行う。

地域アドバイザー 

・現時点で地域生活が困難な方について、圏域会議等を活用して解決方法の検討を行う。

③ 地域移行を希望する 177 人に対する実施推進計画の立案 

・地域移行を希望する 177 人に対して、「誰が・どこで・何をするのか」等役割分担を明示した計

画を作成する。（内容は第 2 回部会にて検討予定）

【第 5期障害福祉計画】平成 28 年度（2016 年度）末から平成 32 年度（2020 年度）末における地域生活移行者数を 177 人とする。 

【期中の方向性】ニーズ調査で地域生活を希望した 177人について、地域生活への移行を進める。 

【今年度の方向性】①聞き取り調査後の状況について各市町村に確認し、結果をフィードバックする。 

         ②聞き取り調査対象者のうち地域生活移行が進まない方を対象に、地域生活を阻害している要因等を調査し、解決に向けた調整を行う。 
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３． 地域移行リーフレットの作成について 

現 状・検討内容 今後の取組等 

検討内容

令和元年度地域生活移行推進部会（R1.6.12 開催） 

・本人向けのリーフレットは簡略化し、写真などを入れて視覚化する等の

合理的配慮が必要。 

・本人だけでなく、本人と関わる支援員、サービス管理責任者あるいは管

理者、家族を対象としたリーフレットを作成した方がよい。 

・リーフレットを配布するだけではなく、直接施設へ持参し、地域移行に

ついて説明を行う等、部会として何らかのアクションを起こせるような

内容としたほうがよい。 

① 現在作成したリーフレットの素案の見直しを行う。 

・本人向けのリーフレットのみではなく、支援員、家族等向けのリーフレットを作成し、内容を地

域生活移行推進部会にて再度検討を行う。

② リーフレットの配布方法を、施設への郵送・電子媒体等の配布ではなく、部会の委員等が直接各

施設に訪問する等の部会として行動に移せるような方法で配布を行えるよう内容を検討。 

・リーフレットの配布方法について素案を作成し、部会で内容を検討。

（配布のみではなく、直接持参し本人、施設職員にプレゼンを行う、等部会として行動を起こす

ような内容を検討していく）

【目的】地域生活への移行を希望する方の掘り起こしを行うため、施設入所者が地域生活を希望する場合にどこに相談すればよいのかわかるようリーフレットを作成し、全入所者に

配布する。 

【今年度の方向性】地域移行リーフレットの内容について地域移行推進部会にて検討し、完成したリーフレットを施設入所者に配布する。 
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令和元年度第１回 愛知県障害者自立支援協議会 

医療的ケア児支援部会 次第 

日時：令和元年７月８日（月） 

午後２時から午後４時まで 

場所：愛知県自治研修所（６階）６０３教室 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 部会長選出 

４ 議題 

（１）令和元年度医療的ケア児者の実態調査について 

５ 報告事項 

（１）平成３０年度重症心身障害児者実態調査の結果について 

（２）医療的ケア児関連事業の実施状況について 

（３）その他 

【配布資料】 

 １ 委員名簿 

 ２ 配席図 

３ 資料１～資料４ 

  資料１ 令和元年度医療的ケア児者実態調査について 

  資料２ 平成３０年度重症心身障害児者実態調査の結果について

  資料３ 愛知県における医療的ケア児関連事業の取組内容 

     3-1 協議の場の設置状況 3-2 コーディネーターの配置状況 

     3-3 愛知県における医療的ケア児関連事業 

  資料４ 市町村における医療的ケア児関連事業の取組内容

     4-1 協議の場の設置状況 

     4-2 コーディネーターの配置状況 

     4-3 市町村に於ける医療的ケア児関連事業 
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令和元年度 愛知県医療的ケア児者実態調査票（案） 

ご本人の状況について 

問１． 

ご本人のお住まいの市町村はどこですか 

（       市 ・ 町 ・ 村 ） 

問２． 

このアンケートにお答えいただくのはどなたですか。 

ご本人から見た続柄に１つだけ〇をつけてください。 

１．本人   ２．母   ３．父   ４．祖父母   ５．兄弟姉妹 

６．兄弟姉妹の配偶者   ７．親戚  ８．隣人    ９．施設等の職員 

１０．その他（       ）

問３． 

同居されている家族構成（ご本人から見た続柄）について人数を記入し、 

当てはまるもの全てに○をつけてください。 

ご本人を含む同居家族の人数：（     人） 

１．母  ２．父  ３．祖父母  ４．兄弟姉妹  ５．兄弟姉妹の配偶者 

６．親戚  ７．グループホームに入居  ８．その他（   ）

問４． 

ご本人の性別に○をつけてください。 

１．男性   ２．女性 

問５． 

ご本人の年齢はおいくつですか。（平成３１年４月１日現在） 

満（      ）歳 

問６． 

ご本人は多胎児ですか。 

１．多胎児である（多胎児の人数   人中、第   子） 

 ２．多胎児ではない

問７． 

現在の医療的ケアについて、当てはまるもの全てに○を付け、 

ア～オについても選択し頻度を記入してください。 

１．人工呼吸器管理 

→（ア ２４時間 / イ 夜間のみ / ウ 一日  時間程度 / 

エ 体調不良時のみ / オ 体調により大きく異なる ） 

２．気管切開（喉頭気管分離を含む） 

３．経鼻咽頭エアウェイ 

４．酸素吸入 

   →（ア ２４時間 / イ 夜間のみ / ウ 一日  時間程度 / 

エ 体調不調時のみ / オ 体調により大きく異なる ） 

５．在宅酸素療法 

   →（ア ２４時間 / イ 夜間のみ / ウ 一日  時間程度 ） 

６．パルスオキシメーター（血液・血中酸素濃度計）の使用 

→（ア 常時測定 / イ 一日  回測定 / ウ 体調不良時に測定 ） 

７．たん吸引（口腔・鼻腔） 

   →（ア 一日６回未満 / イ 一日６回以上 / ウ 一時間１回以上 / 

エ 体調不良時のみ / オ 体調により大きく異なる ） 

８．たん吸引（気管カニューレ） 

   →（ア 一日６回未満 / イ 一日６回以上 / ウ 一時間１回以上 / 

エ 体調不良時のみ / オ 体調により大きく異なる ） 

９．排痰補助装置（カフマシン）の使用 

１０．ネブライザー等による薬液の吸入 

    →（ア 一日６回未満 / イ 一日６回以上 / ウ 常時使用 /  

エ 体調不良時のみ / オ 体調により大きく異なる ） 

１１．中心静脈栄養（ＩＶＨ） 

１２．経管栄養（経鼻・胃ろう・腸ろう・その他の経管栄養）→（一日  回）

１３．導尿 

→（ア 一日３回未満 / イ 一日３回以上 / ウ 尿道留置ｶﾃｰﾃﾙ / 

       エ 体調不良時のみ / オ 体調により大きく異なる ） 

１４．摘便・浣腸・洗腸などの排便管理 

１５．人工肛門 

１６．継続する透析（腹膜透析を含む） 

１７．その他  内容（          ） 頻度（         ）

１８．医療的ケアなし→１８に該当する方はこれで質問は終わりです。 

ご協力ありがとうございました。 

問８． 

医療的ケアを必要とする原因について、医師から説明された主な病名を記入し、 

当てはまるもの全てに〇を付けてください。 

（病名：                       ） 

１．低酸素脳症（新生児仮死によるもの） 

２．低酸素脳症（事故等によるもの。１以外） 

３．脳出血、脳梗塞後遺症 

４．脳炎脳症後遺症 
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５．外傷後遺症 

６．先天性異常症候群（染色体異常症を含む） 

７．先天性骨疾患（先天性骨、軟骨異形成症） 

８．神経・筋疾患（筋ジストロフィーやミオパチー等の筋疾患、脊髄性筋萎縮

症等の脊髄や末梢神経疾患） 

９．慢性呼吸器疾患 

１０．慢性心疾患 

１１．先天性代謝異常症 

１２．血液疾患（血友病、白血病など）や悪性腫瘍 

１３．慢性消化器疾患 

１４．慢性腎尿路疾患 

１５．上記原因以外の原因による、または原因が不明な脳性麻痺 

１６．その他（不明を含む）（                      ）

問９． 

ご本人の障害者手帳の有無と等級及び障害支援区分について、 

当てはまるものに〇をつけてください。 

１．身体障害者手帳 

 ア．ある → 級に○ （ １級、 ２級、 ３級、 ４級、 ５級、 ６級 ）

 イ．ない 

２．療育手帳もしくは愛護手帳 

 ア．ある → 判定に○ 療育手帳（ Ａ、 Ｂ、 Ｃ ） 

             愛護手帳（ １度、 ２度、 ３度、 ４度 ） 

 イ．ない 

３．障害支援区分認定（18歳未満の方は回答不要です）

 ア．受けている → 区分に○（ １、 ２、 ３、 ４、 ５、 ６ ） 

 イ．受けていない 

問１０． 

ご本人は小児慢性特定疾病医療費助成制度を利用していますか。 

1 つだけ〇をつけてください。 

１．利用中 ２．申請中 ３．利用なし ４．その他（          ）

問１１． 

ご本人の運動機能はどのようですか。１つだけ○をつけてください。 

１．寝たきり      ２．寝返り      ３．腹ばい 

４．四つばい      ５．座れる      ６．立てるが歩けない 

７．介助すれば歩ける  ８．歩ける（よちよち歩きも含む） 

９．走れる       １０．その他（           ） 

問１２． 

ご本人の移動の手段は何ですか。１つだけ○をつけてください。 

１．バギーを使用している 

２．ストレッチャーを使用している 

３．車いすを使用しているが、本人は操作できない 

４．車いすを使用しており、本人が操作できる（電動車いすを含む） 

５．歩行する（歩行器、補装具の使用、手つなぎ等の介助を含む） 

６．その他（                  ）

問１３． 

ご本人はどのように意思表示しますか。１つだけ○をつけてください。 

１．意思表示がほとんどできない 

２．表情、目の動きで伝えることができる（意思伝達装置の使用を含む） 

３．声や手ぶりや身ぶりで伝えることができる（意思伝達装置の使用を含む） 

４．単語で意思表示ができる（手話を含む） 

５．会話ができる（手話を含む）

問１４． 

ご本人の食事の摂取方法について、当てはまるもの全てに〇を付け、 

ア～ウについても選択してください。 

１．経口（ ア 全面介助 / イ 一部介助 / ウ 介助の必要なし ）  

２．経管（鼻から） 

３．経管（胃ろう） 

４．経管（腸ろう） 

５．経管（その他：          ）  

６．IVH（中心静脈栄養）を使用  

７．その他（             ） 
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看護・介護者の状況について 

問１５． 

どなたが主に看護・介護をされていますか。１つだけ○をつけてください。 

１．母     ２．父     ３．祖父母     ４．兄弟姉妹 

５．兄弟姉妹の配偶者      ６．親戚     

７．施設や事業所のヘルパーなど ８．本人の配偶者      

９．その他（         ）

留意点①：問１５で７．施設や事業所のヘルパーなど身内以外を記入された方は、 

問１６～問２２に関しては、身内の中での主な看護・介護者についてお答えください。  

留意点②：一人暮らしの方などで、身内の方が看護・介護をしていない場合は 

問１６～問２２は回答不要です。 

問１６． 

主な看護・介護者はおいくつですか。（平成３１年４月１日現在） 

満（      ）歳 

問１７． 

主な看護・介護者の健康状況はいかがですか。1つだけ○をつけてください。 

１．良好               ２．普通（特に問題はない） 

３．不良（通院は必要ない）      ４．不良（介護のため通院できない）

５．不良（通院中：月  回、または年  回）

問１８－１． 

主な看護・介護者の一日の合計の平均睡眠時間はどれくらいですか。 

1 つだけ○をつけてください。 

１．３時間未満  ２．３時間以上４時間未満  ３．４時間以上５時間未満 

４．５時間以上６時間未満  ５．６時間以上（   時間）

問１８－２． 

主な看護・介護者の睡眠の形態はどのようですか。 

1 つだけ○をつけてください。 

１．まとまった睡眠時間がとれている 

２．睡眠がとれる日と、とれない日がある 

３．睡眠がいつも断続的である（看護・介護等のため、短時間の睡眠が数回に

なる）

問１８－３． 

主な看護・介護者は、一晩に医療的ケアで何回程度起きますか。 

（      ）回/晩 

問１９． 

主な看護・介護者の就労状況はいかがですか。1つだけ○をつけてください。 

１．就労したいが、看護・介護のためできない 

２．就労希望はない 

３．就労している （週   日、一日   時間） 

４．産休・育休中 

５．就職活動中

問２０． 

主な看護・介護者が看護・介護できない予定が分かっているとき（兄弟姉妹の行事、 

看護・介護者の外出予定等）どうされていますか。 

当てはまるもの全てに〇をつけてください。（複数回答可） 

１．同居の家族が看護・介護する     

２．別居の親族に看護・介護を依頼する 

３．訪問看護師に依頼する     

４．ホームヘルプサービス（居宅介護）を利用する 

５．通所事業所（日中一時支援・放課後等デイサービス等）を利用する 

６．ショートステイ（短期入所）を利用する    

７．短期入院させてもらう 

８．１～７以外のサービスを利用する（             ） 

９．知人に依頼する        

１０．看護・介護できなくなるような予定は作らない 

１１．特に何もしない（一人で留守番ができる） 

１２．これまでそのような経験がない

問２１． 

主な看護・介護者が緊急で看護・介護できなくなったときどうされていますか。 

当てはまるもの全てに〇をつけてください。（複数回答可） 

１．同居の家族が看護・介護する     

２．別居の親族に看護・介護を依頼する 

３．訪問看護師に依頼する     

４．ホームヘルプサービス（居宅介護）を利用する 

５．通所事業所（日中一時支援・放課後等デイサービス等）を利用する 

６．ショートステイ（短期入所）を利用する    

７．短期入院させてもらう 

８．１～７以外のサービスを利用する（             ） 

９．知人に依頼する        

１０．その他（             ） 

１１．特に何もしない（一人で留守番ができる） 

１２．これまでそのような経験がない
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問２２． 

主な看護・介護者がご本人の看護・介護に関することを相談する相手は誰ですか。当ては

まるもの全てに○をつけてください。（複数回答可） 

１．家族       

２．病院主治医 

３．病院の地域連携室や在宅看護支援室 

４．かかりつけ診療所の医師 

５．かかりつけ診療所の看護師 

６．訪問看護ステーションの看護師 

７．相談支援専門員 

８．サービス利用先の職員 

９．地域の保健師              

１０．その他（           ）    

１１．いない 

看護・介護について感じていることなど、コメントがあれば自由にお書きください。 

サービスの利用状況について 

問２３． 

最近１年間に利用したことのあるサービス全てに○をつけてください。（複数回答可） 

１．訪問診療  ２．訪問看護  ３．訪問歯科診療   ４．訪問入浴  

５．訪問リハビリテーション   ６．訪問薬剤管理指導  

７．居宅介護（ホームヘルプ）  ８．生活介護    ９．重度訪問介護 

１０．保育所等訪問支援     １１．日中一時支援（デイサービス） 

１２．児童発達支援（通園）   １３．居宅訪問型児童発達支援 

１４．放課後等デイサービス    １５．移動支援                      

１６．就労移行支援       １７．就労継続支援 

１８．障害者相談支援専門員による計画相談 

１９．短期入院         ２０．短期入所  

２１．共同生活援助（グループホーム）  

２２．その他（        ）２３．利用していない 

問２４－１． 

問２３で回答した中で、利用をやめたサービスがある方に伺います。 

利用をやめたサービスとやめた理由は何ですか。 

サービスは問２３の番号を記入し、理由は下記から選択してください。（複数回答可）

利用をやめたサービス 

（問２３の番号から選択）

やめた理由 

（下記１～１１から選択。その他は理由を記入）

【理由】 

１．制度やサービスを知らない／どのようなサービスを利用できるか分からない 

２．利用するための手続きや利用方法が分からない 

３．利用できる施設やサービスを提供してくれる事業所が近くにない 

４．申し込んだが、空きがなく断られた 

５．申し込んだが、医療的ケアが必要なことを理由に断られた 

６．費用が高い          ７．サービスを使うための送迎がない 

８．利用することに不安があった  ９．ご本人が希望しなかった（いやがった） 

１０．必要性を感じなかった    １１．その他（           ） 
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問２４－２ 

問２３で「２３．利用していない」と答えた方やサービスを追加したい方に伺います。

ここ１～２年のうちに利用したいサービスは何ですか。 

利用したいサービスと現在利用していない理由の番号をそれぞれ記入してください。 

サービスは問２３の番号を記入し、理由は下記から選択してください。（複数回答可） 

利用したいサービス 

（問２３の番号から選択）

現在利用していない理由 

（下記１～１２から選択。その他は理由を記入）

【理由】 

１．制度やサービスを知らない／どのようなサービスを利用できるか分からない 

２．利用するための手続きや利用方法が分からない 

３．利用できる施設やサービスを提供してくれる事業所が近くにない 

４．申し込んだが、空きがなく断られた 

５．申し込んだが、医療的ケアが必要なことを理由に断られた 

６．費用が高い          ７．サービスを使うための送迎がない 

８．利用することに不安がある   ９．ご本人が希望しない（いやがる） 

１０．利用したいサービスがない  １１．必要性を感じない 

１２．その他（           ）

サービスについて感じていることや、問２３のサービスの例示の他に「こんなサービス

や支援があると良い」などコメントがあればご自由にお書きください。 

学校教育等について 

問２５． 

学校教育等についてご本人のこれまでの学歴全てに○をつけてください。 

１．幼稚園・保育園・認定こども園 

２．小学校 

３．中学校 

４．高等学校 

５．特別支援学校（ ア．幼稚部 / イ．小学部 / ウ．中学部 / エ．高等部 ）

６．就学免除・就学猶予 

７．どこにも行っていない（ア．未就学児 / イ．既卒者）

問２６－１． 

問２５で１～５と答えた方にうかがいます。 

現在受けている教育形態について、当てはまるもの全てに○をつけ、 

登園・登校日数を記入してください。（複数回答可） 

１．通学（通園） 

（幼稚園、保育所、小学校、中学校、特別支援学校（幼・小・中・高） 

       （週  日） 

２．訪問教育（家庭・施設）（特別支援学校 小・中・高） （週  日） 

３．施設内教育（特別支援学校 小・中）（週  日） 

４．通級指導教室（小学校・中学校）（週  日）

問２６－２． 

自宅から幼稚園、保育所、学校への通園、通学時は誰が付き添いますか。 

当てはまるもの全てに○をつけてください。（複数回答可） 

１．不要  ２．保護者  ３．ヘルパー  ４．ボランティア   

５．その他（      ）

問２６－３． 

幼稚園、保育所、学校で過ごす際に保護者の付き添いは必要ですか。 

必要な場合はその理由について当てはまるもの全てに○をつけてください。 

（複数回答可） 

１．付き添いは不要 

２．看護師が配置されていないため、保護者が付き添っている 

３．看護師がいるが常駐していないため、保護者等も連携して対応している 

４．看護師は常駐しているが、保護者等の希望により保護者が対応している 

５．看護師は常駐しているが、学校等の希望により保護者が対応している 

６．その他（                           ） 
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問２６－４． 

自宅から幼稚園、保育所、学校への通園、通学の方法は何ですか。 

また自宅を出発し学校等へ到着するまでの所要時間は片道平均どれくらいですか。 

 １．【移動の方法】 当てはまるもの全てに○をつけてください 

ア．徒歩  イ．介助者の車両  ウ．移動支援サービス   

エ．公共交通機関  オ．スクールバスや事業所等の車両   

カ．その他（         ）

 ２．【所要時間（片道）】  

ア．３０分未満  イ．３０分～１時間未満  ウ．１時間以上 

問２６－５． 

通園、通学に関する希望があれば、当てはまるもの全てに 

○をつけてください。（複数回答可） 

１．登園（登校）したい。日数を増やしたい 

２．今より近いところに通いたい 

３．スクールバスを利用して通園（通学）したい 

４．保護者の付き添いなしで通園（通学）したい 

５．校外（園外）学習に参加させたい 

６．その他（具体的に：                  ） 

７．特に希望はない 

学校教育について感じていることなどコメントがあれば自由にお書きください。 

日中活動の状況について 

問２７． 

現在、定期的に通っている日中活動の場はありますか。当てはまるもの全てに 

○をつけ、利用日数を記入してください（複数回答可） 

１．生活介護・日中一時支援（デイサービス） （週  日）  

２．児童発達支援（通園）【未就学児対応】 （週  日）  

３．放課後等デイサービス【就学児対応】 （週  日）  

４．母子／単独通園施設  （週  日）  

５．就労移行支援、就労継続支援 （週  日） 

６．就労先 （週  日） 

７．その他（        ）（週  日） 

８．ない

問２８． 

日中過ごしている場所で実施している医療的ケアについて、当てはまるもの全てに 

〇をつけ、誰が行っているかそれぞれに選択肢の番号を記入してください。 

 【実施している医療的ケア】当てはまるものに○ 

１．口鼻腔内吸引  ２．気管吸引  ３．注入 

４．導尿  ５．酸素療法  ６．その他（         ）   

７．日中の医療的ケアは必要ない

 【実施している人】上記１～６の番号を記入 

医療的ケアを行っている方 実施する医療的ケア 

看護師、准看護師  

看護師、准看護師以外の職員  

家族  

ご本人（セルフケア）  

職員の誰が行っているか知らない  
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問２９． 

問２７で回答した日中活動について、利用に関する希望はありますか。 

希望があればその内容又は現状を、日中活動ごとに記入してください（複数回答可） 

利用している日中活動 

（問２７の番号から選択）

希望内容又は現状 

（下記１～６から選択。（ ）のある項目は内容を記入）

【希望内容又は現状】 

１．利用日数を増やしたい（希望利用日数：週  日） 

２．今より近いところに通いたい（現在の通所所要時間：片道  分） 

３．今とは違う日中活動に変わりたい（希望するもの：     ） 

４．他の日中活動を追加して通いたい（希望するもの：     ） 

５．その他（具体的に：                   ） 

６．特に希望はない

問３０． 

問２７で現在通っているところが「８．ない」と答えた方にうかがいます。 

通っていない理由について、当てはまるもの全てに○をつけてください。 

１．制度や内容を知らない／どのような活動に参加できるか分からない 

２．利用するための手続きや利用方法が分からない 

３．利用できる施設や事業所が近くにない 

４．申し込んだが、空きがなく断られた 

５．申し込んだが、医療的ケアが必要なことを理由に断られた 

６．費用が高い        ７．日中活動に通うための送迎がない 

８．通うことに不安がある   ９．ご本人が希望しない 

１０．通いたいところがない  １１．必要性を感じない 

１２．年齢が対象外 

１３．その他（                 ） 

日中活動について感じていることなどコメントがあれば自由にお書きください。 

災害時の対策について

問３１． 

災害時に備えて医療的ケアに関する物品で保有しているものはありますか。 

当てはまるもの全てに○をつけてください。 

１．ひとつも保有していない 

  ア．保管場所がない 

  イ．医療機関でなければ交換等ができない 

  ウ．備品は必要ない 

  エ．その他（              ） 

２．保有している 

  ア．人工呼吸器や吸引機等の医療機器に使用する予備電源（バッテリー） 

  イ．在宅酸素療法に使用する予備の酸素ボンベ 

  ウ．自家発電機の燃料 

  エ．吸引や導尿等の処置に必要な予備の医療材料 

  オ．その他（              ） 

問３２． 

災害等緊急時にご本人の状況について、家族以外で誰に連絡するか決まっていますか。

決まっていれば、当てはまるもの全てに○をつけてください。 

１．決まっていない 

２．決まっている 

ア．病院主治医       イ．かかりつけ診療所の医師 

ウ．病院の地域連携室や在宅看護支援室等 

エ．訪問看護ステーション  オ．相談支援専門員 

カ．市町村の保健センター  キ．その他（         ） 

問３３． 

災害時の避難場所を把握していますか。 

１．把握している   ２．把握していない 

問３４． 

お住まいの市町村の避難行動要支援者名簿を知っていますか。また登録していますか。

登録していない場合は、ア～ケの選択肢のうち当てはまるものに○をつけてください。

（避難行動要支援者名簿とは、災害発生時に避難の支援、安否の確認その他生命又は身体を災害から保護するために必要な措置を 

実施するために、市町村に居住地、病状その他避難支援等に必要となる事項に関する情報を登録した名簿のことです）

１．登録している 

２．登録していない 

ア．知っているが、登録の方法が分からない 

  イ．知っているが、登録できない（理由：           ） 

  ウ．知っているが、登録の必要性を感じない 
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エ．知っているが、登録したくない 

オ．知らなかったので、今後登録したい 

カ．知らなかったが、登録の必要性を感じないのでしない 

キ．知らなかったが、登録したくない 

ク．近所や地域の方へ避難の際の支援を依頼している 

  ケ．その他（                  ） 

問３５． 

災害時に行政に支援してほしいと望むことのうち、優先順位の高いものに 

３つまで〇をつけてください。 

１．受け入れ可能な福祉避難所や医療機関等の情報がほしい 

２．避難所への移動を手伝ってほしい（避難所へ送ってほしい） 

３．福祉避難所でも家族全員が一緒に過ごせるように 

スペースを確保してほしい 

４．医療的ケアや排泄を行うために、避難先のスペースや 

衛生面等に配慮してほしい 

５．水や食料の配給に並べない可能性があるので配慮してほしい 

６．医療機器の電源を確保したい 

７．医療的ケアに必要な物品を届けてほしい 

８．医療品や薬がなくなったときに診察や処方箋なしでも手に入れたい 

９．その他（                  ） 

その他

問３６． 

困っていることや不安なことがあればご記入ください。 

問３７． 

行政、医療機関、事業者等に求めることがあればご記入ください。 

問３８． 

 その他、コメントがあればご自由にお書きください。 
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　　1　地域生活移行についての成果目標に対する実績
イ　施設入所者削減数の詳細（成果目標②関係）

【参考２】平成30年度末現在の施設入所者の状況

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６

1名 16名 105名 511名 1,038名 2,114名

(0.1%) (0.4%) (2.8%) (13.5%) (27.4%) (55.8%)

ア　地域生活移行者に関する詳細（成果目標①関係）

＜現状＞

＜評価と分析＞

＜今後の取組方針＞

○ 地域移行が進まない要因として、以下のことが考えられる。
　①　本県は、人口10万人あたりの施設入所者数が、平成27年3月末時点において、全国平均の103.3
　　人に対し、52.3人と、元々施設入所者が少ない状況にあること。
　②　既に地域移行が可能な方の多くが移行を果たされ、現在、施設に入所している方は、高齢化・障
　　害の重度化が進んだ方が多いこと（平均年齢53.2歳障害支援区分5・6の全体に占める割合83.2%）。
　③　施設入所者及びその家族の地域移行に向けた意識の醸成ができていないこと（平成29年度に実
　　施したニーズ調査では、地域移行を望まない理由として、「自信がないから」、「地域生活がよく分か
　　らないから」、「家族の理解が得られないから（心配するから）」といった理由が多くなっていた。）。
○ なお、第5期計画では、本県の実情に即した目標値となるよう、上記のニーズ調査において、地域移
　行を希望した方（177人）を新たな目標としている。

○ 上記の調査において、地域移行を希望した方177人については、確実に地域移行が進むよう、入所
　施設の協力をいただき、「市町村への情報提供の可否」、「どのように生活したいか」、等について、再
　度アンケート調査を実施しており、承諾を得られた方については、県から市町村等に情報提供したと
　ころである。今後、市町村・地域の相談支援専門員・入所施設等が連携し、圏域会議等を活用しな
　がら、地域移行阻害要因の把握・解消に取り組んでいく。
○　更に、グループホーム整備促進支援による住まいの場の確保や、「障害者福祉減税基金」を活用し
　た民間法人による重症心身障害者施設等を拠点とした在宅支援の充実、医療的ケアを必要とする重
　症心身障害児者のための福祉型強化短期入所サービスの拡充、障害者差別解消推進条例等の趣
　旨を踏まえた普及啓発等による県民の理解の促進に引き続き取り組む他、平成30年度から新たに
　取り組んだ以下の内容をさらに推し進めていく。
　①　グループホームの世話人等確保事業として、グループホームや世話人業務への理解を深める
キャラバン事業を実施するとともに、世話人体験事業を実施する。

　②　地域生活チャレンジ事業として、入所施設運営法人等に委託の上、施設入所者及びその家族を
　　対象として、グループホーム等を活用した宿泊体験や生活訓練を行うとともに、地域移行成功者
　　やその家族から体験談等を聞く機会の提供を行う。
　③　地域移行後の経済的自立支援のための障害者地域生活支援コーディネート事業を実施し、企
　　業・団体から仕事を切り出したり、事業所と企業を繋ぎ、新たな発注や仕事を生み出すことで、障害
　　のある人の工賃向上に取り組む。

　第５期愛知県障害福祉計画の進捗状況について　　（※速報値のため、今後数値に変更がある場合あります。）

（１）　福祉施設入所者の地域生活への移行

＜成果目標と実績＞ 施設入所者削減数
（①－②）目　標　値 30年度実績 達成状況 28年度末現在① 30年度末現在③

成果
目標
①

平成２８年度末から令和２年度末までの地域生活移行者数１７７人とする。

３８人
※詳細は(ア)参照

未達成
（目標比：21.5%）

７４人 3,859人 3,785人（△40人）

（設定方法）
県が実施した「福祉施設入所者の地域生活移行に関するニーズ調査」において、希望
する生活の場について、自宅やグループホーム等の地域生活を希望した方の数を目標
として設定。

※県内69か所の障害者支援施設における県内で支給決定を受けた入所者の合計

成果
目標
②

令和２年度末までの施設入所者削減数を７７人とする。

７４人
※詳細は(イ)参照

未達成
（目標比：96.1%）

施設入所者数
（県内69か所）

平均年齢
障害支援区分別の内訳（割合）

（設定方法）
国の基本指針に即して、平成28年度末現在の施設入所者数(3,859人)の2%=77人

3,785人 53.2歳

地　　域　　移　　行
他施設
（障害）
②

他施設
（高齢）
③

入院
④

死亡
⑤

その他
⑥

退所者
合計
(①～⑥
計)

自宅 アパート GH
福祉
ホーム

その他
地域生活
移行者合計
①

26～28年
度合計

人　数 16 3 74 2

割　合 3.1% 0.6% 14.2%

1

0% 0%

96

○ 地域生活移行者数は、平成20年度をピークに年々減少傾向であり、平成30年度は19名と平成29年
　度の過去最少人数と同数であった。また、平成28年度末時点から平成30年度末までの2年間の地域
　生活移行者数の累計は38人となっており、目標値の177人に対して21.5%の進捗となっている。
○ 平成30年度末時点の施設入所者数は3,785人となっており、平成29年度の3,825人と比較して40名
　減少している。目標値の77人の削減は達成できていないものの、96.1%の進捗となっている。

60 66 109 190 0 521

36.5%18.4% 11.5% 12.7% 20.9% 0.0% 100%

29年度
人　数 7 1 11 0 0 19 12 17 34 90 2 174

割　合 4.0% 0.6% 6.3% 0% 0% 10.9% 6.9% 9.8% 19.5% 51.7%

合　計
人　数 12 2 23 147 2 327

1.1% 100%

35 57 0

22.9% 37.3%

21.1% 45.0% 0.6%

69

割　合 3.7% 0.6% 7.0% 0.3% 0.0% 11.6% 8.0%

1

13.8%

26 450 38

12 1 0

0.0%

28

12.4% 9.2%

100%

【参考１】地域生活移行者数の推移

30年度
人　数 5 1

100%0%

153

割　合

施設入所者数

29年度末現在②

3,825人（△34人）

3.3% 1% 7.8% 1% 18.3%

19 14

91 84 113 80 39 56 45 37 42 28 26 19 19
91

175

288
368 407

463
508 545

587 615 641 660 679

0
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Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

移行者数 移行者累計
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２　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

ア　成果目標と実績 【入院後３か月時点、入院後６か月時点、入院後１年時点の退院率の推移】
H26 H27 H28 H29 年度 H28 H29
69.5% 69.9% 68.8% 64.2% 日数 116 114
65.9% 65.3% 64.5% 63.5%
85.4% 84.4% 84.2% 80.9%
82.2% 81.7% 81.6% 80.8%
90.7% 90.4% 91.4% 88.0%
89.6% 89.5% 89.3% 88.3%

〈現状〉

【目標③について　～一年以上長期入院患者数の推移～】

【目標④（１）～（３）について　～入院後３か月、入院後６か月、入院後１年の退院率の推移～】

（出典：精神保健福祉資料）

○目標①：全ての障害福祉圏域（11圏域）ごとに協議の場が設置された。
○目標②：市町村における協議の場は28市町村において設置されているが、目標である全ての市町村には設置されていない。
○目標③：平成30年6月末時点の65歳以上の長期入院患者数（3,287人）は、計画策定年度（※）より158人減少した。また、65歳未満
の長期入院患者数（3,264人）は、計画策定年度（※）より238人減少した。
○目標④（１）：平成29年度の入院後3か月時点の退院率（64.2％）は、計画策定年度（※）の68.8％から4.6ポイント減少した。
○目標④（２）：平成29年度の入院後6か月時点の退院率（80.9％）は、計画策定年度（※）の84.2％から3.3ﾎﾟｲﾝﾄ減少した。
○目標④（３）：平成29年度の入院後1年時点の退院率（88.0％）は、計画策定年度（※）の91.4％から3.4ポイント減少した。

（※）計画策定年度に使用した数値は、目標③については平成29年度（平成29年6月末時点）実績、目標④については平成28年度
（H28.4～H29.3）実績としている。

＜評価と分析＞

○病院主体の従来の退院支援の取組みは、早期退院率の向上･維持のために重要であり、今後も継続が必要である。
○目標達成に向けて、退院率の向上、退院患者数の増加が見込まれるが、退院支援を行っていくことが望まれる入院患者に対し
て、福祉的な支援が十分に及ぶよう、医療と福祉の連携を今以上に強化することが必要である。
○具体的には、以下の内容を柱に取り組みを行うこととする。
　①「精神障害者地域移行・地域定着推進協議会」を開催し、地域移行・地域定着推進のための県の体制整備のあり方を検討
      していく。
　②地域移行・地域定着支援に関わる職員の人材育成や、医療と福祉の連携を促進する研修を実施する。
　③当事者の経験を活かして地域移行・地域定着に携わる「ピアサポーター」の養成研修を実施する。
　④ピアサポーターが精神科病院を訪問して、地域生活の体験談を語ることにより、入院中の患者が地域生活へ希望をもてるよう
     支援するプログラムを実施する。
　⑤アウトリーチを推進するための普及啓発や関係機関への働きかけを実施する。
○目標②に関して、目標達成に向けて、市町村に協議の場の設置を働きかけていく。
○目標③については、30年度時点で目標数は未達成だが、29年度と比較すると長期入院患者は減少しており、既存の長期入院者
への退院に向けた取組が一定の効果があったと考えられるので、地域移行が図られるよう引き続き地域移行体制の確立を図ってい
く。

＜今後の取組方針

○長期在院者の減少に係る成果目標（目標③）が達成されなかったが、H29年度と比較すると長期入院患者は減少しており、入院
者への退院に向けた取組に一定の効果があったと考えられる。
〇早期退院率に係る成果目標（目標④）が達成されなかったが、H29年度と比較すると長期入院者（目標③）は減少しており、地域
の受け皿は整いつつあるものの、既存の長期入院者の退院の増加等により、早期退院率に何らかの影響があったと推察される。
　また、入院期間に関する指標としては、他に平均在院日数があり（上記、参考を参照）、これに関しては減少がみられ、入院期間の
短縮が図られていると考えられる。

84%

※1は30年度実績
※2は29年度実績

　（２）入院後６か月時点の退院率

　（３）入院後１年時点の退院率 91%

80.9%(※2)

88%(※2)

区分
愛知県入院3か月後
全国入院3か月後

実績
（直近値）

54市町村

64.2%(※2)

65歳以上
患者数

69%

目　　　標

　（１）入院後３か月時点の退院率

③平成32年度末における一年以上長期入院患者数
（目標：患者数を減少させる） 65歳未満

患者数

①平成32年度末までに全ての障害保健福祉圏域ごとに、保健、医療、
福祉関係者による協議の場を設置する。

②平成32年度末までに全ての市町村ごとに、保健、医療、福祉関係者
による協議の場を設置する。

④平成32年度における精神病床の早期退院率

目標値

（出典：精神保健福祉資料）

○参考【新規入院患者の平均在院日数】

2,774人 3,287人(※1)

3,002人 3,264人(※1)

11圏域 11圏域(※1)

28市町村(※1)

愛知県入院6か月後
全国入院6か月後
愛知県入院1年後
全国入院1年後

3,502 

3,264 

3,445 3,287 

3,100
3,150
3,200
3,250
3,300
3,350
3,400
3,450
3,500
3,550

H29 H30

65歳未満患者数 65歳以上患者数

目標値

65歳以上患者数 2,774人

目標値

65歳未満患者数 3,002人

90.7% 90.4% 91.4%

88.0%
89.6% 89.5% 89.3%

88.3%

85.4% 84.4% 84.2%

80.9%

82.2% 81.7% 81.6% 80.8%

69.5% 69.9% 68.8%

64.2%

65.9% 65.3% 64.5% 63.5%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

H26 H27 H28 H29

愛知県入院1年後

全国入院1年後

愛知県入院6か月後

全国入院6か月後

愛知県入院3か月後

全国入院3か月後

目標値＝91％

目標値＝69％

入院3か月後退院率

入院6か月後退院率

入院1年後退院率

目標値＝84％

△２
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（３）地域生活支援拠点等の整備
＜成果目標と実績＞ （参考）地域生活支援拠点等とは

各市町村における検討状況（平成31年3月31日現在【市町村回答の集計】）

○

○

○

○

4
○

○

○

○

4
○

○

○

○

46

○

○

○

○

○

○

○

2
○

○

2
○

○

6
○

○

○

○

2
○

○

5

○

○

○

○
○

9
○

○

3

面的整備
6

○

○

○

○

○

○

0

6
○

○

○

0

0

0

0

＜　今後の取組方針　＞

＜　評価と分析　＞

○

○

○

0

1

○

○

1

○

5
○

○

○

○

○

5

○
○

○

○

32

○国の基本指針において、障害のある人の高齢化・障害の重度化や「親亡き後」を見据え、居住支援機能と地域支援機能の一体的な整備を推
進するため、各地域内で、地域生活支援の機能を集約し、グループホーム又は障害者支援施設に付加した拠点の整備を図ることとされている
（拠点を設けず、地域において機能を分担する「面的整備型」も含む。）。

○地域生活支援としては、①地域生活への移行、親元からの自立等に係る相談、②一人暮らし、グループホームへの入所等の体験の機会及び場の提
供、③ショートステイの利便性・対応力の向上等による緊急時の受け入れ体制の確保、④人材の確保・養成・連携等による専門性の確保、⑤コーディ
ネーターの配置等による地域の体制づくりの５つの機能が求められている。

○本県では、国の基本指針に即して、平成３２年度までに各市町村又は各障害保健福祉圏域において、地域生活支援拠点等を少なくとも１つ
整備することを成果目標の１つとして設定している。

30年度実績
19市町村（12市町及び2圏域等）で整備（面的整備）
　　※　詳細は下表のとおり
　　※　名古屋市は4ブロックに分け、一部地域で整備済（西・南ブロック）

○

○

○

1
○

○

○

5
○

○

○

1
○

5
○

○

○

＜　現状　＞

令和２年度末までに各市町村又は各圏域において、地域生活支援拠点等を少なくとも１つ整
備する。

（設定方法）
国の基本指針に即して設定。

蟹江町
飛島村

圏域・市町村名 整備済
海部圏域

津島市
愛西市
弥富市
あま市
大治町

成果目標

○

32年度

○

○

○

○

○

5 0

○

２　整備単位 ３　整備か所数
未定

４　整備形態

1

1

○

0

31年9月 31年度末 未定
１　整備予定年度

0

0

多機能＋面的

○

5
○

○

○

1
○

2 0

0

0

0

0

0

0

1

○

○

○

○

1

○

0

1
19

0

0

1 1

3
○

○

○

4
○

○

○

○

1

0

0

○

0

0

0

0

0

1

○

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

半田市
常滑市

江南市

知多半島圏域

西三河北部圏域

西三河南部東圏域

西三河南部西圏域

美浜町
武豊町

豊田市
みよし市

東海市
大府市
知多市

1

○

○

00

尾張中部圏域

尾張東部圏域

尾張西部圏域

尾張北部圏域

小牧市

一宮市
稲沢市

春日井市
犬山市

瀬戸市
尾張旭市
豊明市
日進市
長久手市
東郷町

清須市
北名古屋市
豊山町

○

○

0

東三河北部圏域

東三河南部圏域

田原市

東栄町
豊根村

豊橋市
豊川市
蒲郡市

西尾市
知立市
高浜市

新城市
設楽町

岡崎市
幸田町

碧南市
刈谷市
安城市

○

○

○

○阿久比町
東浦町
南知多町

岩倉市
大口町
扶桑町

1

○

7
○
○

その他

○

○

○

○

○

2

0

6
○

0

3

0
市町村域 圏域 その他 未定 １か所 ２か所以上 未定 多機能拠点整備型

○

○

○

○

○

3

○

4
○

○

○

○

0

2
○

○

3

○

0

○

○

○

0

○

5
○

○

○

○

○

○

7
○

○

○

0

0

0

0

0

0

0

5

○

○

○

○

○

○

○

0

4
○

○

0

0

○

0

0

2
○

0

2

0

1
○

○

0

0

3

0

0

0

○

○

○

○

5

0

○

0

1

○

○

○

○

○

2
○

○

4

○

6
○

○

○

○

10
○

○
○

○

○

○

○

○

○

45

0

2

○

○

4
○

○

○

○

5
○

○

○

○

○

1

○

1
○

○

○

1

0

0

0

0
○

○

0

1

1

○

0

○

○

0

0

2

○

0

○

1

○

0

0

1

1
○

○

0

1

0

3
○

○

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

○

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1
○

0

○

1

0

0

0

0

0

○ 未整備の市町村については、第5期障害福祉計
  画の基本指針の成果目標で「平成32年度末（令和
　2年度末）までに各市町村又は各圏域に少なくとも
　1つを整備することを基本。」と示されたことを受け、
全市町村が令和2年度までに整備すると回答して
　いる。
○ 引き続き、障害保健福祉圏域ごとに設置している
地域アドバイザーと連携し、障害保健福祉圏域会
議や市町村自立支援協議会などを通じて各市町
  村における取組状況を把握しながら、令和2年度
  末までに整備が完了するよう、市町村に働きかけ
ていく。
○ また、整備済の地域生活支援拠点についても、
地域アドバイザーと連携し、市町村に機能内容の
　充足を働きかけていく。

○ 平成30年度末現在で、市町村単位で12市町、
  圏域単位又はその他（近隣市町村）で2か所
  （7市町村）が整備済となった。
○整備形態は、すべて面的整備であったが、今後
　の整備予定も含めると多機能型、多機能型＋面的
　整備という市町村もいくつか見られた。

○ 未整備の35市町村に整備が進まなかった理由
  を確認したところ、地域生活支援拠点に求められ
  る機能のうち、次の機能の整備が特に困難との
  回答があった。
　 ・緊急時の受け入れ・対応（21市町）
　 ・一人暮らしの体験の機会・場の提供（20市町）
　 ・専門的人材の確保・養成（16市町）
○ 地域生活支援拠点の整備を推進するため、拠点
   に必要とされる施設の整備や人材育成を支援して
   いく必要がある。
○ また、整備済の地域生活支援拠点について、機
  能内容の充足程度を見ると、拠点ごとに差が大き
  い。整備済の拠点についても、内容の充足を図っ
  ていく必要がある。

名古屋圏域（名古屋市）

愛知県合計
1
32 4

1
1 2

1
4 57 10

0
名古屋市は、市内を4ブロックに分けて整備

西ブロック、南ブロックの一部 整備済

南ブロックの一部、北ブロック 令和元年９月末整備

予定
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＜成果目標と実績＞

＜現状＞

　ア　サービス別の一般就労移行者数

第5期 30

  （４）福祉施設から一般就労への移行

【参考２】就労移行支援事業所等の指定状況の推移（各年４月１日現在の指定状況）

目　標　値 30年度実績 達成状況

（設定方法）
国の基本指針に即して、平成28年度末における就労移行支援事業利用者数(1,702
人)の1.2倍
ただし、第4期計画未達成見込分（434人）は含まない。

（設定方法）
国の基本指針に即して、平成28年度の一般就労移行者数(948人）の1.5倍
ただし、第4期計画未達成見込分（159人）は含まない。

成果
目標
②

令和２年度末における就労移行支援事業の利用者数を２，０４２人とする。

１，９２３人
※31年3月中の実利用者数

○ 成果目標①「一般就労移行者数」は、年々増加傾向にあり、平成30年度は過去最多の1,339人となり、
　目標（1,422人）進捗率は94.2%であり、未達成である。
○ 成果目標②「就労移行支援事業の利用者数」の実績（1,923人）は、年々増加傾向にあったが、昨年度
　は前年度の1,925人と比べ微減している。目標（2,042人）進捗率は94.2%であり、未達成である。
○ 成果目標③の就労移行率3割達成する就労移行支援事業所の割合は、昨年度の4.9割から0.2割上昇
　し、5.1割となり、目標（5.0割）を達成した。

＜今後の取組方針＞

○ サービス管理責任者研修などの各種研修や事業者指定にあたっての指導、事業所開設後の指導・
  監査を通じて、就労移行支援事業者等の質的確保を図るとともに、施設整備費補助金による就労移行
  支援事業所整備費の助成を通じて、量的確保を図っていく。
○ 障害者雇用に対する企業等の理解を得るため、事業主を対象としたセミナーや障害者就職面接会
  の開催などにより、一層の雇用促進に向けた働きかけを行っていく。
○ 平成29年度に新設した本県独自の「中小企業応援障害者雇用奨励金制度」により、初めて障害の
  ある方を雇用する中小企業に対して奨励金を支給し、障害のある方を雇用する際の企業負担の軽減を
　図り、企業側の受入体制の支援を行っていく。
○ 障害者雇用に取り組む企業と障害者をマッチングする就労支援と企業に就労している障害者の離職を
　防ぐための定着支援を一体的に行うべく令和元年度から開設されたあいち障害者雇用総合サポートデ
　スクにおいて、障害のある方やその家族への適切な情報提供や関係機関の連携強化による支援を推
　進していく。
○ 本県では、あいちアール・ブリュット展（障害のある人のアート作品展）をきっかけとして、一般企業の
  広報部門への就職（在宅勤務）に繋がった事例も増えているので、各種広報媒体を活用し、広く企業等
  に当該事例の周知を図り、障害のある人の個性や能力に合わせた就労を支援していく。

（設定方法）
国の基本指針に即して設定

生活介護

成果
目標
①

令和２年度末における年間一般就労移行者数を１，４２２人とする。

１,３３９人
※詳細は（ア）参照

未達成
（目標比：94.2%）

（B型）

成果
目標
③

令和２年度末における就労移行率３割以上を達成する就労移行支援事業所を全体の
５割以上とする。

５．１割
※詳細は（イ）参照

達成
（目標比：102.0%）

計画
期間

年度 就労移行支援
就労継続支援

3割～2割 2割～1割 1割～0割

（機能）

１,３３９人

未達成
（目標比：94.2%）

（生活）

177人 17人 7人

自立訓練
合計

（A型）

４１か所
(25.6%)

15人

＜評価と分析＞

※就労開始後１カ月以内に退職した方は、一般就労移行者に含まない（上表には未計上）。

○ 一般就労への移行者数が増加した要因として、以下のことが考えられる。
　①就労継続支援事業所の増加
　②法定雇用率の引き上げ（民間企業2.0%⇒2.2%）や障害者雇用が義務付けられた事業主の範囲の変更
　　（従業員数50人⇒45.5人）
　③平成30年4月から法定雇用率の算定基礎に精神障害のある方が加えられたことによる民間企業の障
　　害者雇用に対する意識の向上
○ 就労移行支援事業の利用者数の目標が達成できなかった理由としては、サービスの利用期間が原則
　2年間と限られ、利用者の継続的な確保が難しいことから、事業者の参入が伸び悩んだことが要因の1つ
  であると推測される。
○ 今後、一般就労への移行を更に進めるため、就労移行支援事業等の質的・量的確保を図るとともに、
  離職を防ぐための就労定着支援の推進が必要である。

　イ　就労移行支援事業所における就労移行率の達成状況

就労移行支援事業所数 3割以上

877人 246人

１か所
(0.6%)

※平成30年度就労移行率＝平成30年度における一般就労移行者数/平成31年4月1日現在の利用者数

【参考１】一般就労への移行実績の推移

0割

１６０か所
（全体比）

８２か所
(51.3%)

２３か所
(14.4%)

１３か所
(8.1%)

126 169 165 161
308

425
589

717
849 877 948

1197
1339

0
200
400
600
800

1000
1200
1400

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
一般就労移行者数

111 108 116 121 125 150 160 160
91 128

171
222 232 242 246 238264 297 330 359

409
460

501
545

0

100

200

300

400

500

600

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

就労移行 就労継続(Ａ型) 就労継続(Ｂ型)

単位：人

単位：か所
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（５）障害児支援の提供体制の整備等
＜成果目標と実績＞

ア　各市町村における整備状況（平成31年3月31日現在【市町村回答の集計】） 　イ　医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場

47

15 21

児童発達支援センター 保育所等訪問支援 重心児を支援する児童発達支援 重心児を支援する放課後等デイ

愛知県合計 29 36 40

○

名古屋圏域（名古屋市） 11 9
田原市
蒲郡市

○○
○
2

豊川市 ○ ３か所

児発セと合わせて検討圏域で設置予定

豊橋市 ○ ○

豊根村 児発セと合わせて検討
2東三河南部圏域 1 2

確保済

児発セと合わせて検討
児発セと合わせて検討
児発セと合わせて検討

○
○

0

児発セと合わせて検討東栄町 圏域で設置予定 児発セと合わせて検討
児発セと合わせて検討設楽町 圏域で設置予定 児発セと合わせて検討
児発セと合わせて検討新城市 圏域で設置予定 児発セと合わせて検討 児発セと合わせて検討

0東三河北部圏域 0 0
圏域１か所 ○ 圏域１か所高浜市 圏域設置を検討中 ○ 圏域２か所 ○
圏域整備 ○ 圏域整備知立市 R2年度までに整備予定 ○ 圏域整備 ○

西尾市 ○ ○
市内３か所 ○ 市内１か所安城市 ○ ○ ○
市内２か所 ○ 市内３か所刈谷市 ○ ○ ○

碧南市 ○
4西三河南部西圏域 3 6 4

幸田町 ○ 圏域設置 ○ 圏域整備
市内１か所 ○ 市内１か所岡崎市 ○ 圏域設置 ○ 圏域整備 ○

1西三河南部東圏域 2 2 1
圏域で確保 ○みよし市 ○ ○
市内２か所 ○ 市内４か所豊田市 ○ ○ ○

2西三河北部圏域 1 2 2
圏域１か所 ○ 圏域３か所武豊町 ○ 町内１か所 ○

美浜町
南知多町

＜　今後の取組方針　＞

東浦町 ○
阿久比町

圏域３か所 ○ 市内１か所知多市 ○ ○ ○
○大府市 ○ ○ ○

市内１か所、他市１か所 ○ 市内１か所東海市 ○ ○ 市内２か所 ○

○ 市内１か所、圏域１か所 ○ 圏域２か所半田市 ○ ○
常滑市

6知多半島圏域 4 5 5
扶桑町
大口町

○岩倉市 R2年度までに整備予定 ○
小牧市 ○ ○
江南市 ○ ○
犬山市 ○

○ 市内１か所春日井市 ○ ○
2尾張北部圏域 3 3 2

市内１か所 ○ 市内１か所稲沢市 R3年度以降整備予定 R2年度までに整備予定 ○
市内２か所 ○ 市内３か所一宮市 ○ ○ ○

2尾張西部圏域 1 1 2
東郷町

R3年度までに圏域確保 R3年度までに圏域確保長久手市 R3年度までに整備予定 R3年度までに整備予定
日進市 ○ ○

○豊明市 R4年4月開設予定 ○

○ 市内２か所
○尾張旭市 ○

3
○ 市内２か所瀬戸市 ○ ○

尾張東部圏域 3 3 3
豊山町

北名古屋市
○清須市 ○ ○
1尾張中部圏域 0 1 1

飛島村
圏域で確保 ○ 圏域で確保蟹江町 ○
圏域で確保 ○ 圏域で確保大治町 ○ 圏域２か所 ○
圏域で確保 ○ 圏域で確保あま市 ○ ○

弥富市
R2年度までに確保予定 R2年度までに確保予定愛西市 R2年度までに整備予定 R2年度までに整備予定

津島市
3 3

圏域・市町村名
設置済 備考 確保済 備考

海部圏域 0 2

＜　現状　＞

11圏域 100%

全市町村数（Ａ）
平成30年度末ま
でに設置済み

（Ｂ）

成果目標①

成果目標②

備考 確保済 備考

達成状況

未達成
（目標比：
35.2%）

未達成
（目標比：
51.2%）

11圏域

　（２）圏域

平成30年度末までに
協議の場を設置

目　標　値 30年度実績 達成状況

成果目標③

令和２年度末までに、主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事
業所及び放課後等デイサービス事業所を各市町村に少なくとも１か所以
上確保する。

24市町村
（17市町及
び4圏域）で
確保
※詳細はア
参照

未達成
（目標比：
44.4%）（設定方法）

国の基本指針に即して設定。

一部未達成
（広域では目
標比：100%）
（市町村では
目標比：
70.4%）

（設定方法）
国の基本指針に即して設定。

　（３）市町村

成果目標④

平成３０年度末までに、県、各障害保健福祉圏域及び市町村において、
医療的ケア児が適切な支援を受けられるように、保健、医療、障害福祉、
保育、教育等の関係機関等が連携を図るための協議の場を設ける。

○

　（１）県

38市町村 70.4% 15市町村 0市町村

広域では
設置済み
※詳細はイ
参照

全圏域数（Ａ）
平成30年度末まで
に設置済みの圏域

数（Ｂ）

設置率
(B)/(A)

目　標　値

令和２年度末までに、児童発達支援センターを各市町村に少なくとも１か所以上設置する。

（設定方法）
国の基本指針に即して設定。

令和２年度末までに、全ての市町村において、保育所等訪問支援を利用できる体制を構築
する。

（設定方法）
国の基本指針に即して設定。

30年度実績

19市町村（17
市町及び1圏
域）で設置
※詳細はア参照

28市町村（23
市町及び3圏
域）で整備
※詳細はア参照

○ 児童発達支援センターの設置については、平成30年度末現在で、19市町村で設置済みであり、35.2%の
進捗となった。
○ 保育所等訪問支援を利用できる体制の構築や主に重症心身障害児を受け入れる児童発達支援及び放
課後等デイサービスの確保については、70%前後の進捗となっていた。
○ 医療的ケア児が適切な支援を受けられるための協議の場については、県及び圏域では100%設置されて
いるが、市町村単位では70.4%の進捗であった。

○ 未整備の市町村においては、現在自立支援協議会等で圏域での整備を含めて検討中のところが多く、
計画終了時期を見据えて検討を行っている状況が窺えた。
○ 医療的ケア児の適切な支援のための協議の場については、今年度中に協議の場を設置予定の市町村
が15あり、予定どおり設置されると98.1%の進捗となる見込みである。設置予定なしの1市町村についても「現
在設置に向けて検討中」との回答を得ている。
○ 今後市町村が各種整備を進めていく中で、効果的な整備方法や事業所確保のあり方等については、市
町村間での情報共有を図っていくとともに、計画期間中の確実な整備に向けて県でも支援を行っていく必要
があると考えられる。

○ 障害福祉計画の最終年度の目標達成に向けて、引き続き、障害保健福祉圏域ごとに設置している地域
アドバイザーと連携し、障害保健福祉圏域会議や市町村自立支援協議会などを通じて各市町村における
取組状況を把握しながら、令和2年度末までに整備が完了するよう、市町村に働きかけていく。
○ また、整備済の機能や事業所についても、障害児のニーズに応えられるよう重層的な体制となるよう質や
数量についても多様化できるよう、市町村に内容の充実を働きかけていく。

1市町村

＜　評価と分析　＞

設置率
(B)/(A)

令和元年度
中に協議の場
を設置予定

令和2年度中
に協議の場を
設置予定

令和2年度末
までに設置予
定なし

54市町村
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○　障害福祉計画では、「福祉施設入所者の地域生活への移行」を始めとする成果目標を達成するために、必要な障害福祉サービス等の見込量を設定することとされている。

○　県全体のサービス見込量は、国の基本指針に即して、市町村がアンケート調査等により住民のニーズを反映し市町村計画において設定した各市町村の見込量を積み上げたものを県全体の見込量として設定している。

○　障害別実績については、国保連データの区分を参考に「身体」「知的」「精神」「難病」「障害児」の5区分とし、市町村で計上された実績数を積み上げている。

（１）訪問系サービス （５）障害児支援

見込量　① 実績　② 実績　④ 見込量　① 実績　② 実績　③

（月平均） (H31.3実績) 身体 知的 精神 難病 障害児 (H30.3実績) （月平均） （H31.3実績） （H30.3実績）

人日/月 48,576 54,197 111.6% 49,872 108.7%

人/月 4,876 5,577 114.4% 5,151 108.3%

　①居宅介護 時間/月 276,579 259,876 106.4% 人日/月 688 411 59.7% 861 47.7%

　②重度訪問介護 時間/月 182,605 170,004 107.4% 人/月 84 63 75.0% 108 58.3%

　③行動援護 時間/月 23,152 21,513 107.6% 人日/月 207 0 0.0%

　④同行援護 時間/月 22,196 21,794 101.8% 人/月 43 0 0.0%

　⑤重度障害者等包括支援 時間/月 （314,094単位） 577 人日/月 141,802 162,225 114.4% 135,312 119.9%

※居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護、重度障害者等包括支援の合計 人/月 12,489 13,130 105.1% 18,956 69.3%

※国の基本指針に即して、訪問系サービスの見込量は一括で算出 人日/月 407 289 71.0% 225 128.4%

（２）日中活動系サービス 人/月 268 255 95.1% 188 135.6%

障害児相談支援 人日/月 2,612 2,898 110.9% 2,475 117.1%

見込量　① 実績　② 実績　④

（月平均） (H31.3実績) 身体 知的 精神 難病 障害児 (H30.3実績)

人日/月 276,547 270,245 67,748 189,750 12,047 84 22 97.7% 280,241 96.4% ＜現状＞

人/月 14,345 14,084 3,797 9,715 518 17 19 98.2% 13,770 102.3%

人日/月 1,343 960 560 3 378 19 0 71.5% 752 127.7%

人/月 109 97 69 1 26 1 0 89.0% 78 124.4%

人日/月 7,657 5,471 127 932 4,412 0 0 71.5% 7,259 75.4%

人/月 495 413 8 56 349 0 0 83.4% 461 89.6%

人日/月 33,235 34,122 2,361 9,310 22,244 107 44 102.7% 32,581 104.7%

人/月 1,976 2,135 153 517 1,454 8 3 108.0% 1,952 109.4%

人日/月 110,879 97,469 22,230 26,958 47,042 1,239 0 87.9% 102,516 95.1%

人/月 5,669 4,959 1,118 1,315 2,467 61 0 87.5% 5,129 96.7%

人日/月 172,287 175,548 23,779 92,328 58,986 308 94 101.9% 164,339 106.8%

人/月 9,891 10,482 1,456 4,935 4,102 22 11 106.0% 9,489 110.5% ＜評価と分析＞

就労定着支援 人/月 1,047 618 64 178 378 1 0 59.0%

人日/月 18,041 17,537 3,721 11,740 729 213 1,045 97.2% 17,421 100.7%

人/月 3,257 3,224 632 2,242 81 30 252 99.0% 2,997 107.6%

人日/月 1,265 1,149 620 65 9 49 406 90.8% 1,199 95.8%

人/月 348 279 156 21 2 9 91 80.2% 297 93.9%

療養介護 人/月 592 639 562 77 0 0 0 107.9% 594 107.6%

（３）居住系サービス

見込量　① 実績　② 実績　④

（月平均） (H31.3実績) 身体 知的 精神 難病 障害児 (H30.3実績)

グループホーム 人/月 5,021 5,405 438 3,768 1,194 2 2 107.6% 4,766 113.4% ＜今後の取組方針＞

施設入所支援 人/月 4,068 4,006 1,350 2,599 48 1 0 98.5% 4,040 99.2%

自立生活援助 人/月 211 43 4 11 28 0 0 20.4%

（４）相談支援

見込量　① 実績　② 実績　④

（月平均） (H31.3実績) 身体 知的 精神 難病 障害児 (H30.3実績)

計画相談支援 人/月 7,471 8,634 1,901 3,797 2,864 31 40 115.6% 7,526 114.7%

地域移行支援 人/月 175 61 2 6 52 1 0 34.9% 41 148.8%

地域定着支援 人/月 138 107 10 40 57 0 0 77.5% 112 95.5%

２　障害福祉サービス見込量に対する利用実績について

サービス種別 単位

平成30年度 平成29年度との比較

サービス種別 単位

平成30年度

実績　③（障害別） 達成率
（②/①）

平成29年度との比較

訪問系サービス　合計
（①～⑤の合計）

時間/月 502,860 504,551 351,983 74,466 55,065 1,953 13,206

増加率
（②/③）

達成率
（②/①）

増加率
（②/④）

100.3% 473,764 児童発達支援

医療型児童発達支援

就労継続支援Ｂ型

生活介護
○ 訪問系・日中活動系・居住系サービスの平成30年度利用実績については、その多くが平成29年度実績と比べて増加傾向
　にあり、見込量の近似値となっていた。特に「就労移行支援」「グループホーム」については、見込量、利用実績ともに増加し
　ていた。
○ 相談支援の利用実績については、概ねサービス量が増加傾向にあるものの、特に「地域移行支援」が見込量を大きく下
　回っていた。
○ 障害児支援の利用実績については、「医療型児童発達支援」を除いて、増加傾向にあった。見込量については、「医療型
　児童発達支援」と「保育所等訪問支援」において大きく下回る実績となっていた。
○ 平成30年度からの新サービスである「就労定着支援」「自立生活援助」「居宅訪問型児童発達支援」については、いずれも
　見込量を大きく下回る実績となっていた。
○ 障害種別実績では、訪問系・日中活動系サービスの利用実績では、「身体」「知的」「精神」の順で利用実績が多かったが、
　日中活動系の就労分野のサービスにおいては、就労移行・就労継続Ａ型については「精神」が、就労継続Ｂ型について「知
　的」が最も多い利用実績となっていた。また、居住系サービスでは「知的」が最も利用実績が多くなっていた。

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

サービス種別 単位

平成30年度

達成率
（②/①）

居宅訪問型児童発達支援

サービス種別 単位

平成30年度 平成29年度との比較

106.5%

福祉型短期入所

医療型短期入所

サービス種別 単位

平成30年度

実績　③（障害別） 達成率
（②/①）

○ 障害種別ごとの必要なサービス種類が異なっていることに加えて、別紙「圏域別の障害福祉サービス等の見込量と実績」
　のとおり、圏域ごとに不足しているサービスが異なるため、各障害保健福祉圏域会議等において、サービスの提供体制に
　関する課題の整理や検証を定期的に行い、地域特性を踏まえた取組方策を検討するなど、市町村と連携してサービスの
　提供体制の確保を図る。
○ 事業所の量的確保にあたっては、施設整備費補助金により圏域ごとの充足率等を勘案しながら計画的に進めていく。
　　また、質的確保にあたっては、サービス管理者責任者研修や児童発達支援管理責任者研修の充実、事業所指定にあ
　たっての指導や定期的な監査等を引き続き適切に行っていく。
○ 特に地域移行を進めていくにあたり、グループホームの整備が課題であることから、本県独自の戸建て住宅を活用した整
　備の推進や、支援コーディネーターによるサポート、県営住宅等の活用といった既存の取組に加え、平成30年度から実施し
　ている世話人等の確保支援事業を継続して実施していく。
○ これらに加え、「障害福祉サービス等情報公表制度」について事業者の適切な実施を促すとともに、より多くの利用者やそ
　の家族が当該制度を活用し、必要なサービス等を選択できるよう普及及び啓発に取り組んでいく。

平成29年度との比較

実績　③（障害別）

増加率
（②/④）

実績　③（障害別） 達成率
（②/①）

増加率
（②/④）

○ 福祉施設からの地域移行を進める上で重要となる「グループホーム」や「生活介護」、「短期入所」等については、概ね増
　加傾向で見込量の近似値にあり、引き続きサービスの質的・量的確保を進めていく必要がある。
○ 一般就労への移行を進める上で重要となる「就労移行支援」は、増加傾向にあるものの、利用者数が見込量、利用実績と
　もに下回っており、今後は事業者の確保だけでなく質の向上を進めていく必要がある。
○ 「地域移行支援」が伸び悩んだ要因として、対象者の要件や支給決定の有効期限が短いこと、報酬面の問題から事業者
　の参集が進んでいない状況があり、また、医療機関側の制度理解が進んでいないことが推測される。
○ 「保育所等訪問支援」の見込量に対するＨ30年度利用実績（量）の達成状況が70%程度に留まった要因として、保護者や学
　校教員の理解が進まないことやサービスを必要とする方が利用手続きに至らないことにより利用者が少ないこと、訪問支援員
　の確保が難しいことが推測される。
○ サービス種類によって利用実績に占める障害種別が異なっていることがわかった。平成29年度との比較

増加率
（②/④）
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見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

総利用時間数 時間/月 7,391 7,444 100.7% 38.5% 4,584 5,275 115.1% 53.3% 14,888 14,049 94.4% 25.6% 19,227 21,147 110.0% 13.7% 19,576 19,485 99.5% 19.1% 19,128 16,768 87.7% 18.2% 15,365 15,439 100.5% 13.0%

居宅介護 時間/月 6,699 40.0% 3,357 39.6% 10,223 16.9% 18,807 13.3% 16,093 15.7% 13,136 16.9% 9,505 3.9%

重度訪問介護 時間/月 141 100.0% 1,601 85.9% 2,536 58.4% 780 1.7% 1,797 44.8% 2,300 30.8% 4,794 30.6%

同行援護 時間/月 217 25.2% 105 72.5% 843 28.3% 932 15.4% 1,028 18.9% 244 7.5% 1,134 2.6%

行動援護 時間/月 387 2.5% 212 45.8% 448 18.0% 628 38.0% 549 29.8% 1,089 16.1% 6 100.0%

重度障害者等
包括支援

時間/月 0 - 0 - 0 - 0 - 20 - 0 - 0 -

生活介護 人日/月 9,845 9,452 96.0% 34.3% 6,537 5,675 86.8% 42.3% 13,685 13,136 96.0% 26.4% 21,777 20,535 94.3% 22.1% 25,967 25,112 96.7% 16.3% 22,789 22,078 96.9% 11.0% 15,700 15,975 101.8% 15.2%

就労移行支援 人日/月 792 1,398 176.5% 38.0% 420 373 88.8% 93.6% 2,338 1,860 79.6% 28.2% 2,233 1,810 81.1% 26.5% 2,630 2,908 110.6% 35.0% 2,865 1,945 67.9% 25.1% 2,660 2,472 92.9% 10.0%

就労継続支援
(Ａ型)

人日/月 7,575 6,807 89.9% 23.3% 2,739 2,522 92.1% 48.9% 6,136 4,827 78.7% 20.0% 8,932 9,196 103.0% 20.9% 14,217 10,809 76.0% 13.5% 4,634 3,373 72.8% 43.9% 4,630 3,541 76.5% 33.2%

就労継続支援
(Ｂ型)

人日/月 10,649 11,281 105.9% 23.7% 2,349 2,570 109.4% 48.1% 6,963 7,877 113.1% 17.2% 13,090 13,237 101.1% 13.3% 17,041 17,718 104.0% 12.3% 15,663 17,022 108.7% 5.5% 8,300 7,897 95.1% 23.7%

福祉型短期入所 人日/月 864 928 107.4% 25.9% 478 492 102.9% 57.4% 786 722 91.9% 49.0% 1,260 1,275 101.2% 21.1% 1,345 1,351 100.4% 15.5% 1,151 1,086 94.4% 17.5% 1,245 1,172 94.1% 25.1%

グループホーム 人/月 231 269 116.5% 30.8% 68 82 120.6% 88.4% 258 238 92.2% 19.9% 423 441 104.3% 22.8% 404 449 111.1% 35.3% 430 478 111.2% 17.9% 217 211 97.2% 31.7%

施設入所支援 人/月 214 210 98.1% 31.1% 104 102 98.1% 65.7% 181 181 100.0% 16.7% 284 295 103.9% 43.0% 455 458 100.7% 29.1% 241 237 98.3% 31.4% 241 250 103.7% 65.8%

４）相談支援 計画相談支援 人/月 375 471 125.6% 12.9% 102 145 142.2% 28.0% 295 353 119.7% 10.0% 674 739 109.6% 10.6% 560 606 108.2% 16.0% 699 782 111.9% 4.7% 265 290 109.4% 14.9%

児童発達支援 人日/月 1,500 1,552 103.5% 18.0% 881 1,158 131.4% 15.2% 3,470 3,826 110.3% 18.7% 3,987 4,315 108.2% 8.1% 5,351 6,293 117.6% 9.9% 5,674 5,694 100.4% 5.4% 2,191 1,877 85.7% 5.8%

放課後等デイ
サービス

人日/月 7,175 8,365 116.6% 11.6% 3,180 3,633 114.2% 49.0% 9,688 10,745 110.9% 33.3% 11,986 12,474 104.1% 12.6% 16,649 18,615 111.8% 6.8% 9,592 11,313 117.9% 5.6% 7,800 8,540 109.5% 8.3%

障害児相談支援 人/月 148 160 108.1% 7.6% 78 116 148.7% 23.2% 149 154 103.4% 12.7% 236 188 79.7% 15.5% 252 281 111.5% 3.8% 326 352 108.0% 1.2% 159 123 77.4% 4.3%

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

圏域外の
利用割合
(年間)

見込量①
31年3月
利用実績

②
②/①

総利用時間数 時間/月 11,623 8,856 76.2% 9.4% 16,290 15,871 97.4% 5.1% 1,407 1,733 123.2% 3.8% 23,381 22,248 95.2% 13.3% 152,860 148,315 97.0% 350,000 356,240 101.8% 2.7% 502,860 504,555 100.3%

居宅介護 時間/月 6,244 1.3% 9,960 3.8% 1,643 4.0% 15,765 1.9% 111,432 165,148 2.6% 276,580

重度訪問介護 時間/月 1,545 52.1% 5,150 7.7% 7 0.0% 4,793 58.9% 25,444 157,163 3.2% 182,607

同行援護 時間/月 600 8.2% 589 3.8% 6 0.0% 1,335 2.0% 7,033 15,166 2.1% 22,199

行動援護 時間/月 467 3.8% 172 4.9% 77 0.0% 356 0.0% 4,391 18,764 0.8% 23,155

重度障害者等
包括支援

時間/月 0 - 0 - 0 - 0 - 20 （314,094単位） 0.0%

生活介護 人日/月 12,305 12,149 98.7% 19.7% 24,356 22,446 92.2% 19.6% 3,368 3,253 96.6% 18.5% 35,508 34,385 96.8% 4.6% 191,837 184,196 96.0% 84,710 86,049 101.6% 17.3% 276,547 270,245 97.7%

就労移行支援 人日/月 2,748 2,457 89.4% 8.7% 3,168 2,454 77.5% 23.5% 327 178 54.4% 13.2% 3,954 3,454 87.4% 1.0% 24,135 21,309 88.3% 9,100 12,813 140.8% 5.2% 33,235 34,122 102.7%

就労継続支援
(Ａ型)

人日/月 4,937 3,973 80.5% 6.8% 8,146 7,436 91.3% 6.8% 566 441 77.9% 17.0% 5,797 4,563 78.7% 3.3% 68,309 57,488 84.2% 42,570 39,981 93.9% 5.6% 110,879 97,469 87.9%

就労継続支援
(Ｂ型)

人日/月 14,821 12,554 84.7% 6.4% 15,717 16,068 102.2% 13.0% 1,694 1,776 104.8% 20.6% 20,850 20,760 99.6% 1.6% 127,137 128,760 101.3% 45,150 46,788 103.6% 11.2% 172,287 175,548 101.9%

福祉型短期入所 人日/月 878 732 83.4% 10.8% 1,317 1,483 112.6% 16.3% 237 183 77.2% 16.7% 1,552 1,891 121.8% 1.9% 11,113 11,315 101.8% 6,928 6,222 89.8% 19.3% 18,041 17,537 97.2%

グループホーム 人/月 143 135 94.4% 33.6% 397 406 102.3% 19.5% 68 61 89.7% 32.8% 502 522 104.0% 0.2% 3,141 3,292 104.8% 1,880 2,113 112.4% 15.0% 5,021 5,405 107.6%

施設入所支援 人/月 230 234 101.7% 37.9% 337 327 97.0% 38.5% 80 73 91.3% 34.8% 574 573 99.8% 8.3% 2,941 2,940 100.0% 1,127 1,066 94.6% 46.8% 4,068 4,006 98.5%

４）相談支援 計画相談支援 人/月 448 499 111.4% 5.9% 515 629 122.1% 6.5% 123 155 126.0% 5.9% 1,255 1,429 113.9% 0.8% 5,311 6,098 114.8% 2,160 2,536 117.4% 3.5% 7,471 8,634 115.6%

児童発達支援 人日/月 3,719 3,371 90.6% 1.2% 4,022 4,418 109.8% 8.3% 289 240 83.0% 15.9% 4,867 4,823 99.1% 0.8% 35,951 37,567 104.5% 12,625 16,630 131.7% 1.8% 48,576 54,197 111.6%

放課後等デイ
サービス

人日/月 9,094 9,675 106.4% 1.3% 11,525 12,680 110.0% 4.6% 410 442 107.8% 52.4% 13,981 13,439 96.1% 0.6% 101,080 109,921 108.7% 40,722 52,304 128.4% 4.0% 141,802 162,225 114.4%

障害児相談支援 人/月 226 224 99.1% 1.4% 311 369 118.6% 0.4% 17 35 205.9% 0.0% 399 362 90.7% 0.0% 2,301 2,364 102.7% 311 534 171.7% 1.2% 2,612 2,898 110.9%

２）日中活動系
サービス

３）居住系サービス

５）障害児支援

東三河北部 東三河南部 小計（名古屋除く） 名古屋 愛知県合計

１）訪問系サービス

３）居住系サービス

５）障害児支援

サービス種別 単位

西三河南部東 西三河南部西

尾張西部 尾張北部 知多半島 西三河北部

１）訪問系サービス

２）日中活動系
サービス

（参考）圏域別の主な障害福祉サービス等の見込量と実績

サービス種別 単位

海部 尾張中部 尾張東部

別紙
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愛知県障害者基礎調査について 

１ 趣旨・目的 

○ 障害者基本法第 11 条第 2 項に基づき、都道府県は、国が策定する障害者基本計画

を基本とするとともに、当該都道府県における障害者の状況等を踏まえ、当該都道

府県における障害者のための施策に関する基本的な計画（「都道府県障害者計画」）

を策定しなければならないとされている。 

○ 本県では、過去 2 回の障害者計画策定の際に、本県の障害者の状況を把握するた

め、「愛知県障害者基礎調査」を実施している。 

◯ 現行の「あいち健康福祉ビジョン 2020」（本県障害者計画に位置づけ）が、2020

年度末で計画期間満了となるため、2020 年度中に次期障害者計画の策定作業を行う

必要があるが、調査結果を当該計画に反映するためには、2019 年度中に調査を実施

し、調査結果をとりまとめる必要がある。 

＜参考＞愛知県障害者計画について 

① 策定の趣旨 

      全ての県民が、障害の有無にかかわらず、等しく基本的人権を享有するかけ

がえのない個人として尊重され、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生す

る社会の実現に向け、障害のある人の自立及び社会参加の支援等のための施策

を総合的かつ計画的に実施するため（分野を横断する総合的な計画）。 

② 策定経過 

策定年度 計画名 計画期間 基礎調査の実施 

2000 年度 
「21 世紀あいち福祉ビジョン」策定 

（第 1 次愛知県障害者計画） 

2001 

～2010年度
実施なし 

2010 年度 
「あいち健康福祉ビジョン」策定 

（第 2 次愛知県障害者計画） 

2011 

～2015年度

実施あり 

（2010 年度） 

2015 年度 
「あいち健康福祉ビジョン 2020」策定

（第 3 次愛知県障害者計画） 

2016 

～2020年度

実施あり 

（2015 年度） 

2020 年度 
「次期障害者計画（名称未定）」策定 

（第 4 次愛知県障害者計画） 
未定 

実施予定 

（2019 年度） 

※今回の調査 

２ 実施の方針について 

◯ 2020 年度の「第 4次愛知県障害者計画」策定に向け、2019 年度中に、愛知県障害者

基礎調査を実施し、当該年度中に調査結果をとりまとめる。 

 ◯ 調査の実施フレーム（調査方法・対象）については、基本的には、前回の調査（2015

年度実施）と同様の形とする。ただし、県障害者施策審議会及び県障害者自立支援協

議会での御意見を踏まえ、予算の範囲内（当初予算額：2,884 千円）で適宜変更する。 

 ◯ 調査項目については、前回の調査時の項目をベースに、県障害者施策審議会及び県

障害者自立支援協議会での御意見を踏まえ、追加・削除を行う。 

３ 事業の内容（案）・・・前回調査からの変更点（下線部分） 

各方面からの意見を踏まえ変更（意見及び県の考え方については、別紙１を参照） 

（１）実施方法 

   一般競争入札により事業者に委託の上、実施する。 

（２）委託内容 

  ・調査票の作成（通常版 3,100 部、点字版 50 部、音声版 50 部、拡大文字版 50 部） 

  ・調査票の郵送（宛名ラベルは県が作成）・回収・集計 

  ・調査期間中の問合せ対応 

  ・報告書の作成 

（３）調査方法・対象 

   県内の障害者 3,100 人に対して、調査票を郵送または手渡しし、調査する。事前に

調査協力依頼を送付するなど、回収率の向上に努める。 

    ◆調査数：3,100 人（対象の内訳は以下のとおり） 

     ①身体障害者：1,500 人（政令・中核市を除く手帳所持者から抽出。肢体 700、

内部 500、視覚 100、聴覚 150、音声言語 50 とする。） 

     ②知的障害者： 400 人（政令市を除く手帳所持者から抽出） 

     ③精神障害者： 400 人（政令市を除く手帳所持者から抽出） 

     ④発達障害者： 400 人（精神医療センター受診者及び政令市を除く発達障害関

係団体会員から抽出） 

          ⑤難病患者 ： 400 人（政令市を除く難病法に基づく特定医療費助成制度受給者 

から抽出） 

＜参考＞ 

     前回調査時の回収率：51.2%（1,281 通/2,500 通） 

（４）調査項目及び調査内容 

住まい・暮らし、生活支援、教育、医療、情報・コミュニケーション、人権、就労、

収入、文化芸術・スポーツ、防災・防犯等、幅広い分野について調査を行う。 

  ※調査項目案については別紙２を、調査内容（調査票案）については別紙３を参照。 

（５）調査時期 

   調査：2019 年 10 月頃、調査のとりまとめ：2020 年 2 月頃 

４ 今後のスケジュール（予定）

年月 内容 

2019 年 7 月 19 日 ・令和元年度第 1回愛知県障害者自立支援協議会 

 （【意見聴取】調査項目・内容について） 

2019 年 8 月 2 日 ・令和元年度第 1回愛知県障害者施策審議会 

 （【意見聴取】調査項目・内容について） 

2019 年 9 月 一般競争入札（委託事業者の募集） 

2019 年 10～11 月 調査の実施 

2020 年 2 月 調査のとりまとめ 

2020 年 2～3 月 ・令和元年度第 2回愛知県障害者自立支援協議会 

 （【報告】調査結果について） 

・令和元年度第 3回愛知県障害者施策審議会 

 （【報告】同上） 
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別紙１

障害者基礎調査の質問票案に対する委員等意見一覧及び県の考え方 

頁 質問票案における記載  修正案 そ の 理 由 等 県の考え方（対応） 

前提 身体障害者を一括で900人というの

は、大雑把な枠組みではないか。 

900人（or1500人）の完全不作為では

なく、各種別毎に最低限一定数対象と

なるよう枠を設定すべきである。 

統計上の誤差は生じうるだろうが、調査の本来的趣旨

（可能な限り広く各当事者の声を施策に反映する）とい

う主目的に優先することはないと考えます。 

対象者（障害区別）が400人に満たないということであ

るが、東京都が実施している同調査では、身体4000人

中、対象を更に配分している（視覚560、聴覚560、音

声言語他360、上肢390、下肢400、体幹390、脳原性運

動機能340、内部1000）。 

調査規模が異なるので、異なる要素はあると思うが、少

数者であるが故に調査対象から漏れる若しくは声が反映

されにくいということがあってはならないと考えます。

大枠（身体としての）を変える必要はないが、内訳に関

しての個別の枠組設定、工夫はなされるべきだと思いま

す。 

身体1500、知的400、精神400、発達400、難病400の

3100に増やし、身体1500の内訳として、肢体750、内

部500、聴覚100、視覚100、音声言語50という枠で実

施することはどうか。 

ただし、委託費用が増大する可能性があることから、見

やすさにあまり影響を与えない程度で、行間を少なくす

るなどしてページ数を減らすこととし、予算の範囲で対

応できるようにしたい。 

なお、費用面から1500人に増やせない場合は、予算の

範囲内で増やす方向で調整したい。 

前提 回収率の改善についての工夫 ・調査対象世帯には、事前に「調査実

施のお知らせ」を発送する等事前に

調査協力依頼（東京都、岐阜県） 

・調査票を訪問し手渡し（東京都、岐

阜県、大阪市） 

・調査自体を訪問で実施（東京都、岐

阜県） 

・質問票を障害別に用意（大阪市） 

左記工夫ができている自治体はいずれも回収率が60％を

超えている。予算の問題もあると思うが、調査規模が約

3倍ほどの東京都も、当県との予算との比較で倍以上か

かったということもないとのこと。（具体的予算は公表

していないとのことであるが、愛知の予算を大きく上回

るというようなことはなかったとのこと） 

物理的、予算的に不可能ということはないはずです。 

東京都は65問で30ページ、愛知県は現状98問38ペー

ジとなったことから、単純に単価は愛知県の方が高いと

考えられる。そこで、ページ数を30ページ程度に抑え

ることとし、更に委託業者に回収率向上対策を工夫させ

ること（業者選定の項目に加える）により対応したい。 

なお、東京都は非常勤職員約150人で訪問調査を行うな

ど、予算に表われない差がある。 

前提 一般競争入札により事業者に委託、当

初予算288万円。 

調査分析をAIを導入してマンパワー

と合わせて、それ以上の解析を実施可

能な業者に委託する。 

各項目の紐付けが得意なAIの特性から、単なるアンケ

ート実施ではなく、社会問題の解決に向けた提案もして

もらいたいです。 

現実的にはAIを導入した解析を行うには予算が足りな

いと思われるが、クロス集計などにより解析を進めた

い。 

全体  特になし 知的障害者で視覚障害となると、回答する項目がない場

合があります。 

対応不能 

全体 選んだ番号によって、矢印で次の問番

号が書いてあります。 

音声だけで聞いているとわかりにくい

です。 

矢印について、問番号が大きくとぶ時は必要かもしれな

いが、次の問にいくだけであれば必要ないように思う。 

音声版を御指摘のとおり修正 

３ 問１ ３の５ その他 ）の「 」」は不要 文章の整合性。 対応済 

３ 基本属性の問２ 

①・男性②・女性 

①男性 ②女性 ③ その他とか、答

えたくないを加えたらどうかと思いま

す。 

現代は、男性、女性だけではない人もいるので。 対応済 
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頁 質問票案における記載  修正案 そ の 理 由 等 県の考え方（対応） 

３ 「３．家族」→記入者を選択…「３．

夫または妻」… 

「４．その他」 

３．配偶者（パートナーを含む） 

４．施設職員 

５．その他 

本人が同席しない場合の回答者の可能性を考えたため 一部修正のうえ対応済 

４ 問６ 「14．その他（   ）」を追記する。 他の設問形態に合わせる。 手帳上あり得ないので対応しない 

５ 問１１ １行追加 

（もしくは、取得の古い順に２種とす

る） 

３障害のある人は、２行しかないと戸惑うため。 対応済 

５ 

１４

問１１ 

問３５ 

「手帳」に振り仮名を振る（２ヶ所）

「その他」の「他」に振り仮名を振る

全編振り仮名表記による。 対応済 

５ 問１２の選択肢「２．アスペルガー症

候群、その他の広汎性発達障害」「４．

注意欠陥/多動性障害（ＡＤ/ＨＤ）」 

２．アスペルガー症候群その他の広汎

性発達障害 

４．注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）

発達障害者支援法の定義では「、」や「/」の記載がないた

め 

対応済 

７ （問１６の選択肢に追記） ８．５歳 

９．その他 

議会質疑等でも「５歳児検診」でのスクリーニング等が話

題に上ることがあるため。 

対応済 

７ 問１８の選択肢「４．夫または妻」 ４．配偶者（パートナーを含む） 同居人としてパートーナーと住んでいるという方もいる

と思われるため 

対応済 

７ 問１９ 

 ６．グループホーム 

 ７．福祉ホーム 

９．障害者支援施設 の違い 

 ６．共同生活援助事業所（グループ

ホーム） 

 ７．福祉ホーム 

 ９．障害者支援施設（入所施設） 

本人や家族に分かりやすい名称にしていただいた方がよ

いのでは。 

対応済 

７ 問１９「３．公営賃貸住宅」「４．民間

賃貸住宅」 

 ※素朴な疑問でＵＲはどちらに○をつければ良いです

か？ 

対応済 

８ 問２１、問２２ 

福祉ホームとグループホームの違いを

どう捉えているか疑問に感じます。 

 福祉ホームの方が自立しているように感じます。グルー

プホームから自立したいという声も多く聞きます。 

問２０～２２で「福祉ホーム」を削除することにより対応

済 

９、 

１１

問２４あなたは現在、障害福祉サービ

スを利用していますか。 

案１：障害福祉サービス等 

案２：障害福祉サービス及び障害児を

対象としたサービス 

P13の回答の中には「１３．児童発達支援・放課後等デイ

サービス」という児童向けのサービスの記載があるため 

一部修正のうえ対応済 

９ 問２４  大項目が分かれているので仕方ないと思いますが、前項

でサービス利用を明確にしていて、ここでこの設問が．．．

と考えてしまうのでは。 

対応しない 

１０～ 「１３．児童発達支援・放課後等デイ

サービス」「１４．施設入所支援」 

※「自立生活援助」「就労定着支援」等

を追記 

平成30年4月からの新サービスの記載が見当たらないた

め 

対応済 

１１、 

１３

１３ 児童発達支援・放課後等（ほう

かごなど）デイサービス 

１３ 児童発達支援・放課後等（ほう

かごとう）デイサービス 

放課後等の「等」の読み方は、音読みではなかったでしょ

うか。 

対応済（音読みで統一） 
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頁 質問票案における記載  修正案 そ の 理 由 等 県の考え方（対応） 

１１ 問２７ 

利用しているサービスについて満足し

ているか？について就労移行支援、就

労継続支援 B 型、A 型が他に比べやや

低い。 

問 27 の満足度の低い理由の設問をも

う少し増やすか、自由回答欄を加える

現行法の問題点の洗い出しをするべき。精神障害者の就

労は問題点が多いと感じています。 

対応済（問２８を新設） 

１３ 問３２ 選択項目 

 ６．自立訓練（生活訓練） 

 ７．自立訓練（生活訓練） 

 ６．自立訓練（生活訓練） 重複しているから 対応済 

１３ 問３３ ※成年後見制度についての記載を設け

てはどうか？ 

P18の問38に成年後見制度の質問があるが、P16問32の

ような記載がないとわかりづらいと感じたため（あえて

記載していないなら無視してください） 

対応済 

１３、 

２５

問３３ 

問８７ 

囲み説明 ２ 意志を意思に修正する

三つめの・の 意志を意思に修正する

漢字のミス入力の修正。 対応済 

１３、 

１５、 

１６ 

問３３ 

問３９ 

問４３ 

２の説明に「要約筆記者」を追記する

「４．わからない」 を追記する。 

「３．その他」を追記する。 

法的制度としてある。 

わからない場合もありえる。 

他の設問形態に合わせる。 

対応済 

１５ 問４１の選択肢 ※「高専」「各種学校」といった選択肢

を追記しては？ 

そういった学校に通学している方もいると思われるため 一部修正の上対応済 

１６ 問４３「４．福祉サービス」 ※「放課後等デイサービス」など福祉

サービスとひとくくりにしない選択肢

があっても良いのでは？ 

回答内容を明確化するため 対応しない 

１７ 問４８ ４．その他 に（    ）を追記す

る。 

他の設問形態に合わせる。 対応済 

１７ 問５０ 

かかりつけ医の有無 

かかりつけ医のない人に対してその理

由を自由回答してもらいたい 

かかりつけ医を持ってもらう対策のため 対応済（問５１を新設） 

１８ 問５２の選択肢「１．基本検診」 ※「基本検診」が何を指すのか不明確

なので、読んだ人が回答しやすい内容

に修正しては？ 

「基本検診」とは何のことなのかわかりにくいため 対応しない 

１８ 問５３ ２に「字幕・文字多重放送」を追記す

る 

４に「書籍」を追記する。 

字幕や文字多重放送から情報を得ることが多いことによ

る。 

書籍も重要な情報入手手段であるため。 

対応済 

１８ 問５３ 

生活していく情報を入手する方法 

ホームページ(インターネット)、と

SNS はあるが、携帯(スマートホン)を

入れたらどうか 

外出先での情報入手はスマホが多いと思います。 使用機器はパソコンか携帯（スマホ）かは問わず、ホーム

ページかSNSかのみで足りると考えるため、対応しない 

１８ 問５４ 視覚・聴覚障害以外の人に必要でしょ

うか 

対応済 

１８ 問５４ 2に「介助員」を挿入する 法律用語を使用する。 対応済 
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頁 質問票案における記載  修正案 そ の 理 由 等 県の考え方（対応） 

１８ 問５４ ４に「文字多重放送」を追記する。 字幕放送と文字多重放送がある。 対応済 

１８ 問５４ ５「手話奉仕員（通訳者）の派遣」を

「手話通訳者の派遣」 

に訂正する。 

手話奉仕員の派遣は法律上の制度からなくなったため。 対応済 

１８ 問５４ ６「要約筆記奉仕員の派遣｝を「要約

筆記者の派遣」に訂正する 

要約筆記奉仕員派遣制度は廃止され「要約筆記者派遣」制

度のみとなったため。 

対応済 

１９ 問５５ 9に「電光掲示による文字情報の充実」

を追記する 

現実に利用率が高い。 対応済 

１９ 問５５ 

情報バリアフリー化に関しての施策 

発達障害や知的障害の人が使いやすい

スマホを利用したアプリや災害時に伝

わりやすい施策があると良い 

障害のある人も、Itを使って意思の確認や選択が分かり

やすくできると良いので 

対応済 

１９ 問５８ ２に「触手話」を追記する 「触手話」というコミュニケーション方法が広く活用さ

れていることによる。 

対応済 

２０～ 問６０以降 「バリアフリー」という言葉がよく出

てきますが、今は、「ユニバーサルデザ

イン」の方が良いのではないでしょう

か。 

 対応済 

２１ 問６４ 

各ご家庭の経済状況について、厳しい

か否か、このアンケートではあぶり出

しにくいのではないでしょうか？ 

障害年金を受けたくとも受けられない

障害者の把握ができる項目の追加をお

願いします。 

経済的に厳しい状況の常態化はなるべく避けたいという

意図で、無年金者の把握はしておく必要があるのでは？ 

対応済（問６５を新設） 

２２ 問７１ 

これまでに仕事をしたことがあります

か、とあります。 

中途で障害になった人もいますが、障

害になる前にしていた仕事も含まれて

しまわないでしょうか。 

 対応済 

２３ 問７６ 設問に「平均すると」の文言を挿入す

る。 

仕事量による賃金の月額差や臨時収入の有無などを勘案

する。 

対応済 

２４ ①問７７ 就労が長続きしない理由は

… 

②問７７の選択肢 

①長続きしないことと離職は違うので

適切な表現に修正しては？ 

②回答の選択肢に「キャリアアップの

ため」「学校にいくため」などの肯定的

な選択肢も追記しては？ 

①問の表現の意図が明確でないため。 

②選択肢が離職すること＝マイナスなことと決めつけて

いるように感じられるため。 

対応済 

２４ 問７８ 

７・仕事や職場になれるまで、付き添

って助けをする人がいる事 

7・仕事や職場になれるまで、その人の

働きやすい環境に整備をして、会社と

のやり取りをしてくれる人 

ジョブコーチ制度のことをイメージしています。 対応済 

２５ 文化芸術活動について する・しないは興味があるかどうかな

ので、それを聞いて何の意味があるの

かわかりません。 

 必要な設問だと考えます 
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頁 質問票案における記載  修正案 そ の 理 由 等 県の考え方（対応） 

２５ ①問７９と問８０の質問順 

②問７９の選択肢 

①問７６と問７７の質問の順番を逆に

しては？ 

②「８．おこなっていない」を追記 

①質問の流れが逆の方がスムーズに感じられるため。 

②文化芸術活動を行っていない方もいると思われるた

め。 

対応済 

２５ 問７９ 「７．文芸」を追記する 文化芸術活動の一分野として確立している。 対応済 

２６ 問８３の選択肢「４．興味がない」 「４．興味がない・したくない」 「したくない」方もいると思われるため 対応済 

２６ （１２）（１３）からのアンケートは内

容が難しく、障害のある人にわかりに

くい 

振り仮名を付けるだけではなく、言葉

の意味を分かりやすい言葉で表現しな

いと、理解が難しい。 

例えば 養護者等 

当事者が答えるのに、難しい質問がある。 よりわかりやすい表現に修正 

２６ 問８６の選択肢「２．仕事場」 選択肢を分け、「職場」「施設・事業所」

としては？ 

「仕事場」が何を指しているのかわかりづらいと感じた

ため 

対応済 

２７ 問８８の記載事例 

・順番を待つことが苦手な障害のある

人に対して…手続き順番を入れ替え

る」 

・順番を待つことが苦手な障害のある

人に対して、手続きの順番を入れ替え

る」 

「の」の脱字と思われるため。 対応済 

２７ 問９１の選択肢 ※「養護者による障害者虐待」「使用者

による障害者虐待」等はいずれも言葉

が難しく、わかりやすい表現に修正し

た方が良いのでは？ 

正式な言葉だが、回答する方にとって理解しづらいと感

じるため。 

対応済 

２８ 問９３ ヘルプマークですが、マークの絵や写

真を付けると、気が付く人もいるので

はないでしょうか。 

 対応済 

２８ 問９４ 

ヘルプマークを持っていますか。 

１． 持っている 

持っていない 

ヘルプマークを持
も

っていますか。 

１． 持
も

っている 

持
も

っていない 

４頁の問７では「お持ちですか」にルビがあるのに、なぜ

か、３４ページでのみ、ルビがないから。 

ルビをふるか、もしくは、５頁の問９の回答番号４のよう

に「もっていない」とひらがなにしてしまってもいいかも

しれないです。 

対応済（ひらがなに統一） 

２９ 問９５ ５に「支援」を追記する 問題点として現実にある。 対応済 

２７ ２． 問９６ 「７．障害のある人が排除されない（共

生できる）避難所｣を追記する。 

問題点として現実にある。 対応済 

２８ 問１００ 「法律を遵守する施策」を追記する。

（番号は上位がよいかと） 

問題点として現実にある。 具体的にイメージできない 
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別紙２

今回（令和元年度実施）の調査項目案について 
１．基本属性

問１ アンケートの回答者 

問２ 性別 

問３ 年齢 

問４ 主な障害種別 

問５ 身体障害者手帳の有無、障害等級 

問６ 身体障害の主な内容 

問７ 療育手帳の有無、障害等級 

問８ 知的障害に係る他の障害や疾病の有無 

問９ 精神障害者保健福祉手帳の有無、障害等級 

問 10 精神障害の主な内容 

問 11 手帳取得時の年齢 

問 12 発達障害の有無、内容 

問 13 難病の有無、病名 

問 14 障害支援区分認定の有無、認定結果 

問 15 要介護認定の有無、認定結果 

問 16 乳幼児健康検査における保健指導等の経験の有無 

２．住まい・暮らしについて

問17 現在の暮らし方（一人暮らしや家族と同居など） 

問 18 同居人の有無 

問 19 生活の場所（持ち家、グループホーム、入所施設、病院など） 

問 20 入所・入院期間 

問 21 将来希望する生活の形 

問 22 地域移行に当たっての課題や希望する県の施策（自由記述） 

３．障害福祉サービスの利用状況について 

問23 障害福祉に関する情報の入手方法・入所場所 

問 24 障害福祉サービス・障害児通所支援等の利用の有無 

問 25 サービス等利用計画の作成者 

問 26 利用している障害福祉サービス・障害児通所支援等の種類 

問 27 利用しているサービスに対する満足度 

問 28 利用しているサービスへの不満の理由 

問 2829 サービスを利用していない理由 

問 2930 サービスを利用できなかった理由 

問 3031 今後３年間の障害福祉サービス・障害児通所支援等の利用予定 

問 3132 今後利用する障害福祉サービス・障害児通所支援等の種類 

問 3233 今後利用したいその他のサービス（地域生活支援事業のメニューから） 

４．生活支援について 

問3334 困った時の相談相手 

問 3435 困った時の相談方法 

問 3536 相談先への要望 

問 3637 成年後見制度の存在の認知度 

問 3738 成年後見制度の利用の有無 

問 3839 成年後見制度の今後の利用希望 

問 3940 日常生活自立支援事業の利用の有無 

５．教育・育成について 

問4041 通学の有無、通学している学校の種類 

問 4142 学びの場の種類（通常学級、特別支援学級など） 

問 4243 放課後や夏休み中の日中の過ごし方 

問 4344 学校における教育や配慮に対する満足度 

問 4445 学校に対する要望（自由記述） 

６．医療について 

問4546 自宅における医療的ケアの有無 

問 4647 医療的ケアの内容 

問 4748 経管栄養の方法 

問 4849 主治医（医療機関）への通院頻度 

問 4950 身近な地域におけるかかりつけ医療機関の有無 

問 51 かかりつけ医療機関がない理由

問5052 健康診断や歯科検診の受診頻度 

７．情報・コミュニケーションについて 

問5153 情報の入手方法・入手場所 

問 5254 利用している情報やコミュニケーションの支援策（手話、点字、字幕など） 

問 5355 希望する情報のバリアフリー化に関する施策 

問 5456 希望する情報提供媒体の種類（視覚障害者向け） 

問 5557 コミュニケーション手段の種類（聴覚障害者向け） 

問 58 コミュニケーション手段の種類、情報の取得方法（盲ろう者向け）

問5659 コミュニケーション支援に関する県への要望（自由記述） 

８．生活環境について 

問5760 現在の街（駅や商業施設）のバリアフリー化の満足度 

問 5861 現在の歩行空間（歩道）のバリアフリー化の満足度 

問 5962 自分自身で行っている街のバリアフリー化に向けた取組 

９．収入について 

問6063 収入や手当の有無、その種類 

問 6164 もらっている年金の種類 

問 65 無年金の理由

問6266 もらっている手当の種類 

問 6367 本人の年間の収入金額 

問 6468 生計中心者が誰か。 

問 6569 生計中心者の収入の種類 

問 6670 家族の生計中心者の収入金額 

10．就労について 

問6771 就労の経験の有無 

問 6872 現在の就労の有無 

問 6973 現在の就労期間 

問 7074 仕事の種類（正社員、アルバイト、自営業、就労継続支援 A型など） 

問 7175 就労先を見つけた方法 

問 7276 仕事による収入金額 

問 7477 仕事が長続きしない離職された理由

問7378 就労・就労定着に必要な配慮の内容 

11．文化芸術活動・スポーツについて 

問7679 行っている文化芸術活動の内容 

問 7580 文化芸術活動の頻度 

問 7781 文化芸術活動として作品展や発表会への希望 

問 7882 運動やスポーツの頻度 

問 7983 運動やスポーツを行わない理由 

問 8084 文化芸術活動やスポーツを行う上で、県や入所施設等への要望（自由記述） 

12．障害や障害者への理解と障害者の権利擁護について 

問8185 差別や嫌な思いを受けた経験の有無 

問 8286 差別などを受けた場所 

問 8387 差別などの内容（自由記述） 

問 8488 合理的配慮の提供と考える内容（自由記述） 

問 8589 障害者差別解消法の存在の認知度 

問 8690 虐待の経験の有無 

問 8791 虐待をした相手（養護者、福祉サービス事業所の職員、学校教職員など） 

問 8892 受けた虐待の類型（身体的虐待、心理的虐待、経済的虐待など） 

問 93 ヘルプマークの認知度 

問 94 ヘルプマークの所持・不所持 

13．安全・安心について 

問8995 災害時（地震や台風）に不安に感じること 

問 9096 必要と感じる災害対策 

問 9197 防犯対策（消費者トラブルを含む）として必要な施策（自由記述） 

問 98 将来の生活への不安度 

問 99 将来の生活への不安の内容 

14．その他 

問92100 県の施策において、優先すべきもの（上位３つを順位付け） 

問 93101 その他、日常生活や社会生活を営む上で、困っていること（自由記述） 
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1

令和元
れいわがん

年
ねん

１０月
がつ

愛知県
あいちけん

からのアンケートをお願
ねが

いいたします。 

○ このアンケートは、愛知県
あいちけん

の障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

を改善
かいぜん

するための基礎
き そ

資料
しりょう

を得
え

るために

実施
じっ し

されるものです。 

○ アンケートの対象者
たいしょうしゃ

は、障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

を所持
しょ じ

されている方
かた

、発達
はったつ

障 害
しょうがい

の方
かた

、難病法
なんびょうほう

に基
もと

づく特
とく

定
てい

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

制
せい

度
ど

の受給者
じゅきゅうしゃ

からそれぞれ無作為
む さ く い

に抽
ちゅう

出
しゅつ

しました。 

○ お答
こた

えいただいた内容
ないよう

については、秘密
ひみ つ

の保護
ほ ご

に万全
ばんぜん

を期
き

すとともに、アンケート

結果
けっ か

の集計
しゅうけい

以外
い がい

には使用
しよ う

しませんので、アンケートへのご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いいたしま

す。 

愛
あい

知
ち

県
けん

 福
ふく

祉
し

局
きょく

 福
ふく

祉
し

部
ぶ

 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

アンケートの内容
ないよう

などについて、ご不
ふ

明
めい

な点
てん

がございましたら、 

下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

◆ 問
と

 い 合
あ

 わ せ 先
さき

 ◆ 

 ◎ 

※愛知県
あいちけん

がこのアンケートの集 計
しゅうけい

業務
ぎょうむ

を委託
いたく

している会社
かいしゃ

です。 

〒       名古屋市
な ご や し

電
でん

 話
わ

 番
ばん

 号
ごう

 ： ０５２－   －    （月
げつ

～金
きん

 ９：３０～１７：３０） 

ファックス  ： ０５２－   － 

◎ 愛知県
あいちけん

福祉局
ふくしきょく

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

電
でん

 話
わ

 番
ばん

 号
ごう

 ： ０５２－９５４－６６９７（月
げつ

～金
きん

 ８：４５～１７：３０）

愛知県
あいち け ん

の障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

に関
かん

するアンケートのお願
ねが

い 

別紙３ 

2

◆ 回答
かいとう

するときの注意点
ちゅういてん

 ◆ 

１．このアンケートの中
なか

で、「あなた」とは、障害
しょうがい

のあるご本
ほん

人
にん

のことです。 

２．アンケートは、できるかぎり障害
しょうがい

のあるご本
ほん

人
にん

がお答
こた

えください。 

３．ご自
じ

身
しん

で記入
きにゅう

できない方
かた

につきましては、ご家
か

族
ぞく

の方
かた

、または介護
かい ご

をしている

方
かた

などが、ご本
ほん

人
にん

の意見
いけ ん

を聞
き

いて記
き

入
にゅう

してください。 

４．ご本
ほん

人
にん

が答
こた

えられない場
ば

合
あい

は、ご家
か

族
ぞく

の方
かた

がご本
ほん

人
にん

の立場
たち ば

に立
た

ってお答
こた

えくだ

さい。 

５．令和
れい わ

元
がん

年
ねん

９月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

の状 況
じょうきょう

に基
もと

づいてお答
こた

えください。 

６．回答
かいとう

は、別紙
べっ し

「回答票
かいとうひょう

」にお書
か

きください。 

７．ご記
き

入
にゅう

が終
お

わりましたら、令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

１０月
がつ

２２日
にち

（火
か

）までに 

  回答票
かいとうひょう

だけを 同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

、またはファックスでご提
てい

出
しゅつ

ください。

  返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

は、切手
きっ て

をはらずにお近
ちか

くのポストに投函
とうかん

してください。 

  ファックスでご提
てい

出
しゅつ

される方
かた

は、〔０５２     〕にお送
おく

りくだ

さい。 
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3

問
とい

１ このアンケートにお答
こた

えいただくのはどなたですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１． 本人
ほんにん

（自分
じぶ ん

自身
じ しん

：障害
しょうがい

のある人
ひと

（代筆
だいひつ

を含
ふく

む）） 

２． 本人
ほんにん

（家族
かぞ く

も同席
どうせき

） 

３． 本人
ほんにん

以外
い が い

   →記入者
きにゅうしゃ

を選択
せんたく

：１．親
おや

 ２．兄弟
きょうだい

３．配偶者
はいぐうしゃ

（パートナーを含
ふく

む）

４．子
こ

５．施設
しせ つ

職 員
しょくいん

 ６．その他
た

４． その他
た

（                         ） 

問
とい

２ あなた（障害
しょうがい

のあるご本
ほん

人
にん

：以
い

下
か

同
おな

じ）の性別
せいべつ

はどちらですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．男
おとこ

           ２．女
おんな

３．答
こた

えたくない

問
とい

３ あなたの年齢
ねんれい

はおいくつですか。（令和元
れいわがん

年
ねん

９月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

でお答
こた

えください。） 

 満
まん

（     ）歳
さい

問
とい

４ あなたの障害
しょうがい

は次
つぎ

のうちどれですか。障害
しょうがい

が複数
ふくすう

ある場合
ばあ い

は、ご自
じ

分
ぶん

で主
しゅ

になる

障害
しょうがい

と 考
かんが

えているものをお選
えら

びください。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．身体
しんたい

障 害
しょうがい

         ２．知的
ちて き

障害
しょうがい

３．精神
せいしん

障 害
しょうがい

         ４．発達
はったつ

障害
しょうがい

５．難病
なんびょう

           ６．その他
た

（              ） 

問
とい

５ あなたは、身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。またお持
も

ちの場合
ばあ い

、障害
しょうがい

等級
とうきゅう

は何級
なんきゅう

ですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．１級
きゅう

   （→問
とい

６へ）       ２．２級
きゅう

   （→問
とい

６へ）

３．３級
きゅう

   （→問
とい

６へ）       ４．４級
きゅう

   （→問
とい

６へ）

５．５級
きゅう

   （→問
とい

６へ）       ６．６級
きゅう

   （→問
とい

６へ）

７．もっていない （→問
とい

７へ）

（１）基本
きほん

属性
ぞくせい

以下
い か

、ご本
ほん

人
にん

（アンケート対象者
たいしょうしゃ

：障害
しょうがい

のある人
ひと

）について、お聞
き

きします。 

4

問
とい

６ 問
とい

５で「１．１級
きゅう

」「２．２級
きゅう

」「３．３級
きゅう

」「４．４級
きゅう

」「５．５級
きゅう

」「６．６級
きゅう

」

のいずれかを選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

   身体
しんたい

障 害
しょうがい

は次
つぎ

のうちどれですか。２つ以上
いじょう

障 害
しょうがい

のある方
かた

は、ご自分
じぶ ん

で主
おも

になる

障害
しょうがい

と考
かんが

えているものをお選
えら

びください。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．視覚
しかく

障害
しょうがい

             ２．聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

３．音声
おんせい

・言語
げん ご

・そしゃく機能
きのう

障害
しょうがい

   ４．上肢
じょうし

障害
しょうがい

５．下肢
か し

障害
しょうがい

             ６．体
たい

幹
かん

機能
き の う

障害
しょうがい

７．心臓
しんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

           ８．じん臓
ぞう

機能
きの う

障 害
しょうがい

９．呼吸器
こきゅうき

機能
きの う

障 害
しょうがい

          １０．ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
きの う

障害
しょうがい

１１．小 腸
しょうちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

１２．ヒト免疫
めんえき

不全
ふ ぜん

ウィルスによる免疫
めんえき

機能
き のう

障 害
しょうがい

１３．肝臓
かんぞう

機能
きの う

障 害
しょうがい

問
とい

７ あなたは、療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。またお持
も

ちの場合
ばあ い

、障害
しょうがい

等
とう

級
きゅう

は何度
なん ど

ですか。

（１つだけ選択
せんたく

） 

１．重度
じゅうど

（Ａ）  （→問
とい

８へ）      ２．中度
ちゅうど

（Ｂ）   （→問
とい

８へ）

３．軽度
けいど

（Ｃ）  （→問
とい

８へ）      ４．もっていない  （→問
とい

９へ）

問
とい

８ 問
とい

７で「１．重度
じゅうど

」「２．中度
ちゅうど

」「３．軽度
けいど

」のいずれかを選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。 

   他
ほか

の障害
しょうがい

や疾
しっ

病
ぺい

はありますか。あれば、次
つぎ

から選
えら

んでください。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．てんかん 

２．発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

、注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

/多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

など） 

３．ダウン症
しょう

４．脳性
のうせい

マヒ 

５．その他
た

（                        ） 

６．なし  

問
とい

９ あなたは、精神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。またお持
も

ちの場合
ばあ い

、障害
しょうがい

等 級
とうきゅう

は何級
なんきゅう

ですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．１級
きゅう

               ２．２級
きゅう

３．３級
きゅう

               ４．もっていない 
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5

問
とい

１０ 問
とい

４で「３．精神
せいしん

障害
しょうがい

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    主
おも

な病名
びょうめい

は、次
つぎ

のうちどれですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．器質性
きしつせい

精神
せいしん

障害
しょうがい

（認知症
にんちしょう

、高次
こう じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

、脳
のう

の疾患
しっかん

・損傷
そんしょう

によるものなど） 

 ２．精神
せいしん

作用
さ よ う

物質
ぶっしつ

使用
し よ う

による精
せい

神
しん

及
およ

び行
こう

動
どう

の障害
しょうがい

（アルコール依存症
いぞんしょう

、覚
かく

せい剤
ざい

依
い

存症
ぞんしょう

など） 

 ３．統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

、妄想性
もうそうせい

障害
しょうがい

 ４．気分
きぶ ん

（感情
かんじょう

）障害
しょうがい

（そう病
びょう

、そううつ病
びょう

、うつ病
びょう

など） 

 ５．神経症性
しんけいしょうせい

障 害
しょうがい

（強迫性
きょうはくせい

障 害
しょうがい

、パニック障害
しょうがい

など） 

 ６．生理的
せいりてき

障害
しょうがい

等
など

（摂食
せっしょく

障害
しょうがい

、非器質性
ひき し つ せ い

睡眠
すいみん

障害
しょうがい

、解離性
かいりせい

障害
しょうがい

など） 

 ７．成人
せいじん

のパーソナリティ及
およ

び行
こう

動
どう

障
しょう

害
がい

 ８．心理的
しんりてき

発達
はったつ

の障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

など） 

 ９．小児
しょうに

（児童
じど う

）期
き

・青
せい

年期
ねんき

に通常
つうじょう

発 症
はっしょう

する行動
こうどう

・情緒
じょうちょ

障 害
しょうがい

（注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

/多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

など） 

 １０．てんかん 

 １１．その他
た

（                          ） 

問
とい

１１ 身体
しんたい

障 害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします。

    手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した（交付
こう ふ

された）のは何歳
なんさい

の時
とき

ですか。 

 （               ）手帳
てちょう

を 満
まん

（     ）歳
さい

で取得
しゅとく

、 

（               ）手帳
てちょう

を 満
まん

（     ）歳
さい

で取得
しゅとく

、 

（               ）手帳
てちょう

を 満
まん

（     ）歳
さい

で取得
しゅとく

問
とい

１２ 問
とい

４で「４．発達
はったつ

障害
しょうがい

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

発達
はったつ

障害
しょうがい

の種類
しゅるい

は、次
つぎ

のうちどれですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．自閉症
じへいしょう

       ２．アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

３．学習
がくしゅう

障害
しょうがい

     ４．注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

（ＡＤＨＤ） 

５．その他
た

（                           ） 

6

問
とい

１３ 問
とい

４で「５．難病
なんびょう

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

難病
なんびょう

の種類
しゅるい

は、次
つぎ

のうちどれですか。（いくつでも選択
せんたく

）  

 １．ベーチェット病
びょう

         ２．多発性
たはつせい

硬化症
こうかしょう

（ＭＳ） 

３．重 症 筋
じゅうしょうきん

無力症
むりょくしょう

         ４．全身性
ぜんしんせい

エリテマトーデス（ＳＬＥ） 

５．サルコイドーシス        ６．強皮症
きょうひしょう

７．多発性筋炎
たはつせいきんえん

           ８．特発性
とくはつせい

血小板
けっしょうばん

減少性
げんしょうせい

紫斑病
しはんびょう

９．顕微鏡的
けんびきょうてき

多発
た は つ

血管炎
けっかんえん

（結節性
けっせつせい

動 脈
どうみゃく

周囲炎
しゅういえん

） 

１０．潰瘍性
かいようせい

大腸炎
だいちょうえん

         １１．脊髄
せきずい

小脳
しょうのう

変性症
へんせいしょう

１２．クローン病
びょう

          １３．パーキンソン病
びょう

関
かん

連
れん

疾
しっ

患
かん

１４．後
こう

縦
じゅう

靭帯
じんたい

骨化症
こっかしょう

        １５．モヤモヤ病
びょう

１６．特発性
とくはつせい

拡張型
かくちょうがた

（うっけつ型
がた

）心筋症
しんきんしょう

１７．成長
せいちょう

ホルモン分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

１８．下垂体
かすいたい

機能
き の う

低下症
ていかしょう

１９．その他
た

（                         ）

問
とい

１４ あなたは、障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

（「障害
しょうがい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえ ん

するための法律
ほうりつ

」）による障害
しょうがい

支援
し えん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。また、認定
にんてい

を受
う

けている場合
ばあ い

、認定
にんてい

区分
く ぶ ん

は次
つぎ

のうちどれですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．非該当
ひがいとう

             ２．障害
しょうがい

支援
しえ ん

区分
く ぶ ん

１ 

３．障害
しょうがい

支援
し えん

区分
くぶ ん

２         ４．障害
しょうがい

支援
しえ ん

区分
く ぶ ん

３ 

５．障害
しょうがい

支援
し えん

区分
くぶ ん

４         ６．障害
しょうがい

支援
しえ ん

区分
く ぶ ん

５ 

７．障害
しょうがい

支援
し えん

区分
くぶ ん

６         ８．申請
しんせい

したが結果
けっ か

がまだ出
で

ていない 

 ９．認定
にんてい

を受
う

けていない（申請
しんせい

をしていない） 

問
とい

１５ あなたは、介護
かい ご

保険
ほ けん

制度
せ い ど

の要介護
ようかいご

認定
にんてい

を受
う

けていますか。また、受
う

けている場合
ばあ い

、

認定
にんてい

の結果
けっか

は次
つぎ

のうちどれですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．非該当
ひがいとう

             ２．要支援
ようしえん

１ 

３．要支援
ようしえん

２            ４．要介護
ようかいご

１ 

５．要介護
ようかいご

２            ６．要介護
ようかいご

３ 

７．要介護
ようかいご

４            ８．要介護
ようかいご

５ 

９．申請
しんせい

したが結果
けっか

がまだ出
で

ていない 

１０．認定
にんてい

を受
う

けていない（申請
しんせい

をしていない） 
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7

問
とい

１６ あなたは、乳幼児期
にゅうようじき

に 行
おこな

われた乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

で、身体
しんたい

や精神
せいしん

発達
はったつ

等
など

に関
かん

し、

保健
ほけ ん

指導
し どう

等
など

を受
う

けたことがありますか。また、受
う

けたことがある場合
ばあ い

、いつ指導
しど う

を

受
う

けましたか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．受
う

けたことがない        ２．知
し

らない・わからない 

３．１か月
げつ

ごろに受
う

けた       ４．３～４か月
げつ

ごろに受
う

けた 

５．６～１０か月
げつ

          ６．１歳
さい

６か月
げつ

７．３歳
さい

８．５歳
さい

９．その他
た

（           ） 

問
とい

１７ あなたは、どなたと暮
く

らしていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．家族
かぞ く

       ２．一人
ひとり

      ３．その他
た

（         ） 

問
とい

１８ いっしょに住
す

んでいる方
かた

は、どなたですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．父親
ちちおや

              ２．母親
ははおや

３．兄弟
きょうだい

              ４．配偶者
はいぐうしゃ

（パートナーを含
ふく

む）

５．子
こ

               ６．その他
た

（                 ） 

問
とい

１９ あなたは、現在
げんざい

、どこで生活
せいかつ

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．持
も

ち家
いえ

（一
いっ

戸
こ

建
だ

て）                （→問
とい

２３へ）

２．持
も

ち家
いえ

（マンション）               （→問
とい

２３へ）

３．公営
こうえい

賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

（市営
しえ い

・県営
けんえい

・URなど）      （→問
とい

２３へ）

４．民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

                  （→問
とい

２３へ）

５．会社
かいしゃ

の寮
りょう

・社宅
しゃたく

など               （→問
とい

２３へ） 

６．共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業所
じぎょうしょ

（グループホーム）        （→問
とい

２３へ）

７．福祉
ふく し

ホーム                    （→問
とい

２３へ）

８．障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

                 （→問
とい

２３へ）

９．障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せつ

（入所
にゅうしょ

施設
し せつ

）           （→問
とい

２０へ）

１０．高齢者
こうれいしゃ

の保健
ほけ ん

・福祉
ふく し

施設
し せ つ

（介護
かい ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

等
など

）  （→問
とい

２０へ）

１１．精神科
せいしんか

病 院
びょういん

（入 院 中
にゅういんちゅう

）             （→問
とい

２０へ）

１２．その他
た

の病院
びょういん

（入 院 中
にゅういんちゅう

）           （→問
とい

２３へ）

１３．その他
た

（         ）          （→問
とい

２３へ）

（２）住
す

まい・暮
く

らしについて 

8

問
とい

２０ 問
とい

１９で「９．障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

」「１０．高齢者
こうれいしゃ

の保健
ほけ ん

・福祉
ふくし

施設
し せ つ

（介護
かい ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

等
など

）」「１１．精神科
せいしんか

病 院
びょういん

（入 院 中
にゅういんちゅう

）」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    今
いま

生活
せいかつ

されている施設
しせ つ

・病院
びょういん

で、継続
けいぞく

して何年間
なんねんかん

生活
せいかつ

していますか。（１つだけ

選択
せんたく

） 

１．１年
ねん

未
み

満
まん

             ２．１年
ねん

以
い

上
じょう

３年
ねん

未
み

満
まん

３．３年
ねん

以
い

上
じょう

５年
ねん

未
み

満
まん

         ４．５年
ねん

以
い

上
じょう

１０年
ねん

未
み

満
まん

５．１０年
ねん

以
い

上
じょう

２０年
ねん

未
み

満
まん

       ６．２０年
ねん

以
い

上
じょう

３０年
ねん

未
み

満
まん

７．３０年
ねん

以
い

上
じょう

問
とい

２１ 問
とい

１９で「９．障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

」「１０．高齢者
こうれいしゃ

の保健
ほけ ん

・福祉
ふくし

施設
し せ つ

（介護
かい ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せつ

等
など

）」「１１．精神科
せいしんか

病院
びょういん

（入 院 中
にゅういんちゅう

）」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    将 来
しょうらい

どのような生活
せいかつ

をしたいですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．一人
ひとり

で暮
く

らしたい          

２．家族
かぞく

と暮
く

らしたい 

３．グループホームで暮
く

らしたい 

４．今
いま

生活
せいかつ

している施設
しせ つ

・病院
びょういん

で暮
く

らしたい 

５．今
いま

とは別
べつ

の施設
しせつ

・病院
びょういん

で暮
く

らしたい 

６．その他
た

（                        ） 

問
とい

２２ 問
とい

１９で「９．障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

」「１０．高齢者
こうれいしゃ

の保健
ほけ ん

・福祉
ふくし

施設
し せ つ

（介護
かい ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せつ

等
など

）」「１１．精神科
せいしんか

病院
びょういん

（入 院 中
にゅういんちゅう

）」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    施設
し せつ

・病院
びょういん

を出
で

て地
ち

域
いき

で暮
く

らすとした場合
ばあ い

、どのようなことが問
もん

題
だい

となりますか。

また、その問
もん

題
だい

を解決
かいけつ

するために、県
けん

の施策
せさ く

として希望
きぼ う

することはありますか。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 
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9

問
とい

２３ あなたは、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を、いつもどこからお知
し

りになりますか。（い

くつでも選択
せんたく

） 

１． 市
し

町
ちょう

村
そん

役
やく

場
ば

に問
と

い合
あ

わせる 

２． 県
けん

の窓口
まどぐち

（保健所
ほけんじょ

、福祉
ふく し

相談
そうだん

センターなど）に問
と

い合
あ

わせる 

３． 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

に問
と

い合
あ

わせる 

４． 市町村
しちょうそん

の広報誌
こうほうし

を見
み

る 

５． 県
けん

の発行
はっこう

する「福祉
ふく し

ガイドブック」などの冊子
さっ し

やパンフレットを見
み

る 

６． 広報
こうほう

あいちを見
み

る 

７． 市町村
しちょうそん

のホームページを見
み

る 

８． 県
けん

のホームページを見
み

る 

９． ホームヘルパーやボランティアなど介助
かいじょ

を頼
たの

んでいる人
ひと

や障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

に 

聞
き

いてみる 

１０．主治医
し ゅ じ い

や医療
いりょう

機関
き か ん

の職員
しょくいん

に聞
き

いてみる 

１１．利用
りよ う

している施設
しせ つ

の職員
しょくいん

に聞
き

いてみる 

１２．家族
かぞ く

や友人
ゆうじん

に聞
き

いてみる 

１３．その他
た

（               ） 

１４．聞
き

いたことがない 

１５．わからない 

問
とい

２４ あなたは現在
げんざい

、障害者
しょうがいしゃ

支援
し えん

施設
し せ つ

への入所
にゅうしょ

も含
ふく

め障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障害児
しょうがいじ

を

対象
たいしょう

としたサービスを利用
りよ う

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．利用
りよ う

している       （→問
とい

２５へ）

２．利用
りよ う

していない      （→問
とい

２９へ）

３．利用
りよ う

していないが、介護
かい ご

保険
ほけん

制度
せいど

などの他
ほか

の制度
せいど

で福祉
ふく し

サービスを利用
りよ う

している 

（→問
とい

３１へ）

問
とい

２５ 問
とい

２４で「１．利用
りよ う

している」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。 

    サービスを利用
りよ う

する時
とき

、サービス利用
りよ う

計画
けいかく

（ケアプラン）は、どなたが作成
さくせい

しま

したか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．利用者
りようしゃ

本人
ほんにん

（ご自
じ

身
しん

）または、その家族
かぞ く

  ２．相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

３．その他
た

（         ）      ４．作成
さくせい

しなかった 

５．わからない 

（３）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
りよ う

状 況
じょうきょう

について 

10

問
とい

２６ 問
とい

２４で「１．利用
りよう

している」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    どのようなサービスを利用
りよ う

していますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

選択肢
せんたくし

 説明
せつめい

１．居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ） 

ホームヘルパーが自宅
じた く

等
など

に訪
ほう

問
もん

し、食事
しょくじ

・風呂
ふ ろ

・トイレな

どの身体
しんたい

介護
かい ご

、調理
ちょうり

・掃除
そうじ

・洗濯
せんたく

などの家事
か じ

援助
えんじょ

、通院
つういん

介助
かいじょ

をするサービスです。 

２．重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

重度
じゅうど

の肢体
した い

不自由者
ふじ ゆ うし ゃ

で常
つね

に介
かい

護
ご

を必要
ひつよう

とする方
かた

に対
たい

し、

ホームヘルパーが自宅
じた く

等
など

に訪
ほう

問
もん

し、食事
しょくじ

・風呂
ふ ろ

・トイレな

どの身体
しんたい

介護
かい ご

、調理
ちょうり

・掃除
そうじ

・洗濯
せんたく

などの家事
か じ

援助
えんじょ

、外出
がいしゅつ

時
じ

における移動中
いどうちゅう

の介護
かい ご

を総合的
そうごうてき

に行
おこな

うサービスです。 

３．同行
どうこう

援護
え ん ご

 視覚
し か く

障害
しょうがい

により行動
こうどう

に著しい
いちじるしい

困難
こんなん

を有
ゆう

する方
かた

が外出
がいしゅつ

する

ときに同行
どうこう

し、移動
いど う

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や援護
えん ご

などを行
おこな

うサービスです。 

４．行動
こうどう

援護
え ん ご

 知的
ち て き

障 害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

により、行
こう

動
どう

上
じょう

著
いちじる

しい困
こん

難
なん

があ

る障害
しょうがい

者
しゃ

（児
じ

）に対
たい

し、外出
がいしゅつ

時
じ

において付添
つきそい

だけではな

く、移動中
いどうちゅう

の介護
かい ご

や移動中
いどうちゅう

に危険
きけ ん

がないように支援
しえ ん

を 行
おこな

う

サービスです。） 

５．重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

常時
じょうじ

介護
か いご

を必要
ひつよう

として、意思
い し

疎通
そつ う

を図
はか

ることに 著
いちじる

しい

支障
ししょう

がある方
かた

のうち、手足
てあ し

の麻痺
ま ひ

及
およ

び寝
ね

たきりの状態
じょうたい

にあ

る方
かた

、並
なら

びに知的
ちて き

障 害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

により行動上
こうどうじょう

著
いちじる

し

い困難
こんなん

を有
ゆう

する方
かた

に、居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、

行動
こうどう

援護
え ん ご

、生活
せいかつ

介護
か い ご

、短期
たん き

入所
にゅうしょ

、自立
じり つ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
い こう

支援
し え ん

、

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえ ん

、自立
じり つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

及
およ

び共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

を包括的
ほうかつてき

に提供
ていきょう

するサービスです。 

６．短期
たん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

自宅
じた く

で介護
かいご

を必要
ひつよう

とする方
かた

が、病気
びょうき

の場合
ばあ い

などに、短
みじか

い期
き

間
かん

、施設
しせ つ

に入所
にゅうしょ

し、風呂
ふ ろ

・トイレ・食事
しょくじ

などの介護
かいご

を受
う

け

るサービスです。 

７．療養
りょうよう

介護
か い ご

 医療
いりょう

と常時
じょうじ

の介護
かい ご

を必要
ひつよう

とする方
かた

が、医療
いりょう

機関
き か ん

において、

機能
きの う

訓練
くんれん

・療 養 上
りょうようじょう

の管理
かん り

、介護
かい ご

を受けるサービスです。 

８．生活
せいかつ

介護
か い ご

 いつでも介護
かい ご

を必要
ひつよう

とする方
かた

が、昼間
ひる ま

に、風呂
ふ ろ

・トイレ
と い れ

・食事
しょくじ

などの介護
かい ご

を受ける
う け る

とともに、自分
じぶ ん

の趣味
しゅ み

を生かした
い か し た

活動
かつどう

やものづくりの活動
かつどう

ができる機会
きか い

の提供
ていきょう

を受
う

けるサービ

スです。 

９ ． 施設
しせ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

（障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

） 

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している方
かた

が、夜
よる

の間
あいだ

や休日
きゅうじつ

に、風呂
ふ ろ

・トイ

レ・食事
しょくじ

などの介護
かい ご

を受
う

けるサービスです。 
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選択肢
せんたくし

 説明
せつめい

１０．自立
じり つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 障害
しょうがい

のある方
かた

のうち、自宅
じた く

において単身
たんしん

で生活
せいかつ

する方
かた

に対
たい

し、定期的
ていきてき

な巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

や、随時
ずい じ

通報
つうほう

を受
う

けて、訪問
ほうもん

、相談
そうだん

対応
たいおう

等
とう

を行
おこな

うサービスです。 

１１．グループホーム 

（ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業所
じぎょうしょ

） 

障害
しょうがい

者
しゃ

が、地域
ちい き

の中
なか

で家族
かぞ く

以外
い がい

の人
ひと

と、夜
よる

の間
あいだ

や休日
きゅうじつ

、

一緒
いっしょ

に暮
く

らす場
ば

所
しょ

で、職員
しょくいん

に相談
そうだん

したり、普段
ふだん

の暮
く

らしの

手
て

伝
つだ

いを受
う

けることができるサービスです。 

１２．自立
じり つ

訓練
くんれん

（機能
きの う

訓練
くんれん

） 

身体
しんたい

障 害
しょうがい

のある方
かた

が、体
からだ

の能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために、決
き

め

られた期
き

間
かん

、必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を受
う

けるサービスです。 

１３．自立
じり つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）  

知的
ち て き

障 害
しょうがい

のある方
かた

や精神
せいしん

障害
しょうがい

のある方
かた

が、決
き

められた期
き

間
かん

、生活
せいかつ

能 力
のうりょく

を上
あ

げることができるように必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を受
う

けるサービスです。 

１４．就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 一般
いっぱん

の会社
かいしゃ

で 働
はたら

くことが難
むずか

しい方
かた

が、「就 職
しゅうしょく

して働
はたら

く

こと」を目
め

指
ざ

して、必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を受
う

けるサービスです。 

１５．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
がた

） 

一般
いっぱん

の会社
かいしゃ

で働く
はたらく

ことが 難
むずか

しい方
かた

が、雇用
こよ う

契約
けいやく

に基
もと

づく

働
はたら

く場
ば

の提供
ていきょう

を受
う

けるとともに、「就
しゅう

職
しょく

して働
はたら

くこと」

に必
ひつ

要
よう

な訓
くん

練
れん

を受
う

けるサービスです。 

１６．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ｂ型
がた

） 

一般
いっぱん

の会社
かいしゃ

で働く
はたらく

ことが難
むずか

しい方
かた

が、働
はたら

く場
ば

の提供
ていきょう

を受
う

けるとともに、「就
しゅう

職
しょく

して働
はたら

くこと」に必
ひつ

要
よう

な訓
くん

練
れん

を受
う

け

るサービスです。 

１７．就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し えん

 生活
せいかつ

介護
か い ご

、自立
じり つ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

又
また

は就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

を

利用
りよ う

して、通常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

に新
あら

たに雇用
こよ う

された障害
しょうがい

のある

方
かた

の就労
しゅうろう

の継続
けいぞく

を行う
おこなう

サービスです。 

１８．児童
じど う

発達
はったつ

支援
し え ん

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

障害
しょうがい

児
じ

が、普段
ふだ ん

の生活
せいかつ

がしやすくなるように、食事
しょくじ

・トイ

レに行
い

くなどの身
み

の回
まわ

りの動作
どう さ

の指導
しど う

を受
う

けたり、友
とも

達
だち

な

どと一緒
いっしょ

に活動
かつどう

したり、暮
く

らしたりができるように練習
れんしゅう

す

ることができるサービスです。 

１９．その他
た

問
とい

２７ 問
とい

２４で「１．利用
りよ う

している」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    その利用
りよ う

しているサービスに満足
まんぞく

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．満足
まんぞく

している           ２．どちらかといえば満足
まんぞく

している 

 ３．どちらかといえば不満
ふま ん

である    ４．不満
ふま ん

である 

12

問
とい

２８ 問
とい

２７で「３．どちらかといえば不満
ふまん

である」「４．不満
ふま ん

である」を選択
せんたく

した方
かた

に

お聞
き

きします。

    その理由
りゆ う

は何
なん

ですか。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

問
とい

２９ 問
とい

２４で「２．利用
りよう

していない」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    サービスを利用
りよ う

していない理由
りゆ う

は何
なん

ですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．制度
せいど

を知
し

らなかったから           （→問
とい

３１へ）

 ２．利用
りよう

を希望
きぼ う

したが、利用
りよ う

できなかったから   （→問
とい

３０へ）

 ３．利用
りよう

する必要
ひつよう

がないから           （→問
とい

３１へ）

 ４．その他
た

（            ）     （→問
とい

３１へ）

問
とい

３０ 問
とい

２９で「２．利用
りよ う

を希望
きぼ う

したが、利用
りよ う

できなかったから」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

き

します。

    その理由
りゆ う

は何
なん

ですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．市町村
しちょうそん

役場
やく ば

での利
り

用
よう

手
て

続
つづ

きが難
むずか

しかったから 

 ２．障害
しょうがい

支援
し えん

区分
くぶ ん

の認定
にんてい

の結果
けっ か

、利用
りよ う

対 象
たいしょう

でなかったから 

 ３．住
す

んでいる近
ちか

くに使
つか

いたいサービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

がなかったから 

 ４．サービス事業所
じぎょうしょ

をさがすことができなかったから 

 ５．サービス事業所
じぎょうしょ

との契
けい

約
やく

手
て

続
つづ

きが難
むずか

しかったから 

 ６．サービス事業所
じぎょうしょ

に利用
りよう

を断
ことわ

られたから 

 ７．利用料
りようりょう

の負担
ふた ん

が大
おお

きいから 

 ８．その他
た

（              ） 

問
とい

３１ あなたは今後
こん ご

（おおむね３年
ねん

以
い

内
ない

に）、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスを利用
りよう

しますか。 

（１つだけ選択
せんたく

） 

１．利用
りよ う

すると思う                     （→問
とい

３２へ）

２．利用
りよ う

しないと思
おも

う                    （→問
とい

３３へ）

３．介護
かい ご

保険
ほ け ん

制度
せ いど

などの他
ほか

の制度
せいど

で福祉
ふく し

サービスを利用
りよ う

すると思
おも

う（→問
とい

３３へ）

４．わからない                       （→問
とい

３３へ）
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問
とい

３２ 問
とい

３１で「１．利用
りよ う

すると思
おも

う」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    どのようなサービスを利用
りよう

すると思
おも

いますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．居宅
きょたく

介護
かい ご

（ホームヘルプ）      ２．重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

３．同行
どうこう

援護
えん ご

              ４．行動
こうどう

援護
え ん ご

５．重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

        ６．短期
たん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

７．療養
りょうよう

介護
か い ご

              ８．生活
せいかつ

介護
か い ご

９．施設
しせ つ

入 所
にゅうしょ

支援
し え ん

（障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し えん

施設
し せ つ

）  １０．自立
じり つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

１１．グループホーム          １２．自立
じり つ

訓練
くんれん

（機能
きの う

訓練
くんれん

） 

１３．自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）       １４．就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し えん

１５．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し えん

（Ａ型
がた

）       １６．就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し えん

（Ｂ型） 

１７．就労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

１８．児童
じどう

発達
はったつ

支援
し え ん

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス  

１９．その他
た

（                    ）

問
とい

３３ その他
ほか

の福祉
ふく し

サービスについてお聞
き

きします。今後
こん ご

（おおむね３年
ねん

以内
いな い

に）、あな

たが利用
りよ う

したい福祉
ふく し

サービスは何
なん

ですか。下記
か き

からお選
えら

びください。（いくつでも

選択
せんたく

） 

選択肢
せんたくし

 説明
せつめい

１．相談
そうだん

支援
し えん

事業
じぎょう

 さまざまな相談
そうだん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や助言
じょげん

を行
おこな

う

サービスです。また、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する虐
ぎゃく

待
たい

の防止
ぼう し

や

早期
そう き

発見
はっけん

のための関係
かんけい

機関
き かん

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

、権利
けんり

擁護
よ う ご

のため

の必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を 行
おこな

います。 

２．意思
い し

疎通
そつう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 聴覚
ちょうかく

、言語
げん ご

機能
きの う

、音声
おんせい

機能
き の う

、視
し

覚
かく

その他
た

の障害
しょうがい

のため、意思
い し

の伝達
でんたつ

に支援
しえ ん

が必要
ひつよう

な人
ひと

に対
たい

して、手話
しゅ わ

通訳
つうやく

や要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

を派遣
はけ ん

するなどのサービスです。 

３．日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よう ぐ

給付
きゅうふ

等
とう

事業
じぎょう

重度
じゅうど

の障害
しょうがい

のある人
ひと

に、補
ほ

装具
そう ぐ

以外
い が い

の機器
き き

で、自立
じりつ

した

日常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
しえん

する用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

やレンタルを行
おこな

うサービ

スです。 

４．移動
いど う

支援
し えん

事業
じぎょう

 社会
しゃかい

生活上
せいかつじょう

必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な外
がい

出
しゅつ

及
およ

び余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

等
など

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

のための外出
がいしゅつ

の際
さい

の移
い

動
どう

を支援
しえん

するサービスです。 

５．地域
ちい き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター機能
きのう

強化
きょうか

事業
じぎょう

創作的
そうさくてき

な活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

促進
そくしん

など、さまざ

まな活動
かつどう

を支援
しえ ん

する場
ば

としての地域
ちい き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターの

機能
きの う

を強化
きょうか

して、地域
ちい き

生活
せいかつ

を支援
しえ ん

するサービスです。 

６．成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 １４ページ 問
とい

３１＊ を参照
さんしょう

７．その他
た

８．特
とく

にない  

14

問
とい

３４ あなたは、困
こま

ったことがあったとき、どなたに相談
そうだん

しましたか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．親
おや

                  ２．親
おや

以外
いが い

３．同居
どうきょ

以外
い が い

の家族
かぞ く

や親族
しんぞく

         ４．近所
きんじょ

の人
ひと

５．学校
がっこう

の先生
せんせい

              ６．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

７．友人
ゆうじん

や知人
ちじん

              ８．市町村
しちょうそん

役場
やく ば

の職員
しょくいん

９．サービス事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

         １０．相談
そうだん

支援
しえ ん

事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

１１．県
けん

福祉
ふく し

相談
そうだん

センターの職員
しょくいん

      １２．保健所
ほけんじょ

の職員
しょくいん

１３．障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

の人
ひと

１４．身体
しんたい

障 害
しょうがい

者
しゃ

相談員
そうだんいん

・知的
ちて き

障害
しょうがい

者
しゃ

相談員
そうだんいん

１５．発達
はったつ

障 害
しょうがい

者
しゃ

支援
し えん

センターの職員
しょくいん

   １６．ハローワークの職員
しょくいん

１７．障
しょう

害
がい

者
しゃ

１１０番
ばん

           １８．いのちの電話
でん わ

１９．医療
いりょう

ソーシャルワーカー（ＭＳＷ）  ２０．その他
た

（        ） 

問
とい

３５ あなたは、困
こま

ったことがあったとき、どのような方法
ほうほう

で相談
そうだん

しましたか。 

（いくつでも選択
せんたく

） 

１．直
ちょく

接
せつ

会
あ

って       ２．電話
でんわ

３．手紙
てが み

           ４．ファックス 

５．電子
でん し

メール        ６．ＳＮＳ  ７．その他
た

（    ） 

問
とい

３６ あなたは、相談先
そうだんさき

（市町村
しちょうそん

役場
や く ば

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

など）に対
たい

して、こうしてほし

いという要望
ようぼう

はありますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．親身
しん み

になって聴
き

いてほしい     ２．アドバイスをしてほしい 

３．適切
てきせつ

な機関
きかん

を紹介
しょうかい

してほしい   ４．プライバシーを確保
かく ほ

してほしい 

５．事実
じじ つ

を調査
ちょうさ

してほしい       ６．その他
た

（                 ） 

問
とい

３７ あなたは、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

を知
し

っていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．知
し

っている           ２．知
し

らない 

＊成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

：認知症
にんちしょう

、知的
ちて き

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

のある方
かた

などで、判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方々
かたがた

を、財産
ざいさん

管理
か ん り

や介護
かい ご

サービス・施設
しせ つ

入 所
にゅうしょ

契約
けいやく

などの法律
ほうりつ

行為
こ う い

において、家庭
かて い

裁判所
さいばんしょ

で決
き

められた後
こう

見
けん

人
にん

等
など

が保護
ほ ご

・援助
えんじょ

する制度
せい ど

。 

          後見人
こうけんにん

等
など

は、障害
しょうがい

者
しゃ

本人
ほんにん

や親族
しんぞく

等
など

の申立
もうした

てによって家庭
かて い

裁判所
さいばんしょ

が選
えら

ぶ（法定
ほうてい

後見
こうけん

制度
せ い ど

）。今後
こん ご

自分
じ ぶん

の判断
はんだん

能 力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

になった場合
ばあ い

に備
そな

えて、任意
にん い

後見人
こうけんじん

として頼
たの

みたい方
かた

との間
あいだ

で契約
けいやく

を結
むす

ぶ制
せい

度
ど

もある

（任意
にん い

後見
こうけん

制度
せ い ど

）。 

（４）生活
せいかつ

支援
し え ん

について 
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問
とい

３８ あなたは、現在
げんざい

、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

を利用
りよ う

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．利用
りよ う

している          ２．利用
りよ う

していない 

問
とい

３９ あなたは、今後
こん ご

、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

を利用
りよ う

したいと思
おも

いますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．利用
りよ う

したい 

 ２．利用
りよ う

したいが、制度
せい ど

がよくわからないので、利用
りよ う

しない 

 ３．利用
りよ う

しない（又
また

は利用
りよ う

する必要
ひつよう

がない） 

４．わからない

問
とい

４０ あなたは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．利用
りよ う

している          ２．利用
りよ う

していない 

＊日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

：判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でない方
かた

に対
たい

し、福祉
ふく し

サービスの利用
りよう

援助
えんじょ

や、それに伴
ともな

う日
にち

常
じょう

的
てき

金
きん

銭
せん

管
かん

理
り

を社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ かい

が 行
おこな

うことにより、自立
じり つ

した地域
ちい き

生活
せいかつ

が送
おく

れるよう

支援
しえ ん

する事業
じぎょう

。サービスを受
う

ける場
ば

合
あい

には、利用料
りようりょう

が

必要
ひつよう

。 

問
とい

４１ あなたは、現在
げんざい

、学校
がっこう

等
など

に通学
つうがく

していますか。また、通学
つうがく

している学校
がっこう

は次
つぎ

のう

ちどれですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．幼稚園
ようちえん

・保育
ほい く

園
えん

        （→問
とい

４３へ）

２．小学校
しょうがっこう

                 （→問
とい

４２へ）

３．中学校
ちゅうがっこう

            （→問
とい

４２へ）

４．高等
こうとう

学校
がっこう

           （→問
とい

４３へ）

５．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（盲
もう

）       （→問
とい

４３へ） 

６．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（聾
ろう

）      （→問
とい

４３へ）

７．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（知的
ちて き

障害
しょうがい

）   （→問
とい

４３へ） 

８．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（肢体
した い

不自由
ふ じ ゆ う

）  （→問
とい

４３へ）

９．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（ 病 弱
びょうじゃく

）    （→問
とい

４３へ） 

１０．専門
せんもん

学校
がっこう

          （→問
とい

４３へ）    

１１．大学
だいがく

            （→問
とい

４３へ） 

１２．その他
た

各種
かくしゅ

学校
がっこう

       （→問
とい

４３へ）

１３．学校
がっこう

等
など

に通学
つうがく

していない   （→問
とい

４６へ）

（５）教育
きょういく

・育成
いくせい

について 

16

問
とい

４２ 問
とい

４１で「２．小学校
しょうがっこう

」「３．中学校
ちゅうがっこう

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    あなたは、どのような「学
まな

びの場
ば

」で学習
がくしゅう

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

          ２．通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

と通級
つうきゅう

による指導
しど う

 ３．特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

問
とい

４３ 学校
がっこう

等
など

に通学
つうがく

している方
かた

にお聞
き

きします。

あなたは、放課後
ほ う か ご

や夏休み
なつやすみ

等
など

において、日中
にっちゅう

はどのように過
す

ごしていますか。 

（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．主
おも

に一人
ひと り

で家
いえ

にいる         ２．主
おも

に家族
かぞ く

と家
いえ

にいる 

 ３．放課後
ほ う か ご

児童
じど う

クラブ（学童
がくどう

保育
ほ い く

）    ４．福祉
ふく し

サービスを利用
りよ う

 ５．児童
じどう

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

にいる         ６．その他
た

（         ） 

問
とい

４４ 

学校
がっこう

等
など

に通学
つうがく

している方
かた

にお聞
き

きします。

あなたは、通学
つうがく

している学校
がっこう

に対
たい

し、ニーズに応
おう

じた教
きょう

育
いく

や障害
しょうがい

に応じた配慮
はいりょ

な

どの点
てん

で満足
まんぞく

していますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．満足
まんぞく

している          （→問
とい

４６へ）

２．どちらかといえば満足
まんぞく

している  （→問
とい

４６へ）

３．どちらかといえば不満
ふま ん

である   （→問
とい

４６へ） 

４．不満
ふま ん

である            （→問
とい

４５へ）

問
とい

４５ 問
とい

４４で「３．どちらかといえば不満
ふまん

である」「４．不満
ふま ん

である」を選択
せんたく

された方
かた

にお聞
き

きします。 

    学校
がっこう

に対
たい

し、してほしい要望
ようぼう

を具体的
ぐたいてき

に教
おし

えてください。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

問
とい

４６ 病院
びょういん

や入所型
にゅうしょがた

の保健
ほけ ん

・福祉
ふくし

施設
し せ つ

ではなく、ご自
じ

宅
たく

でお暮
くら

しの方
かた

にお聞
き

きします。

    あなたは、ご自
じ

宅
たく

で、医療的
いりょうてき

ケアをおこなっていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．おこなっている    （→問
とい

４７へ）

２．おこなっていない   （→問
とい

４９へ）

（６）医療
いりょう

について 
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17

問
とい

４７ 問
とい

４６で「１．おこなっている」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。 

    どのようなケアをおこなっていますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．痰
たん

の吸引
きゅういん

                  （→問
とい

４９へ）

２．酸素
さん そ

吸 入
きゅうにゅう

                  （→問
とい

４９へ）

３．気管
きか ん

切開
せっかい

の手
て

当
あ

て（カニューレ交換
こうかん

・消毒
しょうどく

等
など

） （→問
とい

４９へ） 

４．人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

管理
か んり

                            （→問
とい

４９へ）

５．導
どう

尿
にょう

                    （→問
とい

４９へ）

６．床
とこ

ずれ（褥
じょく

瘡
そう

）の手当
てあ て

            （→問
とい

４９へ）

７．摘便
てきべん

、浣腸
かんちょう

、洗
せん

腸
ちょう

などの排便
はいべん

管理
かん り

       （→問
とい

４９へ）

８．てんかん発作
ほっ さ

時
じ

の処置
しょ ち

（座薬
ざや く

の投与
とう よ

）      （→問
とい

４９へ）

９．定期的
ていきてき

な薬
くすり

の服用
ふくよう

               （→問
とい

４９へ）

１０．経管
けいかん

栄養
えいよう

                  （→問
とい

４８へ）

１１．定期的
ていきてき

な体位
たいい

変換
へんかん

              （→問
とい

４９へ）

１２．その他
た

（        ）         （→問
とい

４９へ）

問
とい

４８ 問
とい

４７で「１０．経管
けいかん

栄養
えいよう

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    その方法
ほうほう

は、次
つぎ

のうちどれですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．鼻
はな

から              ２．胃
い

ろう 

 ３．腸
ちょう

ろう              ４．その他
た

（           ）

問
とい

４９ あなたは、主
おも

な障害
しょうがい

の主治医
し ゅ じ い

（医療
いりょう

機関
き か ん

）に定期的
ていきてき

に通院
つういん

していますか。（１つ

だけ選択
せんたく

） 

１．１週
しゅう

間
かん

に２回
かい

以
い

上
じょう

        ２．１週
しゅう

間
かん

に１回
かい

３．２週
しゅう

間
かん

に１回
かい

           ４．１か月
げつ

に１回
かい

５．２～３か月
げつ

に１回         ６．１年
ねん

に１～２回
かい

７．受診
じゅしん

していない  

問
とい

５０ あなたは、住
す

まいの近
ちか

くに、日常的
にちじょうてき

なかかりつけ医療
いりょう

機関
き かん

はありますか。（１つ

だけ選択
せんたく

） 

 １．ある               ２．ない 

18

問
とい

５１ 問
とい

５０で「２．ない」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    その理由
りゆ う

は、何
なん

ですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．近
ちか

くに開業医
かいぎょうい

がいないから     ２．必要性
ひつようせい

を感
かん

じないから 

 ３．面倒
めんどう

だから             ４．その他
た

（           ） 

問
とい

５２ あなたは、定期的
ていきてき

に健康
けんこう

診断
しんだん

や歯科
し か

健
けん

診
しん

を受
う

けていますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．基本
きほ ん

健
けん

診
しん

を受
う

けている       ２．がん健
けん

診
しん

を受
う

けている 

 ３．歯科
し か

健
けん

診
しん

を受
う

けている       ４．いずれも受
う

けていない 

問
とい

５３ あなたは、生活
せいかつ

していく上
うえ

で必要
ひつよう

な情報
じょうほう

をどのように入手
にゅうしゅ

していますか。 

（いくつでも選択
せんたく

） 

１．新聞
しんぶん

               ２．テレビ（字幕
じま く

・文字
も じ

多重
たじゅう

放送
ほうそう

）

３．ラジオ              ４．雑誌
ざっし

、書籍
しょせき

５．市町村
しちょうそん

広報
こうほう

            ６．市町村
しちょうそん

の発行
はっこう

するチラシ等
など

の啓発物
けいはつぶつ

７．ホームページ（インターネット）  ８．市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

に尋
たず

ねる 

９．ホームヘルパー・施設
しせ つ

職員
しょくいん

から   １０．親族
しんぞく

・友人
ゆうじん

から 

１１．点字
てん じ

の広報物
こうほうぶつ

           １２．音
おん

声
せい

コード付
つ

き広
こう

報
ほう

物
ぶつ

１３．カセットテープ又
また

はデイジー規格
きか く

による音声
おんせい

広報物
こうほうぶつ

１４．障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

から         １５．ＳＮＳ 

１６．その他
た

（    ） 

問
とい

５４ 問
とい

６で「１．視覚
しか く

障 害
しょうがい

」「２．聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きし

ます。 

あなたが利用
りよ う

している情報
じょうほう

やコミュニケーションの支援
しえ ん

策
さく

はどれですか。 

（いくつでも選択
せんたく

） 

１．点字
てん じ

広報
こうほう

や声
こえ

の広報
こうほう

２．盲
もう

ろう者
しゃ

通訳
つうやく

介助員
かいじょいん

・ガイドヘルパーの派遣
はけ ん

３．テレビ（文字
も じ

多重
たじゅう

放送
ほうそう

）の手話
しゅ わ

通訳
つうやく

 ４．字幕
じまく

放送
ほうそう

５．手話
しゅ わ

通
つう

訳者
やくしゃ

の派遣
はけ ん

         ６．要約
ようやく

筆記
ひ っ き

者
しゃ

の派遣
はけ ん

７．その他
た

（       ） 

８．いずれも利用
りよう

していない（必要
ひつよう

がない） 

（７）情報
じょうほう

・コミュニケーションについて 
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問
とい

５５ あなたは、情報
じょうほう

のバリアフリー化
か

に関
かん

してどのような施策
しさ く

を望
のぞ

みますか。    

（いくつでも選択
せんたく

） 

１．啓発物
けいはつぶつ

の音
おん

声
せい

コード化
か

の推進
すいしん

     ２．音声
おんせい

による広報
こうほう

の充実
じゅうじつ

３．点字
てんじ

による情報
じょうほう

の充実
じゅうじつ

       ４．手話
しゅ わ

通訳
つうやく

の充実
じゅうじつ

５．ＩＴバリアフリー環境
かんきょう

（スマホアプリなど）の充実
じゅうじつ

６．字幕
じまく

放送
ほうそう

の充実
じゅうじつ

７．解説
かいせつ

放送
ほうそう

の充実
じゅうじつ

           ８．手話
しゅ わ

放送
ほうそう

の充実
じゅうじつ

９．電光
でんこう

掲示
け い じ

による文字
も じ

情報
じょうほう

の充実
じゅうじつ

１０．その他
た

（       ） 

１１．（必要性
ひつようせい

が小
ちい

さいため）特
とく

にない   １２．わからない 

問
とい

５６ 問
とい

６で「１．視覚
しか く

障害
しょうがい

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    あなたは、どのような媒体
ばいたい

での情報
じょうほう

提 供
ていきょう

を希望
きぼう

しますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．録音物
ろくおんぶつ

（カセットテープ）     ２．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー規格
きか く

ＣＤ） 

３．点字版
てんじばん

              ４．音声
おんせい

（ＳＰ）コード添付
てん ぷ

印刷物
いんさつぶつ

５．テキストデータ（パソコンで利用
りよ う

） ６．その他
た

（        ） 

問
とい

５７ 問
とい

６で「２．聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き のう

障 害
しょうがい

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。 

    あなたのコミュニケーション手段
しゅだん

を教
おし

えてください。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．筆談
ひつだん

（要約
ようやく

筆記
ひ っき

）         ２．手話
しゅ わ

（手話
しゅ わ

通訳
つうやく

） 

３．口話
こう わ

（読
どく

話
わ

）           ４．補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ない じ

５．その他
た

（         ） 

問
とい

５８ 問
とい

６で「１．視覚
しか く

障害
しょうがい

」「２．聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

」を選択
せんたく

した方
かた

のうち、盲
もう

ろ

う者
しゃ

の方
かた

にお聞
き

きします。

    あなたのコミュニケーション手段
しゅだん

・情報
じょうほう

の取得
しゅとく

方法
ほうほう

を教
おし

えてください。（いくつ

でも選択
せんたく

） 

１．筆談
ひつだん

（要約
ようやく

筆記
ひ っき

）         ２．触手話
しょくしゅわ

・手話
しゅ わ

（手話
しゅわ

通訳
つうやく

） 

３．指
ゆび

点字
てん じ

・掌書
てのひらが

き          ４．補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
ない じ

５．録音物
ろくおんぶつ

（カセットテープ）     ６．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー規格
きか く

ＣＤ） 

７．点字版
てんじばん

              ８．音声
おんせい

（ＳＰ）コード添付
てん ぷ

印刷物
いんさつぶつ

９．テキストデータ（パソコンで利用
りよ う

） １０．その他
た

（        ） 

問
とい

５９ コニュニケーション支
し

援
えん

に関
かん

して、県
けん

への要
よう

望
ぼう

があれば、ご自
じ

由
ゆう

にお書
か

きください。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆ う

記述
きじゅつ

） 

20

問
とい

６０ あなたは、街
まち

（駅
えき

・商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

など）のバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化
か

の現状
げんじょう

についてどう思
おも

いますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．十分
じゅうぶん

に進
すす

んだと思
おも

う         ２．かなり進
すす

んだと思
おも

う 

 ３．進
すす

んだが、さらにバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化
か

が必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う 

 ４．進
すす

んでいないと思う         ５．その他
た

（         ） 

問
とい

６１ あなたは、歩道
ほど う

などの歩行
ほこ う

空間
くうかん

のバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化
か

の現状
げんじょう

についてどう思
おも

いますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．十分
じゅうぶん

に進
すす

んだと思
おも

う         ２．かなり進
すす

んだと思
おも

う 

 ３．進
すす

んだが、さらにバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化
か

が必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う 

 ４．進
すす

んでいないと思う         ５．その他
た

（         ） 

問
とい

６２ あなたは、街
まち

のバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化
か

を進
すす

めるために、何
なに

か取
とり

組
く

みや活動
かつどう

をしていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．団体
だんたい

やＮＰＯ法人
ほうじん

の一員
いちいん

としても、個人
こじん

としても取
と

り組
く

んでいる 

 ２．団体
だんたい

やＮＰＯ法人
ほうじん

の一員
いちいん

として取
と

り組
く

んでいる 

 ３．グループ（任意
にんい

の集
あつ

まり）として取
と

り組
く

んでいる 

 ４．個人
こじん

で取
と

り組
く

んでいる 

 ５．取
と

り組
く

んでいない 

 ６．その他
た

（            ） 

問
とい

６３ あなたは、次
つぎ

のような収 入
しゅうにゅう

や手当
てあ て

等
など

がありますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．仕事
しご と

による収 入
しゅうにゅう

    （→問
とい

６７へ） 

２．不動産
ふどうさん

収 入
しゅうにゅう

      （→問
とい

６７へ）

３．年金
ねんきん

          （→問
とい

６４へ）

４．手当
てあ て

          （→問
とい

６６へ）

５．仕
し

送
おく

り         （→問
とい

６７へ）

６．生活
せいかつ

保護
ほ ご

        （→問
とい

６７へ）

７．その他
た

（     ）  （→問
とい

６７へ）

８．収 入
しゅうにゅう

なし       （→問
とい

７１へ）

（８）生活
せいかつ

環 境
かんきょう

について 

（９）収 入
しゅうにゅう

について 
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問
とい

６４ 問
とい

６３で「３．年金
ねんきん

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    年金
ねんきん

の種類
しゅるい

はどれですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．障害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

         ２．障害
しょうがい

厚生
こうせい

年金
ねんきん

３．国民
こくみん

年金
ねんきん

            ４．厚生
こうせい

年金
ねんきん

（共済
きょうさい

年金
ねんきん

） 

５．特別
とくべつ

障害
しょうがい

給付
きゅうふ

金
きん

        ６．その他
た

（         ） 

問
とい

６５ 問
とい

６３で「３．年金
ねんきん

」を選択
せんたく

されなかった方
かた

にお聞
き

きします。 

年金
ねんきん

を受
う

け取
と

れない理由
りゆ う

はどれですか（いくつでも選択
せんたく

） 

１．年齢
ねんれい

要件
ようけん

を満
み

たしていない      ２．障害
しょうがい

等級
とうきゅう

要件
ようけん

を満
み

たしていない 

３．年金
ねんきん

の支払
しは ら

いをしておらず受
う

け取
と

れない  ４．受
う

け取
と

り方
かた

が分
わ

からない 

５．その他
た

（         ） 

問
とい

６６ 問
とい

６３で「４．手当
てあ て

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    手当
て あ て

の種類
しゅるい

はどれですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．在宅
ざいたく

重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

手当
て あ て

       ２．特別
とくべつ

障害
しょうがい

者
しゃ

手当
て あて

３．障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふく し

手当
て あ て

         ４．経過的
けいかてき

福祉
ふく し

手当
て あて

５．特別
とくべつ

児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

（障害
しょうがい

児
じ

の監護者
かんごしゃ

又
また

は養育者
よういくしゃ

が手当
てあ て

を受給
じゅきゅう

） 

６．その他
た

（          ） 

問
とい

６７ あなたの年間
ねんかん

のすべての収 入
しゅうにゅう

（年金
ねんきん

、手当
てあ て

を含
ふく

む。税
ぜい

込
こ

み）はいくらですか。 

（１つだけ選択
せんたく

） 

１．４０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

            ２．４０万
まん

円
えん

～８０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

３．８０万
まん

円
えん

～１５０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

      ４．１５０万円
まんえん

～２００万円未満
みま ん

５．２００万円
まんえん

～３００万円
まんえん

未満
み ま ん

     ６．３００万円
まんえん

～４００万円
まんえん

未満
み ま ん

７．４００万
まん

円
えん

～５００万
まん

円
えん

未満
み ま ん

     ８．５００万
まん

円
えん

～６００万
まん

円
えん

未
み

満
まん

９．６００万
まん

円
えん

～１０００万
まん

円
えん

未満
み ま ん

    １０．１０００万円
まんえん

以上
いじょう

１１．わからない 

問
とい

６８ あなたは、家族
かぞ く

の生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

（ 最
もっと

も 収
しゅう

入
にゅう

の多
おお

い方
かた

）ですか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

である         （→問
とい

７１へ）

２．生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

ではない        （→問
とい

６９へ）
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問
とい

６９ 問
とい

６８で「２．生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

ではない」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    家族
か ぞく

の生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

の収 入
しゅうにゅう

の種類
しゅるい

は次
つぎ

のうちどれですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．仕事
しご と

による収 入
しゅうにゅう

          ２．不動産
ふどうさん

収 入
しゅうにゅう

３．年金
ねんきん

４．手当
てあ て

（特別
とくべつ

障害
しょうがい

者
しゃ

手当
て あ て

、在宅
ざいたく

重度
じゅうど

障 害
しょうがい

者
しゃ

手当
て あて

など） 

５．生活
せいかつ

保護
ほ ご

              ６．その他
た

（         ） 

問
とい

７０ 問
とい

６８で「２．生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

ではない」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    家族
か ぞく

の生計
せいけい

中心者
ちゅうしんしゃ

の年間
ねんかん

の 収 入
しゅうにゅう

（年
ねん

金
きん

、手
て

当
あて

を含
ふく

む。税
ぜい

込
こ

み）はいくらですか。

（１つだけ選択
せんたく

） 

１．８０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

           ２．８０万
まん

円
えん

～１５０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

３．１５０万
まん

円
えん

～２００万
まん

円
えん

未
み

満
まん

    ４．２００万円
まんえん

～３００万円未満
みま ん

５．３００万円
まんえん

～４００万円
まんえん

未満
み まん

    ６．４００万円
まんえん

～５００万円
まんえん

未満
みま ん

７．５００万
まん

円
えん

～６００万
まん

円
えん

未満
み まん

    ８．６００万
まん

円
えん

～１０００万
まん

円
えん

未
み

満
まん

９．１０００万円
まんえん

以上
いじょう

         １０．わからない 

問
とい

７１ あなたは、これまでに仕事
しご と

をしたことがありますか。（障害
しょうがい

等
とう

になる前
まえ

の仕事
しご と

を除
のぞ

きます。）（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．仕事
しごと

をしたことがある      ２．仕事
しご と

をしたことがない 

問
とい

７２ あなたは、現在
げんざい

、仕事
しご と

をしていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．仕事
しご と

をしている          （→問
とい

７３へ）

２．仕事
しご と

をしていない         （→問
とい

７７へ）

問
とい

７３ 問
とい

７２で「１．仕事
しごと

をしている」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    今
いま

の仕事
しご と

に就
つ

いて、どのくらい経
た

ちましたか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．１か月
げつ

未
み

満
まん

           ２．１か月
げつ

～３か月
げつ

未
み

満
まん

３．３か月
げつ

～６か月
げつ

未
み

満
まん

       ４．６か月
げつ

～１年
ねん

未
み

満
まん

５．１年
ねん

～３年
ねん

未
み

満
まん

         ６．３年
ねん

～５年
ねん

未
み

満
まん

７．５年
ねん

～１０年
ねん

未
み

満
まん

        ８．１０年
ねん

～２０年
ねん

未
み

満
まん

９．２０年
ねん

以
い

上
じょう

（１０）就労
しゅうろう

について 
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問
とい

７４ 問
とい

７２で「１．仕事
しご と

をしている」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    どのような仕事
しご と

をしていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．会社
かいしゃ

などに勤
つと

めている（正社員
せいしゃいん

） 

 ２．会社
かいしゃ

などに勤
つと

めている（パート、アルバイト、派遣
はけ ん

社員
しゃいん

） 

 ３．自営業
じえいぎょう

             ４．家
いえ

の仕事
しご と

（家業
かぎょう

）の手
て

伝
つだ

い 

 ５．家
いえ

で内職
ないしょく

 ６．福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

（就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

）で働
はたら

いている 

 ７．その他
た

（         ） 

問
とい

７５ 問
とい

７２で「１．仕事
しご と

をしている」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    その仕事
しご と

をどのようにして見
み

つけましたか。（いくつでも選択
せんたく

） 

 １．公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

（ハローワーク）の紹介
しょうかい

 ２．家族
かぞ く

、友人
ゆうじん

、知人
ちじ ん

の紹介
しょうかい

     ３．学校
がっこう

の紹介
しょうかい

 ４．福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

（就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

など）の紹介
しょうかい

 ５．就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

（障害
しょうがい

者
しゃ

職 業
しょくぎょう

センター、障害
しょうがい

者
しゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター、

職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

開発校
かいはつこう

）の紹介
しょうかい

 ６．病院
びょういん

の紹介
しょうかい

           ７．自分
じぶ ん

で探
さが

した 

 ８．その他
た

（     ） 

問
とい

７６ 問
とい

７２で「１．仕事
しご と

をしている」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    仕事
し ご と

の収 入
しゅうにゅう

は、平均
へいきん

すると１か月
げつ

当
あ

たり税金
ぜいきん

などを含
ふく

めていくらですか。（１つ

だけ選択
せんたく

） 

１．５千
せん

円
えん

未
み

満
まん

            ２．５千
せん

円
えん

～１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

３．１万
まん

円
えん

～３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

        ４．３万
まん

円
えん

～１０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

５．１０万
まん

円
えん

～２０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

      ６．２０万
まん

円
えん

以
い

上
じょう
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問
とい

７７ 今
いま

までに離職
りしょく

されたことがある方
かた

にお聞
き

きします。

離職
りしょく

された理由
りゆ う

は何
なん

ですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

 １．体力的
たいりょくてき

に続
つづ

かないため 

 ２．体調
たいちょう

に波
なみ

があり、いつも同
おな

じようには働
はたら

けないため 

 ３．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

から辞
や

めるように言
い

われたため（職場
しょくば

に理解
りか い

がないため） 

 ４．職場
しょくば

に迷惑
めいわく

をかけているような気
き

がするため（上司
じょうし

や同僚
どうりょう

は何
なに

も言
い

わないが） 

 ５．仕事
しごと

が分
わ

からない、うまくいかないため 

 ６．職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

と仲
なか

良
よ

くやれないため 

 ７．給 料
きゅうりょう

が低
ひく

いため 

８．キャリアアップのため

９．学校
がっこう

に行
い

くため

１０．その他
た

（        ） 

問
とい

７８ 会社
かいしゃ

などで働
はたら

く、又
また

は働
はたら

き続
つづ

けるためには、何
なに

が、どのような配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

 １．会社
かいしゃ

などで働
はたら

くための支援
しえ ん

（指導
しど う

や訓練
くんれん

など）を増
ふ

やすこと 

 ２．障害
しょうがい

のことを理解
りか い

する会社
かいしゃ

があること 

 ３．職場
しょくば

に障害
しょうがい

に応
おう

じた設
せつ

備
び

があること 

 ４．職場
しょくば

の人
ひと

たちが障害
しょうがい

のことを理解
りか い

すること 

 ５．職
しょく

場内
ば な い

で相談
そうだん

支援
し え ん

をする人
ひと

がいること 

 ６．通勤
つうきん

する方法
ほうほう

があること 

 ７．仕事
しごと

や職場
しょくば

に慣
な

れるまで、その人
ひと

の働
はたら

きやすい環境
かんきょう

に整備
せい び

して、会社
かいしゃ

とのや

りとりをしてくれる人
ひと

がいること 

 ８．就 職
しゅうしょく

した後
あと

も、困
こま

ったときは助
たす

けてもらえること 

 ９．職場
しょくば

以外
い が い

での、毎日
まいにち

の生活
せいかつ

で困
こま

ったときは助
たす

けてもらえること 

 １０．障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

について、積極的
せっきょくてき

に進
すす

める職
しょく

場
ば

や地域
ちい き

が増
ふ

えること 

 １１．通勤
つうきん

の手
て

助
だす

け（介助
かいじょ

等
など

）があること 

 １２．その他
た

（      ） 
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問
とい

７９ 文化
ぶん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

についてお聞
き

きします。 

あなたは、文化
ぶん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

として、どのようなことをおこなっていますか。（いくつ

でも選択
せんたく

） 

１．絵画
かい が

              ２．音楽
おんがく

３．演劇
えんげき

              ４．書道
しょどう

５．手芸
しゅげい

              ６．陶芸
とうげい

７．文芸
ぶんげい

              ８．その他
た

（         ） 

９．おこなっていない

問
とい

８０ 文化
ぶん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

を 行
おこな

っている方
かた

にお聞
き

きします。

    あなたは、どれくらいの頻度
ひん ど

で、文化
ぶん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

をおこなっていますか。（１つだ

け選択
せんたく

） 

１．１週
しゅう

間
かん

に２回
かい

以
い

上
じょう

       ２．１週
しゅう

間
かん

に１回
かい

３．２週
しゅう

間
かん

に１回
かい

          ４．１か月
げつ

に１回
かい

５．２～３か月
げつ

に１回
かい

問
とい

８１ あなたは、文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

として、作品展
さくひんてん

や発表会
はっぴょうかい

に出
で

たいと思
おも

いますか。（１つ

だけ選択
せんたく

） 

 １．出
で

たことがある 

 ２．出
で

たいと思
おも

うが、出
で

たことがない 

 ３．出
で

たいと思
おも

わないため、出
で

たことがない 

問
とい

８２ 運動
うんどう

・スポーツについてお聞
き

きします。  

あなたは、どのくらいの頻度
ひん ど

で、運動
うんどう

やスポーツをおこなっていますか。（１つだ

け選択
せんたく

） 

１．１週
しゅう

間
かん

に２回
かい

以
い

上
じょう

      ２．１週
しゅう

間
かん

に１回
かい

３．２週
しゅう

間
かん

に１回
かい

         ４．１か月
げつ

に１回
かい

 ５．２～３か月
げつ

に１回
かい

       ６．おこなっていない 

（１１）文化
ぶん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

・スポーツについて 

26

問
とい

８３ 問
とい

８２で「６．おこなっていない」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    運動
うんどう

やスポーツをおこなわない理由
りゆ う

は、次
つぎ

のうちどれですか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．仲間
なかま

（競技者
きょうぎしゃ

）が近
ちか

くにいない       ２．指導者
しどうしゃ

がいない 

３．運動
うんどう

・スポーツできる場
ば

が近
ちか

くにない    ４．興味
きょうみ

がない・したくない 

５．身体
しんたい

等
など

の理由
りゆ う

で 行
おこな

うことができない    ６．その他
た

（      ） 

問
とい

８４ 文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

や運動
うんどう

・スポーツをおこなう上
うえ

で、県
けん

や入所
にゅうしょ

している施設
しせ つ

等
など

に対
たい

し

て、要望
ようぼう

や課題
かだ い

があれば、お書
か

きください。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

問
とい

８５ あなたは、これまでに、障害
しょうがい

があるために差別
さべ つ

を受
う

けたり、嫌
いや

な思
おも

いをしたこと

はありますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．ある    （→問
とい

８６へ）    ２．ない    （→問
とい

８８へ）

問
とい

８６ 問
とい

８５で「１．ある」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    それは、次
つぎ

のうちどのような場所
ばし ょ

で感
かん

じましたか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．学校
がっこう

             ２．仕事場
し ご と ば

（施設
しせ つ

・事業所
じぎょうしょ

など）

３．仕事
しご と

をさがすとき       ４．外出先
がいしゅつさき

５．余暇
よ か

を楽
たの

しむとき       ６．バスや電車
でんしゃ

などの公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き かん

７．病院
びょういん

などの医療
いりょう

機関
きか ん

      ８．住
す

んでいる地域
ちい き

９．その他
た

（    ） 

問
とい

８７ 問
とい

８５で「１．ある」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    それは、どのようなことだったか、差
さし

支
つか

えなければ、お書
か

きください。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

（１２）障害
しょうがい

や障害
しょうがい

者
しゃ

への理解
り か い

と障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 
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問
とい

８８ あなたは、どのようなときに、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

を受
う

けたと感
かん

じますか。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆ う

記述
きじゅつ

） 

＊合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

と 考
かんが

えられる事
じ

例
れい

・段差
だん さ

がある場合
ばあ い

、 車
くるま

いす利用者
りようしゃ

に、携帯
けいたい

スロープを渡
わた

す。 

・目的
もくてき

の場所
ばし ょ

までの案内
あんない

の際
さい

に、障害
しょうがい

のある人
ひと

の歩行
ほこ う

速度
そ く ど

に合
あ

わせて歩
ある

く。 

・意思
い し

疎通
そつう

が不得意
ふ と く い

な障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

して、絵
え

カード等
など

を使
つか

って、分
わ

かりやすく

説明
せつめい

をする。 

・順番
じゅんばん

を待
ま

つことが苦手
にが て

な障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

して、周
まわ

りの人
ひと

の理解
りか い

を得
え

たうえで、

手
て

続
つづ

きの順
じゅん

番
ばん

を入
い

れ替
か

える。 

問
とい

８９ あなたは、障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べつ

解消法
かいしょうほう

）について、どの程度
てい ど

知
し

っていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．よく知
し

っている          ２．少
すこ

しは知
し

っている 

 ３．名前
なま え

は聞
き

いたことがある      ４．知
し

らない 

問
とい

９０ あなたは、これまでに虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた経
けい

験
けん

がありますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．ある     （→問
とい

９１へ）

２．ない     （→問
とい

９３へ）

問
とい

９１ 問
とい

９０で「１．ある」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    それは、次
つぎ

のうちどの種別
しゅべつ

に当
あ

てはまりますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．家族
かぞ く

などの養護者
ようごしゃ

による障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

２．福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

等
など

による障害
しょうがい

者
しゃ

虐 待
ぎゃくたい

３．職場
しょくば

の上司
じょうし

などの使用者
しようしゃ

による障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

４．学校
がっこう

・保育所
ほいくしょ

等
など

の先生
せんせい

等
など

による障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

５．医療
いりょう

機関
きか ん

等
など

の職員
しょくいん

等
など

による障害
しょうがい

者
しゃ

虐 待
ぎゃくたい

６．その他
た

（     ） 

問
とい

９２ 問
とい

９０で「１．ある」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

きします。

    それは、次
つぎ

のうちどの類型
るいけい

に当
あ

てはまりますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

１．身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

          ２．性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

３．心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

          ４．放棄
ほう き

・放置
ほう ち

５．経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

28

＊参考
さんこう

虐 待
ぎゃくたい

の類型
るいけい 内容 

身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい 身体

しんたい

に外傷
がいしょう

が生じ
しょうじ

、又
また

は 生
しょう

じるおそれがある暴行
ぼうこう

を加
くわ

え

ること 

性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい わいせつな行為

こう い

をすること、又
また

はわいせつな行為
こう い

をさせる

こと 

心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい 著

いちじる

しい暴
ぼう

言
げん

、又
また

は 著
いちじる

しく拒
きょ

絶
ぜつ

的
てき

な対応
たいおう

、その他
た

の 著
いちじる

し

い心理的
しんりてき

外傷
がいしょう

を与
あた

える言
げん

動
どう

を行
おこな

うこと 

放棄
ほう き

・放置
ほう ち

衰 弱
すいじゃく

させるような 著
いちじる

しい減食
げんしょく

、又
また

は長時間
ちょうじかん

の放置
ほうち

、

養護者
ようごしゃ

以外
い が い

の同居人
どうきょにん

によるこれらの行為
こう い

の放置
ほうち

など、養護
よう ご

を 著
いちじる

しく怠
おこた

ること 

経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい 養護者

ようごしゃ

、又
また

は親族
しんぞく

などが財産
ざいさん

を不当
ふと う

に処分
しょぶん

すること、その他
た

不
ふ

当
とう

に財産上
ざいさんじょう

の利益
りえ き

を得
え

ること 

問
とい

９３ あなたは、ヘルプマークについて、どの程度
てい ど

知
し

っていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

 １．知
し

っている           

２．内容
ないよう

は知
し

っているが名前
なま え

は聞
き

いたことがある、またはマークを見
み

たことがある。 

３．知
し

らない 

  ＊参考
さんこう

   ヘルプマーク：義足
ぎそく

や人工
じんこう

関節
かんせつ

を使用
しよう

している方
かた

、内部
ない ぶ

障 害
しょうがい

や難病
なんびょう

の方
かた

、または

妊娠
にんしん

初期
しょ き

の方
かた

など、外見
がいけん

から分
わ

からなくても援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とし

ている方々
かたがた

が、周囲
しゅうい

の方
かた

に配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としていることを知
し

らせるこ

とで、援助
えんじょ

を得
え

やすくなるよう、作成
さくせい

したマークです。 

問
とい

９４ あなたは、ヘルプマークをもっていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．もっている

２．もっていない
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問
とい

９５ あなたは、地震
じし ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

のときに、どのようなことに心配
しんぱい

や不安
ふあ ん

があり

ますか。（いくつでも選択
せんたく

） 

 １．災害
さいがい

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を入手
にゅうしゅ

できるかわからない 

 ２．どこに避難
ひな ん

してよいかわからない 

 ３．避難
ひな ん

するときに介助
かいじょ

や支援
しえ ん

をしてくれる人
ひと

がいない 

 ４．避難所
ひなんじょ

（避難
ひなん

場所
ば し ょ

）が障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

されているかどうか心配
しんぱい

である 

 ５．避難所
ひなんじょ

（避難
ひなん

場所
ば し ょ

）で必要
ひつよう

な支援
しえ ん

・医療
いりょう

が受けられるか心配
しんぱい

である 

 ６．その他
た

（    ） 

問
とい

９６ あなたは、災害
さいがい

対策
たいさく

として、どのような施策
しさ く

や取
とり

組
く

みが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（いくつでも選択
せんたく

） 

 １．障害
しょうがい

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した災害
さいがい

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 ２．避難
ひな ん

するときの介助者
かいじょしゃ

や支援者
しえんしゃ

の確保
かく ほ

 ３．障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

した設備
せつ び

等
など

を有
ゆう

する避難所
ひなんじょ

又
また

は避難
ひな ん

場所
ば しょ

の確保
かく ほ

４．障害
しょうがい

のある人
ひと

が排
はい

除
じょ

されない（共生
きょうせい

できる）避難所
ひなんじょ

 ５．避難所
ひなんじょ

（避難
ひなん

場所
ば し ょ

）での介助者
かいじょしゃ

や支援者
しえんしゃ

の確保
かく ほ

６．避難所
ひなんじょ

生活
せいかつ

におけるプライバシーを守
まも

る対
たい

策
さく

７．被災
ひさ い

しても医療
いりょう

行為
こ う い

を受
う

けられる環
かん

境
きょう

の確保
かく ほ

８．その他
た

（     ） 

問
とい

９７ あなたは、消費者
しょうひしゃ

トラブルを含
ふく

む、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

として何
なに

か取
とり

組
く

みをおこなっていま

すか。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆ う

記述
きじゅつ

） 

問
とい

９８ あなたは、将来
しょうらい

の生活
せいかつ

に不安
ふあ ん

を感
かん

じていますか。（１つだけ選択
せんたく

） 

１．感
かん

じている           （→問
とい

９９へ）

２．どちらかといえば感
かん

じている   （→問
とい

９９へ）

３．どちらかといえば感
かん

じていない  （→問
とい

１００へ） 

４．感
かん

じていない          （→問
とい

１００へ）

（１３）安全
あんぜん

・安心
あんしん

について 

30

問
とい

９９ 問
とい

９８で「１．感
かん

じている」「２．どちらかといえば感
かん

じている」を選択
せんたく

された方
かた

にお聞
き

きします。

    不安
ふ あん

を感
かん

じている内容
ないよう

を具体的
ぐたいてき

に教
おし

えてください。 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

問
とい

１００ あなたが、県
けん

の施策
しさ く

において、もっとも優先
ゆうせん

すべきと考
かんが

えるものについて、次
つぎ

から上位
じょうい

３つを選
えら

び、優先
ゆうせん

すべき順
じゅん

にその番号
ばんごう

を記
き

入
にゅう

してください。 

 １．障
しょう

害
がい

及
およ

び障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する一般
いっぱん

県民
けんみん

の理解
りか い

の促進
そくしん

 ２．差別
さべつ

や虐待
ぎゃくたい

など人権
じんけん

擁護
よ う ご

に関
かん

する施
し

策
さく

 ３．障害
しょうがい

のある子
こ

どもの教育
きょういく

・育成
いくせい

に係
かか

る施
し

策
さく

 ４．雇用
こよう

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

施策
し さ く

 ５．障害
しょうがい

福祉
ふ くし

サービスの充実
じゅうじつ

のための施策
しさく

 ６．手当
てあて

等
など

経済的
けいざいてき

個人
こ じ ん

給付
きゅうふ

の充実
じゅうじつ

 ７．医療費
いりょうひ

・福祉
ふく し

サービス利用
りよう

時
じ

の負担
ふた ん

の軽減
けいげん

に関
かん

する施
し

策
さく

 ８．バリアフリーの街
まち

づくりのための施策
しさ く

 ９．情報
じょうほう

・コミュニケーション支援
しえん

の施策
しさ く

 １０．災害
さいがい

対策
たいさく

や防犯
ぼうはん

対策
たいさく

等
など

、安全
あんぜん

・安心
あんしん

に関
かん

する施
し

策
さく

１位
い

２位
い

３位
い

問
とい

１０１ これまで、ご回
かい

答
とう

いただいたこと以外
いが い

で、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で、特
とく

に困
こま

っていることがあれば、お書
か

きください 

（回答票
かいとうひょう

に自由
じゆう

記述
きじゅつ

） 

ア ン ケ ー ト は 以 上
い じ ょ う

で 終 了
しゅうりょう

で す 。 

ご 協
きょう

力
りょく

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 
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令和元年度第１回障害者相談支援アドバイザー会議検討状況等報告 

重点検討事項（基幹相談支援センター・児童発達支援センター・地域生活支援拠点等の整備について） 

検討内容・主な意見・課題 今後の取組・方向性等 

＜検討内容＞ 

基幹相談支援センター・児童発達支援センター・地域生活支援拠点等の整備状況の確認。 

特に児童発達支援センターと地域生活支援拠点等の整備については、障害福祉計画でも成果目標と

されており、未整備の市町村においては、進捗管理も課題。 

＜主な意見＞ 

○基幹相談支援センターについては委託相談を受けているところがそのまま基幹相談支援センター 

に移行する動きがある。市町村規模によっては圏域や近隣市町村で設置を検討しているが、見通し

が立っていない地域もある。 

○児童発達支援センターは母子通園等から移行したケースが多いが、人口規模によってはセンターを

目指すのが難しい状況もある。センター機能を持てるよう市町村規模に応じた適切な在り方を検討

していきたい。 

○地域生活支援拠点等の整備については、計画最終年度末までに設置予定であり、現在内容を検討中

という市町村が多い。 

○地域生活支援拠点等の整備については、作るだけならすぐにでもというところもあるが、作って終

わりにしたくないので、本当に必要な機能は何なのか市町村の中で再協議し、持続可能な在り方を

検討している市町村もある。 

○地域生活支援拠点等をすでに整備済の市町村に対しても作ったから終わりにならないよう、機能等

の充実を図れるよう働きかけていきたい。 

○児童発達支援センター、地域生活支援拠点等の整備について

は、計画の最終年度に整備予定となっていて、現在内容を検討

中としている市町村が多いので、「現在どこまで話が進んでお

り、どの状況での検討中なのか？」を確認し、残っている課題

や検討中の中身について工程管理をしていく必要がある。 

○各種整備については、どう機能していくかも確認が必要。「整

備して終わり」にならないよう、設置目的やニーズを踏まえた

プロセス管理等も行っていけるよう働きかけていく必要があ

る。 

○具体的な工程管理まで行えている圏域の取組もあり、先行して

整備できている市町村の取組が参考になるような検討をしてい

る市町村もあるようなので、それぞれの圏域の取組についてさ

らに情報共有を図り、県全体で各種整備等を進めていけるよう

にしていく。 

情報共有事項（地域移行支援について） 

検討内容・主な意見・課題

＜検討内容＞ 

各圏域の地域への移行状況について 

＜主な意見＞ 

○福祉施設（入所施設）からの地域への移行については、県の調査で把握された地域移行を希望されている方に個別面談等を行い、①具体的にグループホームへの移行に向けて具体的な 

 動きに繋がりつつある方もいる一方で、②希望に変動があったり、他の入所施設に行きたいといった意見が出ていたり、ご本人の意向が揺れ動いている例も見られた。また、怪我や高 

 齢化による身体症状の変化によって、現実的に地域移行が難しい状況になってしまっているケースも出ていた。 

○精神科病院からの地域への移行については、保健所や自立生活援助等の社会資源を活用して具体的な相談や取組に繋がっている例がある一方、地域によっては入院患者の大半が６５歳 

以上であり、地域包括支援センターやケアマネージャー等を巻き込みながらでないと移行が進みづらい状況も確認されており、今後の連携体制の在り方が課題。 

 また、医療機関と相談支援事業所との連携についてはある程度できている地域もあるが、医療機関への働きかけ（職員への啓発等も含む）も継続的に実施していく必要がある。 
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緊急時の受け入れと消防法との関係について 

１ 平成30年度第2回愛知県障害者自立支援協議会での委員発言概要 

地域生活支援拠点等について、日中活動系サービス事業所が宿泊体験や緊急時の夜間

対応に取り組んでしまうと、日中でしか指定を取っていないので、消防法上違法となる

のではないかという意見があった。 

２ 地域生活支援拠点等 

「地域生活支援拠点等」とは、障害者の重度化・高齢化や親亡き後に備えるとともに、

施設入所から地域移行を進めるため 、市町村（圏域設置を含む。）が整備を進めている

もので、5つの機能（①相談、②緊急時の受け入れ・対応、③体験の機会・場、④専門的

人材の確保・養成、⑤地域の体制づくり）を有するシステムを指す。 

整備方法としては、グループホームや障害者入所施設等に付加した「多機能拠点整備

型」と、複数の機関が分担して機能を担う「面的整備型」等がある。 

○ 緊急時の受け入れ・対応の整備方法 

・短期入所の活用 

・地域移行のための安心生活支援（居室確保事業）の活用 

・その他市町村単独事業の活用 

３ 愛知県防災安全局防災部消防保安課確認事項

(1) 質問 

地域生活支援拠点等を整備する場合に、生活介護や地域活動支援センター等の日中

活動系サービス事業所の空室を利用して緊急一時的に宿泊をする場合、消防法上の問

題があるか。 

また、事前に市町村と協定等を締結した場合と、突発的に宿泊することとなった場

合で、対応に違いがあるか。 

(2) 回答 

地域生活支援拠点に緊急一時的に宿泊をする場合、施設の用途区分が変わり消防用

設備等の規制が変更となる場合があるので、事前に所轄の消防本部に相談していただ

きたい。 

４ 関係法令等 

(1) 地域生活支援事業実施要綱 （別記１－１１）市町村任意事業実施要領 

（５） 地域移行のための安心生活支援 

ウ 事業内容 

障害者が地域で安心して暮らしていけるよう、以下の地域生活への移行や定着

のための支援体制を整備する。 

（ア）居室確保事業（緊急一時的な宿泊・体験的宿泊） 

緊急一時的な宿泊や地域での一人暮らしに向けた体験的宿泊を提供するため

の居室を確保する。 

(2) 消防法第8条 

学校、病院、工場、事業場、興行場、百貨店（これに準ずるものとして政令で定め

る大規模な小売店舗を含む。以下同じ。）、複合用途防火対象物（防火対象物で政令で

定める2以上の用途に供されるものをいう。以下同じ。）その他多数の者が出入し、勤

務し、又は居住する防火対象物で政令で定めるものの管理について権原を有する者は、

政令で定める資格を有する者のうちから防火管理者を定め、政令で定めるところによ

り、当該防火対象物について消防計画の作成、当該消防計画に基づく消火、通報及び

避難の訓練の実施、消防の用に供する設備、消防用水又は消火活動上必要な施設の点

検及び整備、火気の使用又は取扱いに関する監督、避難又は防火上必要な構造及び設

備の維持管理並びに収容人員の管理その他防火管理上必要な業務を行わせなければな

らない。 

(3) 消防法施行令第1条の2第3項 

別表第1 収容人員 

(5) 
イ 旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類するもの 30人以上 

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 50人以上 

(6) 

ロ 次に掲げる防火対象物 

(5) 障害者支援施設（避難が困難な障害者等を主として入所させ

るものに限る。）又は短期入所若しくは共同生活援助を行う施

設（避難が困難な障害者等を主として入所させるもの(*)に限

る。ハ(5)において「短期入所等施設」という。） 

10人以上 

ハ 次に掲げる防火対象物 

(5) 身体障害者福祉センター、障害者支援施設（ロ(5)に掲げるも

のを除く。）、地域活動支援センター、福祉ホーム又は生活介

護、短期入所、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援若しく

は共同生活援助を行う施設（短期入所等施設を除く。） 

30人以上 

(16)

イ 複合用途防火対象物のうち、その一部が(1)項から(4)項まで、

(5)項イ、(6)項又は(9)項イに掲げる防火対象物の用途に供され

ているもの 

区分ごとに

判断 

ロ イに掲げる複合用途防火対象物以外の複合用途防火対象物 50人以上 

(*) 避難が困難な障害者等を主として入所させるものとは、平成26年3月14日消防

予第81号通知に基づき、障害支援区分4以上の者が概ね8割を超えるものをいう。 
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愛知県特別支援教育推進計画の推進方策の目標と現状 

Ⅰ 幼稚園、小中学校、高等学校等 
１ 幼稚園、小中学校、高等学校における特別な支援を必要とする幼児児童生徒についての個
別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成率 

  (1) 目標・・・１００％（２０２３年度） 
  (2) 平成３０年度の作成率（％）＜文部科学省調査：名古屋市・私立を除く＞ 

幼稚園 
小学校 中学校 

高等学校 
特別支援学級 通常の学級 特別支援学級 通常の学級 

教育支援計画 ８８．４ ９９．７ ６７．６ ９９．１ ６８．７ ６２．４ 

指導計画 ８９．８ ９９．７ ７３．６ ９９．０ ７０．２ ９３．６ 
※ 分母を作成する必要のある児童生徒数とし、「作成している」児童生徒数を分子として割合を算出 

→ 公立の幼稚園、小中学校の通常の学級、高等学校に在籍する特別な支援を必要とする幼
児児童生徒についても、個別の教育支援計画及び個別の指導計画の有効性を伝え、保護者
の理解を得て作成します。

２ 中学校に在籍する特別な支援を必要とする生徒に関する支援情報の高等学校等への引継ぎ率
 (1) 目標・・・１００％（２０２３年度） 

  (2) 平成２９・３０年３月の引継ぎ率（％）＜愛知県調査：名古屋市を除く＞ 

公立高校 私立高校 
教育訓練
機関等 

特別支援
学校 

就職 その他 合計 

平成 29年３月 ２６．６ ９０．１ １８．２   ０．９ ４２．０ 
平成 30年３月 ３０．０ ９２．２   ６．３  ８．４ ４４．６ 

→ 「中高連携特別支援教育推進校研究」における成果と課題を整理し、時期や方法等、中
学校から高等学校等への効果的な個別の教育支援計画等の引継ぎについて明らかにするな
ど、研究の成果を市町村教育委員会や高等学校等に還元し、引継ぎ率を向上させます。 

３ 特別支援教育に関する研修会への参加率 
  (1) 目標・・・前年度を上回る。 
 (2) 平成３０年度の参加率（％）＜愛知県調査：名古屋市・私立を除く＞ 

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 

９０．６ ８９．０ ８３．９ ８３．１

→ 年々増加する特別支援学級の担任や通級による指導担当教員に対し、愛知県教育委員会
や愛知県総合教育センター、特別支援学校が主催する研修、講習会への参加を促し、通常
の学級担任を含めた全ての教員の特別支援教育に関する専門性を高めます。

４ 特別支援学校教諭等免許状の保有率 
(1) 目標・・・全国平均を上回る。（２０２３年度） 
(2) 平成３０年度の保有率  特別支援学級担当教員 ２２．５％［全国平均３０．８％］ 

→ 免許法認定講習の優先的受講や大学の公開講座等への協力を要請し、特別支援学級の担
任や通級による指導担当教員の特別支援学校教諭等免許状の保有率が、５年をめどに全国
平均を上回るよう働きかけます。

→ 通常の学級にも特別な支援を必要とする児童生徒が在籍していることから、全ての教員
が特別支援学校教諭等免許状を取得することができるよう、大学等と連携して有効な研修
の機会の拡充を図ります。

５ 小中学校及び高等学校と特別支援学校との教員の人事交流 
 (1) 目標・・・前年度を上回る。
(2) 平成３０年度の交流状況 
 ・ 小中学校と特別支援学校 ３２人（小中→特28人、特→小中 4人） 
  ・ 高等学校と特別支援学校   ３人（高→特2人、特→高1人）

→ 小中学校及び高等学校と特別支援学校との教員の人事交流を毎年継続していきます。人
事交流を経験した教員を中心として、地域の特別支援教育の推進を図ります。

Ⅱ 特別支援学校  
１ 重複障害学級の増設（平成 27年度～）
(1) 聾学校高等部に、重複障害学級を新設 
(2) 盲学校、聾学校及び肢体不自由特別支援学校において、中学部３年時に重複障害学級に
在籍した生徒全員が、高等部でも重複障害学級に在籍できるよう学級数を増加

２ 専門性の向上 
(1) 特別支援学校機能強化モデル事業（平成 26・27 年度の２か年：盲学校２校） 
(2) 特別支援学校教諭等免許状取得率の向上 
ア 公立学校教員採用選考試験において、特別支援学校教諭等免許状の取得者を対象とし   
 た「特別支援教育に関する特別選考」を実施（平成 27 年度採用～） 

   イ 公立学校教員採用選考試験において、特別支援学校教諭の受験資格の一部を変更 
     必要な単位を採用後３年を目処に取得し、速やかに当該免許状取得の申請をすること

とする。（平成 30年度採用から） 
ウ 特別支援学校教員の特別支援学校教諭等免許状の保有率 
本県公立特別支援学校 70.2％ ［全国公立平均 79.7％］（平成 30年度）

３ 知的障害特別支援学校の過大化による教室不足の解消 
(1) 県立特別支援学校の新設
ア いなざわ特別支援学校の開校（平成 26年４月） 
イ 大府もちのき特別支援学校の開校（平成 30年４月） 
ウ 瀬戸つばき特別支援学校の開校（平成 31 年４月） 
(2) 市立特別支援学校への支援 
ア 豊橋市立くすのき特別支援学校（平成 27 年４月開校） 
イ 名古屋市立南養護学校分校（平成 27年４月開校） 

４ 長時間通学の解消 
(1) 豊橋特別支援学校山嶺教室の開設（平成 26年４月） 
在籍生徒４名（３年生２名、２年生２名 平成 30年度） 

(2) スクールバスの増車 
 知的障害特別支援学校（平成 26年度～）＊計 18台を増車（うち９台は他校から転用） 
 肢体不自由特別支援学校（平成 26 年度～）＊計８台を増車 

 (3) 刈谷市立刈谷特別支援学校の開校（平成 30年４月）、通学区域見直しによる通学環境の
改善 
(4) スクールバスの更新 
 肢体不自由特別支援学校（平成 30 年度） ＊１台を更新

５ 教育諸条件の整備 
(1) 空調設備の設置（平成 29年度～2020 年度） 
  全ての特別支援学校の普通教室と特別教室に設置 
(2) トイレの整備（平成29年度～2021 年度） 
  肢体不自由特別支援学校において、全てのトイレの洋式化、床の乾式化及び未設置の学
校への多目的トイレの設置 
(3) 安全対策機器（防犯カメラ）の設置（平成 29年度） 
(4) 緊急通報装置（パトライト）の設置（平成 29年度～30年度） 

Ⅲ 就労支援  
１ 一般就労に向けた関係機関との連携 
(1) キャリア教育・就労支援推進委員会の設置（平成 26年度～） 
(2) 就労アドバイザーの配置（拠点校２校に各１名 平成 27年度～） 

２ 知的障害特別支援学校の就労支援の充実強化 
(1) いなざわ・豊川において「職業コース」設置に向けた研究(平成 26～27 年度) 
  一宮東・半田が設置（平成 29年度）、安城・佐織が設置（平成 30年度） 
今後、順次知的障害特別支援学校への設置を拡大 

(2) 職業教育充実強化事業（平成 27 年度） ＊高等特別支援学校・校舎における職業教育
の充実強化
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